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怪かい盗とうレッド①




２代だい目め怪かい盗とう、デビューする☆の巻まき
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ




　６年ねん生せいの春はる休やすみ──つまり、あと１週しゅう間かんもすれば、中ちゅう学がく生せいになるっていう３月がつの終おわり。

　宿しゅく題だいがないのをいいことに、わたし、紅こう月づき飛鳥あすかはめいっぱいだらけていた。

　どのくらい、だらけていたかといえば、家いえにあるマンガのほとんどを読よみなおしてしまうぐらい。

　その数かず、ざっと１００冊さつ。

「これでぜんぶかぁ」

　そのマンガも、いま読よんでいるので最さい後ごだ。

「お～い、アスカ。ちょっといいか？」

　ドアのむこうから、お父とうさんの声こえがした。

「なに～？」

　わたしは、読よんでいたマンガに目めを落おとしたまま答こたえる。

「ちょっと、部へ屋やに来きてくれ。話はなしがあるんだ」

「いまじゃなきゃダメ？」

　あと、マンガは半はん分ぶんぐらいページがのこっている。

　主しゅ人じん公こうがピンチで、すっごくこのあとが気きになるところ。

「大だい事じな話はなしなんだ」

　お父とうさんの言こと葉ばに、顔かおを上あげる。

　大だい事じな話はなし？　いったいなんだろう？

　首くびをかしげたけど、思おもいうかばない。

　……あっ。

　もしかして、再さい婚こん相あい手てが見みつかったとか？

　お母かあさんはわたしが小ちいさいころに、交こう通つう事じ故こで亡なくなっている。

　でも、あのお父とうさんに女おんなの人ひとを見みつけてくるなんて、できるとは思おもえないけど。

　わたしは、マンガにうしろ髪がみを引ひかれつつ、立たちあがる。

「いま行いくから、ちょっと待まって」

　ドアを開あけると、お父とうさんが立たっていた。

　おない年どしの子こにくらべて背せが高たかいわたしが、見みあげないといけないぐらい、お父とうさんの背せは高たかい。

　１８０センチは、かるく越こえてる。

　わたしが言いうのもなんだけれど、お父とうさんは、体たい操そう選せん手しゅのようなしなやかな体からだつきで、顔かおもまあまあ、いけている。

　ふつうならモテそうだけど、服ふく装そうが破は壊かい的てきにダメだった。まったく気きをつかわないのだ。

　いまも、よれよれのシャツを平へい気きで着きている。わたしがいくら言いっても、洋よう服ふくダンスの上うえから順じゅん番ばんに着きているとしか思おもえない、かっこうをしているのだ。

　こんなお父とうさんに、再さい婚こん相あい手てが見みつかるわけないか……。

「ん？　なんだ。顔かおをじっと見みたりして」

「なんでもない。それより話はなしってなに」

「それはおれの部へ屋やに行いってからだ。２人ふたりも待まってるからな」

「２人ふたりって、おじさんたち？」

「そうだよ」

　お父とうさんはそう言いって、部へ屋やに入はいっていく。

　お父とうさんの部へ屋やは、わたしの部へ屋やと同おなじたたみの和わ室しつだ。

　部へ屋やに入はいると、中ちゅう央おうにお父とうさん愛あい用ようのちゃぶ台だいがおいてある。

　その奥おくに圭けい一いち郎ろうおじさんがすわっていた。ひょろりとやせて、メガネをかけたやさしそうな顔かおは、前まえに見みたときとぜんぜん変かわっていない。

　そのおじさんのちゃぶ台だいをはさんだむかいに、おない年どしのいとこのケイがすわっていた。

　ケイは、小ちいさいころから鉄てつ仮か面めんでもつけてるの？　というぐらい、いつも無む表ひょう情じょうの男おとこの子こだ。

　しかも、髪かみの毛けをのばしっぱなしにしていて、色いろ白じろな顔かおの半はん分ぶんぐらいが隠かくれていた。

　２人ふたりは午ご前ぜん中ちゅうから、うちに来きていたけど、顔かおをあわせたのは昼ちゅう食しょくのときだけだ。

　いとこといっても、ケイとは、たまにお父とうさんといっしょに会あうぐらいで、話はなしたこともほとんどないし、見みてのとおりの愛あい想そのなさで、わたしから話はなしかける気きなんて、とてもおこらなかった。

　お父とうさんがおじさんのとなりにすわったので、わたしはケイのとなりにすわった。

　横よこ目めでちらりとケイを見みたけれど、こっちに関かん心しんなんて、ひとかけらもないみたいだ。

　ゴホン、とお父とうさんがせきばらいをしたので、わたしは視し線せんを前まえにもどす。

　そうそう。

　いったいなんの話はなしなんだろう。

　おじさんたちまで集あつまっているってことは、よっぽど重じゅう大だいなことなのだろうか。

「アスカ、怪かい盗とうレッドって知しってるか？」

　へっ？　いきなり、なに？

　お父とうさんの質しつ問もんに、おもわずわたしは首くびをかしげた。

　この３人にんを集あつめて、話わ題だいが、怪かい盗とうレッドのこと？

「そりゃあ、知しってるけど……」

　混こん乱らんしながら、答こたえる。

　怪かい盗とうレッドというのは、その名な前まえのとおり、泥どろ棒ぼうだ。

　でも、ただの泥どろ棒ぼうじゃない。

　日にっ本ぽん中じゅう、どんな警けい備びのきびしい場ば所しょにも、あっさりと忍しのびこみ、絶ぜっ対たいに捕つかまらない。

　そして、ここがいちばん重じゅう要ようなんだけど、怪かい盗とうレッドが盗ぬすみをするのは、悪わるいことをしてる人ひとからだけなんだって！

　ルパンやキッドと同おなじ、大だい胆たん不ふ敵てきな怪かい盗とうだ。

　だけど、レッドは小しょう説せつやマンガじゃなくて、リアルな話はなし。

　現げん実じつにいる怪かい盗とうだ。もちろん、会あったことはないけどね。

　その行こう動どうが、正せい義ぎの味み方かたっぽいってことで、地ち方ほう新しん聞ぶんの一いち面めんとか、インターネットですごい話わ題だいになっている……みたい。

　みたい、なんて、あいまいな言いいかたなのは、わたしはインターネットをやらないし、新しん聞ぶんはテレビ欄らん専せん門もんだからだ。だから、いまのも友ともだちの実み咲さきから聞きいた話はなしだったりする。

「そうか。知しってたか。アスカは、新しん聞ぶんなんてほとんど読よまないからな。知しらないかと思おもってたよ」

「わたしだって、新しん聞ぶんぐらい読よむよ」

　テレビ欄らんをね。

「悪わるい悪わるい。ケイくんも、当とう然ぜん、知しってるね？」

「はあ……」

　眠ねむそうな声こえで、ケイが答こたえる。

　夜よふかしでもしたのかな。

　さっきも、あくびをかみ殺ころしてたし。

　お父とうさんはそこで、話はなしをいったんくぎって、おじさんと視し線せんをかわした。

　ん？　なんか意い味み深しんだ。

「２人ふたりとも、気き持もちを落おちつけて聞きいてほしいんだが……」

　お父とうさんの真面目まじめな顔かおに、なんだかドキドキしてきた。

「じつはな」

「うん」

　わたしは体からだをかたくする。

「怪かい盗とうレッドは、おれと圭けい一いち郎ろうなんだ」

　えっ？

　いま、なんて言いった？　かいとうれっどは………………って。はあ？？

「ちょ、ちょっとお父とうさん！　真ま顔がおでじょうだん言いわないでよ」

　このタイミングで、じょうだんを言いうなんて、ふざけすぎだ。

「……アスカちゃん。じょうだんじゃないんだ。そう思おもうのも、ムリはないけど」

　これまでだまっていたおじさんが、落おちついた口く調ちょうで言いった。

　いつもふざけてるお父とうさんはともかく、ものしずかで口くち数かずの少すくないおじさんまで、こんな手てのこんだじょうだんに加くわわるとは思おもえない。

　……じゃあ、本ほん当とうなの？

　お父とうさんたちが、怪かい盗とうレッド？

　わたしの口くちが、ぽかーんと開ひらいた。

　言いわれてみれば、お父とうさんはイタリアンレストランの料りょう理り人にんをしているのに、出しゅっ張ちょうだとか言いって、ときどき家いえを空あけることがあった。

　まさか、あれがそうだったの？

　わたしは、助たすけを求もとめてケイを見みた。

　助たすけなんて求もとめたくない相あい手てだけれど、わらにもすがるってやつだ。

　ケイは、さっきと変かわらない無ぶ愛あい想そうな顔かおのままだった。

「それが本ほん当とうのことだと仮か定ていして、それで？　そんなことをぼくたちに明あかして、父とうさんたちはどうしたいの？」

　ケイは、腹はらがたつぐらい冷れい静せいだ。

　でも、このときばかりは、それがたのもしい。

「そ、そうよ。１００歩ぽゆずって、お父とうさんたちが怪かい盗とうレッドだとしても、それをどうしていま、わたしたちにバラしたの？」

　わたしの言こと葉ばに、お父とうさんは、いい質しつ問もんだとばかりに、うれしそうにうなずいた。

「そりゃあ、明日あしたから、おまえたち２人ふたりが、怪かい盗とうレッドだからだ」

　……アシタカラ　オマエタチフタリガ　カイトウレッド？

　言こと葉ばの意い味みを理り解かいするのに、きっちり10秒びょうかかってしまった。

「えええっ！　ちょっと待まってよ！　なに言いいだすの!?」

　わたしはちゃぶ台だいに、身みを乗のりだす。

　ちらりととなりを見みると、さすがにケイもおどろいた顔かおをしていた。
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「おまえたちには教おしえていなかったが、じつは、うちはだいだい、怪かい盗とうの家か系けいなんだ。ご先せん祖ぞにはあのねずみ小こ僧ぞうがいたとか、いなかったとかって話はなしでな」

「ねずみこぞう？」

　ネズミの子こどもがどうかしたわけ？

　知しってるかな、と思おもってケイを見みる。

　ケイはさっきまで眠ねむそうに半はん分ぶん目めを閉とじかけてたのに、いまは冴さえた瞳ひとみをしていた。

「──ねずみ小こ僧ぞう次じ郎ろ吉きち。江え戸ど時じ代だいの大おお泥どろ棒ぼうだ。武ぶ士しの家いえに１００回かい以い上じょう盗ぬすみに入はいり、１万両りょう以い上じょうを盗ぬすんだとされている。いまでいえば、数すう億おく円えんの価か値ちがあるだろう。盗ぬすんだお金かねを、貧まずしい人ひとに分わけ与あたえたことで、義ぎ賊ぞくとして有ゆう名めいだ」

　淡たん々たんとした口く調ちょうで、ケイが解かい説せつする。

　よく知しってるなぁ、そんなこと。

「ま、おれだって、ご先せん祖ぞの話はなしは祖父じいさんから聞きいただけだ。本ほん当とうかどうかはわからない。ただ、うちがだいだい怪かい盗とうをしているっていうのは本ほん当とうだ。しかも、うちにはご先せん祖ぞからの決きまりがあるんだ。子こどもが13才さいになると、怪かい盗とう業ぎょうを継つがなきゃならない、っていうのがな」

「そんなのいきなり言いわれたって……。それに、まだわたし12才さいだし」

「今こ年としで13才さいになるだろ」

　そんな適てき当とうでいいわけ？

「それと、ついでと言いってはなんだが、どうせなら、怪かい盗とうレッドという名な前まえも継ついでくれるとうれしい。おれたちがつけたものだからな。で、おれたちは晴はれて引いん退たいだ」

「いや、インタイとか、名な前まえを継つぐとかって問もん題だいじゃなくて……ああ！　もう頭あたまが大だい混こん乱らんだよっ！」

「論ろんの展てん開かいがむちゃくちゃだね。それに、ぼくは可か能のうだとしても……」

　ケイが、ちらっとわたしを見みた。

　どういう意い味みよ？

　わたしには怪かい盗とうはムリだってことぉ？

　そう言いおうとして、べつに怪かい盗とう業ぎょうなんか、つとまらないほうがいいことに気きづいて、出でかかった言こと葉ばを口くちの中なかで押おしとどめる。

「そりゃ問もん題だいないよ、ケイくん」

　お父とうさんは、やけに自じ信しんがありげだ。

「アスカ。おまえ、ビルの外がい壁へきを、ロープを使つかわずに、何なん階かいまで登のぼれる？」

「えっ、ビル？　え～と……17。ううん、いまなら20階かいはいけると思おもうけど」

　わたしの答こたえに、おじさんとケイが、目めを丸まるくしている。

　なんか、ヘンなことを言いっただろうか？

「……兄にいさん。娘むすめになんてこと、教おしえてるんだよ」

　おじさんがあきれたように、ため息いきをついている。

「だって、必ひつ要ようだろう。かべ登のぼりは」

「まあ、たしかにそうだが……」

「ちょ、ちょっと待まって！」

　おじさんは納なっ得とくしかけたけれど、わたしはそうはいかない。

「もしかして、わたしって、知しらないうちに、怪かい盗とうになるための訓くん練れんとかさせられてたの？」

　思おもいかえしてみれば、幼おさないころから毎まい朝あさの10キロランニングや、ちょっとしたかべ登のぼりや、なわぬけやカギ開あけはやっていた記き憶おくがある。

　ほかにも、ふつうのお父とうさんが教おしえてくれないようなことを、まあいろいろと。

　たしかに、ちょっと人ひととはちがうことをやってるなー、という自じ覚かくはあったけど。

　まさか怪かい盗とうの訓くん練れんだったなんて、これっぽっちも思おもわなかった。

「そういうことになるが、そのおかげでアスカは、明日あしたから怪かい盗とうレッドを問もん題だいなく継つげるんだ。文もん句くはないだろう？」

「あるって！」

　力ちからいっぱいにさけぶ。

「まあ、落おちつけ。それより、ケイくんはどうなんだ。やってみたくないか？」

　わたしのさけびを受うけ流ながして、お父とうさんがケイにきいた。

　当とう然ぜん断ことわるだろうと思おもっていたら、ケイはコクンとうなずいた。

「やってもいいです」

「ちょ、ちょっと、本ほん気き？」

　わたしはケイの言こと葉ばに、耳みみをうたがった。

「だいだいの家か業ぎょうだっていうし、それならしょうがないよ」

　なによそれ。無む気き力りょくすぎ！

「しょうがないって、そんなやる気きのないことでいいわけないでしょ。ね、お父とうさん？」

「いや、べつにかまわん」

　ちょ、ちょっとぉ。

「それで、アスカはやりたくないのか？」

「わ、わたし？」

　話はなしをふられて、ちょっと口くちごもってしまった。

「えっと、まあ、そりゃ、少すこしは興きょう味みはあるけどさ……」

　最さい初しょはおどろいたけど、ぜんぜん興きょう味みがないわけじゃない。

　それに、怪かい盗とうレッドなら、悪わる者ものって感かんじじゃないし。

「よし！　なら、決きまりだ」

　お父とうさんが、ひざを手てで打うった。

「ちょっと、まだやるとは言いってな……」

「そうと決きまれば、仕し事ごとを見みつけてやらないとな。２人ふたりのデビューにふさわしい仕し事ごとだ。圭けい一いち郎ろう」

「……わかってる。２、３日にち中ちゅうには、調しらべておくよ」

「というわけだ。しばらくは、おれたちから仕し事ごとを──つまり盗ぬすむ相あい手てと、盗ぬすみだすものを──指し定ていするからな。……それとアスカ」

「……なあに」

　お父とうさんたちのマイペースぶりに半なかばあきらめて、わたしは返へん事じをする。

「今日きょうから、うちに圭けい一いち郎ろうとケイくんが引ひっこしてくることになった。なかよくやれよ」

「アスカちゃん、これからよろしくたのむね」

　おじさんが笑え顔がおで言いった。

　引ひっこし？　２人ふたりが？

「えええぇぇぇぇ────!!」

　そうして、わたしとケイは、怪かい盗とうレッドになった。







　　　　１　不ふ安あんいっぱいの共きょう同どう生せい活かつ




　次つぎの日ひの朝あさ。

　わたしは、ぱっちりと目めを覚さました。

　今日きょうからわたし、怪かい盗とうレッドなんだ。

　強ごう引いんに決きめられたのは、ちょっと腹はらがたつけど。

　でもそう思おもうと、わくわくするような、不ふ安あんなような……とにかく心しん臓ぞうがドキドキしてくる。

　着きがえて、リビングに行いく。

「おはよー」

「おっ、アスカ起おきたか」

　エプロン姿すがたのお父とうさんの大おおきな背せ中なかは、朝あさからむきむきに元げん気きそうだ。

「ん～、いいにおい」

　テーブルの上うえに、ごはんとおみそしる、それに玉たま子ご焼やきに手て作づくりのポテトサラダとウインナーがならんでいた。

　さすがお父とうさん！

　いつもながら、おいしそう！

　ところでおじさんとケイは？

　と見みると、ゾンビみたいなボケーッとした顔かおの親おや子こが、ダイニングテーブルにならんでいた。

「おじさん、おはようっ」

「……………ん、ああ、アスカちゃんか……おはよう……」

　おじさんは、まだ半はん分ぶんくらい夢ゆめの世せ界かいにいるような顔かおをしていた。

　ケイも右みぎに同おなじ。

　ま、しばらく、ほうっておくしかないよね。

「いっただきます！　ねえ、お父とうさん。今日きょうはわたし、なにすればいい？」

　タイクツな春はる休やすみは、もう終おわりだよね！

　朝あさごはんにとりかかりながら、わたしはきいた。

　おじさんとケイは、のろのろと朝ちょう食しょくを食たべはじめ、もそもそと口くちを動うごかしてる。

　少すこしは目めが覚さめてきたのかも。

「なにって、とりあえず２人ふたりの引ひっこしの手て伝つだいだな」

「えっ、怪かい盗とうレッドの指し令れいは？」

「それは、引ひっこしのあとだ」

　当とう然ぜんのように言いわれて、わたしはがっくりと肩かたを落おとした。

　肩かたすかしもいいところだ。

　う～、せっかく今日きょうから怪かい盗とうレッドになるんだ、ってはりきったのに。

　緊きん張ちょうしたわたしが、バカみたいじゃん。







「ねえ、本ほん気きなの？」

　わたしは目めを細ほそめて、じっとお父とうさんをにらんだ。

　さっそく、おじさんたちの引ひっこし荷に物もつがやってきていた。

　とはいっても、２人ふたりの荷に物もつはおどろくほど少すくなかった。そのくせに、おじさんとケイは、それぞれの腕うでに、パソコンを大だい事じそうにかかえていた。

　……ヘンな親おや子こ。

　荷に物もつが少すくないのはよかったけれど、もう１つ大おおきな問もん題だいがあった。

「だってしょうがないだろ。部へ屋やがないんだから」

　お父とうさんが肩かたをすくめる。

「だからって、わたしの部へ屋やにケイが住すむなんて、いやだよ。もうわたし、12才さいなんだよ!!」

　そうなのだ。うちの部へ屋やは、お父とうさんの部へ屋やとわたしの部へ屋やとリビングの３部へ屋やしかない。昨日きのうは、リビングにおじさんたちは寝ねたけど、引ひっこしてくるとなればそうもいかなくなる。

　お父とうさんの提てい案あんで、お父とうさんの部へ屋やにおじさんが、わたしの部へ屋やにケイが住すむことになったのだ。

　だけど、わたしにはそんなの納なっ得とくがいかない。

「それじゃあ、お父とうさんがアスカの部へ屋やにいくか？」

「絶ぜっ対たいイヤ」

「…………」

　あっ、落おちこんでる。

　そくざに答こたえたのが、いけなかったかなぁ。

　でも、お父とうさんのことは好すきだけど、これとそれとはべつの話はなし。

「兄にいさん、アスカちゃんにきらわれたね」

　おじさんが笑わらっていた。

「……最さい近きん、冷つめたいんだよ。思し春しゅん期きかなぁ」

　お父とうさんは、がっくりと肩かたを落おとした。

　そんなに落おちこまなくても。

　そもそも、わたしの前まえでそういう話はなしをするのは、どうかと思おもう。

「もう！　お父とうさん。これ、さっさと運はこぼう」

　わたしは、リビングにおいてあったベッドをつかむ。

　わたしの部へ屋やに２つベッドをおくスペースはないから、このために２段だんベッドを商しょう店てん街がいのリサイクルショップから買かってきたのだ。

「……だいじょうぶかい？　それかなり重おもいよ。ぼくがやろうか」

　おじさんが心しん配ぱいそうな顔かおをする。

「だいじょうぶですよお、これぐらい」

「きたえかたがちがうからな、アスカは。ほらっ」

　お父とうさんが反はん対たい側がわを持もつと、ベッドはふわりと持もちあがった。

「30キロってところだよね」

「そんなもんだろ。おれは片かた手てでじゅうぶんだな」

　立たちなおったお父とうさんが、左ひだり手て１本ぽんでベッドをかるく上じょう下げさせる。

「ちょっとぉ。ゆらさないでよ」

「おっ、悪わるい悪わるい」

　お父とうさんは、ベッドを水すい平へいにもどす。
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「…………兄にいさん……娘むすめにいったい、どんな特とっ訓くんさせたんだよ」

　おじさんは、あきれ顔がおで、ひたいのあたりに手てを当あてている。

「ふつうのことだよ、ふつうのこと」

　お父とうさんは、首くびをぷるぷるとふって言いう。

　そのわりには、目めが泳およいでるんだけど。

　そのまま２人ふたりで、ベッドを慎しん重ちょうに部へ屋やに運はこびこむ。

　２段だんめも同おなじように持もってきて、１段だんめの上うえに乗のせる。

　かっちりと固こ定ていして、２段だんベッドが、無ぶ事じ完かん成せい。

「なかなかいいじゃないか。つくえも２つおいたし、２人ふたり部べ屋やらしくなったな」

「強きょう制せい的てきだけどね」

　しっかりと、クギを刺さしておく。

「そう言いうなって。今こん度ど、うちのレストランで好すきなだけ食くわせてやるから」

「えっ、ほんと!?」

　お父とうさんがつとめているイタリアンレストランは、リーズナブルな値ね段だんで、おいしいものが食たべられると、地じもとではけっこう有ゆう名めいなお店みせだ。

　お父とうさんが窯かまで焼やくピザは、雑ざっ誌しに紹しょう介かいされたこともある。

「それなら、いっか～。一いち度ど、ピザが何なん枚まい食たべられるかチャレンジしてみたかったんだよね」

「い、いや……ほどほどにな」

　お父とうさんは、引ひきつった笑えみをうかべてる。

　なによー。

　せいぜい食たべても、ラージサイズ10枚まいぐらいだからね。

「ところで、ベッドはどっちが上うえで寝ねるんだ？」

　お父とうさんが、２段だんベッドを見みながら、きいてくる。

　たしかに、ベッドの上じょう下げは重じゅう要ようだ。

「わたしは上うえがいいかなぁ。……ねえ、ケイはどっちがいい？」

　部へ屋やのすみに立たっていた、ケイにもきいてみる。

「どっちでもいいよ」

　やっぱり。そう答こたえる気きはしてたけどね。

「じゃあ、わたしが上うえね。ケイが下した」

「わかった……それと」

「なに？」

　わたしは、ふりかえった。

　ケイは目めにかかっている髪かみのすきまから、わたしを見みていた。

　いつものとおり、無ぶ愛あい想そうな顔かおだ。なにを言いうつもりだろう？

「……なるべく、部へ屋やにはいないようにするから。アスカに迷めい惑わくはかけないよ」

　ケイはそう言いうと、わたしとお父とうさんの横よこをすりぬけ、部へ屋やを出でていった。

　少すこし間まがあって、玄げん関かんの閉しまる音おとがする。

　げっ。

　なんか、これって、わたし悪わる者もの？

「あ～あ。これから２人ふたりでコンビ組くむのに、そんなことでだいじょうぶかぁ」

　お父とうさんが、ちゃかすように言いう。

「だ、だって……そんなつもりは」

　ケイって傷きずつきやすいタイプには、とても見みえなかったし。

「ま、そういうこともあるから、同おなじ部へ屋やで住すんでもらうんだけどな。怪かい盗とうにはパートナーとのコミュニケーションが重じゅう要ようだ。……うまくやれよ」

　と言いうと、お父とうさんはわたしの頭あたまをポンポンとたたいて、部へ屋やを出でていってしまった。

　そういう問もん題だい？

　でも、ほんとにケイと怪かい盗とうなんてやれるのかなぁ。

　って、もうわたし、怪かい盗とうレッドをやる気きまんまんになっちゃってる。

　お父とうさんたちに、まんまと乗のせられちゃったかもしれない。







　　　　２　こんな初はつ指し令れい、あり!?




「ヒマだ～～」

　わたしは、２段だんベッドの上うえの段だんに寝ねころがっていた。

　いままでよりずっと天てん井じょうが近ちかいけど、部へ屋やの全ぜん体たいが見みおろせる。

　高たかいところは好すきだから、けっこう悪わるくない。

　ケイは、運はこび入いれた自じ分ぶんのつくえの上うえで、ノートパソコンのキーボードを打うっている。

　カタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタ…………

　その速はやさといったら、指ゆびの動うごきを目めで追おうのがたいへんなぐらい。

　よく指ゆびがつらないなぁ。

　昨日きのう、プイッと部へ屋やを出でていってしまったときは、どうしようかと思おもったけれど、夕ゆう方がたには、なにごともなかったようにもどってきた。

　べつに怒おこっていたわけでもないのかな。

　よくわかんないやつだ。

「ねえ、ケイ。お父とうさんたちから、なんか聞きいてない？」

「……なにを？」

「もちろん、怪かい盗とうレッドのことに決きまってるじゃん。わたしたち、怪かい盗とうレッドになったんでしょ。なのに、盗ぬすんだりとか、計けい画かくたてたりとか、なんか訓くん練れんしたりとか、ぜんぜんやってないし」

「指し示じならそのうち、父とうさんたちからくるだろ」

　興きょう味みのなさそうな声こえだ。

　その間あいだもケイの指ゆびは、かろやかに動うごいている。ぜんぜんスピードが落おちていない。

　頭あたまの中なか、どうなってるんだろ？

「ねえ、パソコンっておもしろい？」

　ふと、興きょう味みを持もってきいてみる。

　昨日きのうも、夜よるおそくまでパソコンにむかっていたし、よっぽど楽たのしくて、はなれられないものなのかな。

「パソコンは、おもしろいとか、つまらないとかいうものじゃない。ただの道どう具ぐだよ。使つかいかたは人ひとによる」

　めずらしく長ちょう文ぶんの返へん事じがもどってきた。

　やっぱり、パソコンのことだと、少すこしは話はなしてくれるみたいだ。

「ゲームとかもできるんでしょ」

「ソフトがインストールされていればね」

「ふ～ん」

　一いち応おううなずいたけれど、さっぱり意い味みはわからない。

　インストール？　フランスのお菓か子しの名な前まえ？

　ま、いいや。必ひつ要ようになったら、そのときに覚おぼえればいいし。

「ああ～、やっぱヒマ！　よし。お父とうさんに直ちょく接せつ聞ききにいこうっと」

　天てん井じょうに頭あたまをぶつけないように起おきあがって、わたしはベッドから飛とびおりた。

　音おともたてずに、たたみの上うえに着ちゃく地ちする。

「……猫ねこか」

　手てを止とめたケイが、ぼそりと言いった。

「これぐらい、できてあたりまえ。それより、ケイも来きてよ」

「なんで？」

　顔かおには出でてないけど、イヤがっているのはわかる。

　う～ん。なんかそんなふうに言いわれると、わたしがむりやりに連つれていこうとしているみたいじゃない。……まあ、そうなんだけど。

「いいから、とりあえず立たって」

　ケイの両りょうわきをかかえて、強きょう制せい的てきにイスから立たたせる……って、かるっ！

　もしかして、わたしよりかるいんじゃない？

　背せはわたしのほうが10センチ以い上じょう高たかいけど、なんかショックだ……。

「いつまで持もちあげてるつもり？」

　ケイがわたしに両りょうわきをかかえられたまま、ジロッとにらんでくる。

「ごめん、ごめん」

　あわてて手てをはなす。

　ケイは自じ分ぶんの足あしで立たつと、その場ばで首くびをぐるりと回まわした。

「肩かたこり？　年とし寄よりくさいなぁ」

「年ねん齢れいと肩かたこりは、あまり関かん係けいないよ」

　あのねぇ……そういうことじゃなくってさぁ。

「ま、いいや。ほら、早はやく行いこう」

　お父とうさんは部へ屋やにいた。

　たたみの上うえでゴロゴロしながら、ぼーっと、天てん井じょうを見みあげていた。

　だらけきってる動どう物ぶつ園えんのライオンって感かんじ。

　今日きょうはレストランが定てい休きゅう日びだから、ほうっておいたら、一日にちこうしているつもりかも。

「ちょっとぉ、お父とうさん。もう少すこし、しゃきっとしてよ。恥はずかしいじゃん」

　さっきまで、わたしもベッドで寝ねころがっていたのはナイショだ。

「おおっ、アスカか。ケイくんも。どうした？」

　お父とうさんはあおむけに寝ねたまま、顔かおをさかさまにこちらにむける。

　お父とうさんからは、わたしたちが逆さか立だちして見みえていることだろう。

「『どうした？』じゃないよ。すっごくヒマなんだけど。なんか盗ぬすんでくるものとかないの？」

「おいおい。ぶっそうなこと言いうなよ。やみくもに盗ぬすんでたら、ただの泥どろ棒ぼうみたいだろうが」

「そうじゃなくても、泥どろ棒ぼうじゃない」

「い～や。怪かい盗とうレッドはただの泥どろ棒ぼうじゃないぞ。弱じゃく者しゃの味み方かた、悪わる者ものの敵てきだ。盗ぬすんだものも、ちゃんと本ほん当とうの持もちぬしに返かえすしな」

　かっこいいセリフのつもりかもしれないけど、だらーんとあおむけに寝ねころがって言いわれてもなぁ。

「おじさん。ちょっといいですか？」

　うしろにいたケイが、いつの間まにかわたしの横よこにいた。

「ん。なんだ？」

「少すこし、レッドのことを調しらべさせてもらいました」

　いつもとちがって、はっきりとした口く調ちょうだ。
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　へえー。ケイって、こんな話はなしかたもできるんだ。

　いつもそうすればいいのに。

「おおっ、そうか。それでなにかわかったか？」

　お父とうさんはゆかいそうな顔かおで、ケイを見みている。

「先せん月げつにあった詐さ欺ぎグループの突とつ然ぜんの壊かい滅めつ。３ヶ月げつ前まえの、外がい国こくに売うられそうになっていた人ひとたちが救きゅう出しゅつされ、船ふねからロープでしばられた犯はん人にんが見みつかった事じ件けん、ほかにも、全ぜん国こく……いや全ぜん世せ界かいで似にたような事じ件けんをいくつもおこしていますね」

「えっ、それがぜんぶ、怪かい盗とうレッドがやったことなの？」

　怪かい盗とうっていうより、正せい義ぎの味み方かたみたい！

「ああ。どの事じ件けんでも、怪かい盗とうレッドのカードがおかれていたらしい。それに、ちょうど父とうさんが家いえにいなかった時じ期きとも一いっ致ちするんだ」

　そっか。ケイはそれを確かく認にんするために、調しらべたんだ。

　やる気きなさそうだったわりには、疑うたぐりぶかいなぁ。

　でも、お父とうさんたちが怪かい盗とうレッドっていうのは、たしかに想そう像ぞうつかないけど。

「ま、それぐらいはニュースとして流ながれているからな。じゃあ、この事じ件けんは知しってるか？　おれたちは、フランスのルーヴル美び術じゅつ館かんに盗ぬすみに入はいった盗とう賊ぞく団だんから、美び術じゅつ品ひんを盗ぬすみ返かえしたことがあるんだぞ」

　ルーヴル美び術じゅつ館かんっていったら、あのダ・ヴィンチのモナリザが飾かざってあるところだ。

「えーっ、そんなの聞きいたことないよ。ケイ、知しってる？」

　ケイは、一いっ瞬しゅん考かんがえるような顔かおをしてから言いった。

「……たしか３年ねん前まえに、ルーヴル美び術じゅつ館かんに盗ぬすみに入はいったという、有ゆう名めいな盗とう賊ぞく団だんが捕つかまったはずだ。ただ不ふ思し議ぎなことに、ルーヴル美び術じゅつ館かんの絵かい画がは、１枚まいもなくなっていなかった」

「なにそれ？　まちがいだったってこと？」

「いや。防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうとか、盗ぬすまれた証しょう拠こはいくつもあったから、一いち度ど、盗ぬすみだされたのはまちがいないんだ」

「そりゃそうだろう。盗とう賊ぞく団だんが盗ぬすんだ数すう時じ間かん後ごには、おれたちがもとどおり美び術じゅつ館かんに返かえしたんだからな。ついでに、盗とう賊ぞく団だんのほうは、証しょう拠こもつけて警けい察さつに届とどけてやったんだよ」

　お父とうさんが、あたりまえのように言いった。

　そんなムチャな……。

「それならつじつまが合あう。盗とう賊ぞく団だんは警けい察さつにこう言いったらしい。『赤あかい悪あく魔まが来きた！』って。警けい察さつは真しん剣けんにとりあげなかったらしいけど。赤あかい悪あく魔ま……怪かい盗とうレッドのことだったのか」

　納なっ得とくしたのか、ケイはそれっきりだまってしまった。

　でも、赤あかい悪あく魔まって、お父とうさんたち、なにしたわけ？

「いやあ、かるく遊あそんでやっただけだよ。さすがにやりすぎた気きがして、カードをおいてこなかったからなぁ。いまでも、怪かい盗とうレッドがやったとは、ほとんどの人にん間げんが思おもっていないはずだぞ」

　そんな明あかるく、重じゅう大だい情じょう報ほうを言いわないでよ……。

「でも、おしいなぁ。その盗ぬすみ返かえした名めい画がの１枚まいでもあれば、こんなせまい団だん地ちじゃなくて、高こう級きゅうマンションとかで暮くらせるんじゃないの？」

　わたしが小こ声ごえで言いうと、

「金かね持もちになりたくて、やってるわけじゃないからな」

　と、ほこらしげに、お父とうさんが胸むねをはった。

　寝ねころんだままだから、いまいちよくわかんないけど。

「はいはい。それは八や百お屋やや魚さかな屋やのおっちゃん、おばちゃんから、値ね切ぎらなくてすむようになってから言いってね。それより、本ほん当とうになんにもないの？」

「う～ん……ああ、そうだ。これ、たのめるか」

　お父とうさんは、ポケットから２つに折おったメモ用よう紙しをとりだした。

　そのままわたされる。

「なにこれ？」

　わたしはメモを開ひらいて、書かいてあることを読よみあげる。

「ダイコン、こんにゃく、ちくわ……って、これ買かい物ものメモじゃん！」

「おお、そうだ。今日きょうはおでんだぞ」

「わ～い、……って喜よろこぶわけないでしょ！　それにもう３月がつも終おわりじゃん」

「うるさいやつだなぁ。おでんに季き節せつは関かん係けいないんだよ」

　いや、季き節せつは関かん係けいあるって。

「ケイくんに、このへんを案あん内ないする意い味みもあるんだよ。いっしょに行いってきてくれ。帰かえってきたら、ちゃんと指し令れいを出だしてやるから」

「ほんとぉ？」

「そんな、うたがいの目めで見みるんなら、指し令れいは出だしてやらないぞ」

　また、子こどもみたいなことを言いいだすし……。

「わかったよ。ケイも行いこ」

　うしろを見みると、ケイは小ちいさくため息いきをついていた。

　あいかわらず、文もん句くも言いわずに従したがうつもりみたい。

「お金かねはケイくんに、預あずけておこう」

　お父とうさんは、ケイにおつかい用ようのサイフをわたす。

「ちょっと待まってよ。なんで、わたしじゃないの」

「アスカは、お菓か子しとかよけいなものを買かってくるだろ」

　す、するどい……。

　たしかに、ついでにお菓か子しを買かってきちゃおうと思おもってた。

　図ず星ぼしだけど、それはそれで腹はらがたつなぁ。

　よ～し、それなら……。

「いいよ、いいよ。わたしのこと信しん用ようしてないんだね。お父とうさんなんて、知しらないっ。行いこう、ケイ」

　わたしは、お父とうさんに背せをむけて部へ屋やを出でた。

「え、ええっ!?　ちょ、ちょっと待まて、アスカ。べつに信しん用ようしてないわけじゃ……」

　お父とうさんのあたふたした声こえを背せ中なか越ごしに聞ききながら、わたしは笑わらいをこらえる。

　ちょっとかわいそうかとも思おもったけど、ここのところ、いろいろふりまわされてるもんね。

　ケイはだまってついてくる。

　意い外がいに素す直なおだ……いや、ただ抵てい抗こうするのをめんどくさがってるだけかも。

　ケイの顔かおにそう書かいてある。

「アスカぁ～～！」

　玄げん関かんから外そと廊ろう下かに出でても、まだお父とうさんの情なさけない声こえが聞きこえてくる。

「いいの？」

　ケイが立たちどまって、玄げん関かんのほうを見みていた。

「う～ん……」

　さすがに、ちょっとやりすぎたかな？

「あとで、フォローしとく」

「そうか」

　ケイはうなずくと、歩あるきだした。

　もしかして、心しん配ぱいしてくれたんだろうか？　まさかね。

　わたしとケイはエレベーターを使つかわず、階かい段だんを下おりる。

　わたしたちの部へ屋やはＢ棟とうの５０３号ごう室しつだから、５階かいにある。

　ケイは一いっ瞬しゅんしぶい顔かおをしたけど、これぐらいならエレベーターを使つかうほどじゃない。

「あっ！　あれって、わたしがつけた傷きずなんだよ」

　３階かいの踊おどり場ばの手てすりがついたかべが、２、３センチ欠かけていた。

　ケイが、怪け訝げんそうな顔かおをしている。

「トレーニングで、そこから地じ面めんに飛とびおりようとしたら、通とおりかかった郵ゆう便びん配はい達たつのおじさんに止とめられたの。でも、そのおじさんがバランスくずして転ころんじゃってさ。あの角かどにバイクのヘルメットをぶつけて、コンクリートのほうが欠かけたってわけ」

「…………」

　ケイは冷つめたい目めで、じーっとわたしを見みていた。

　そんな顔かおしないでよ。わたしのせいじゃないんだから。

「お、お父とうさんがやらせたんだからね！　幼よう稚ち園えんのときだったし。いまなら、ほらっ！」

　わたしはかべの上うえに片かた手てをおいて、さっと飛とびこえる。

　体からだが宙ちゅうに浮うく感かんじ。

　髪かみの毛けがふわりと風かぜに舞まう。

「よっ、と」

　くるっくる回かい転てんして、無ぶ事じ着ちゃく地ち。

　高たかさは10メートルぐらいだし、楽らくちんだ。

「ねっ、かんたんでしょ？」
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　見みあげると、ケイは目めを細ほそめて、ため息いきをついていた。

「アスカをふつうの人にん間げんとして見みないほうが、よさそうだな」

「なによ、それぇ」

　人ひとを珍ちん獣じゅうみたいに言いって。

　でも、たしかにちょっとヘンなのかも。いままで考かんがえたこともなかったからなぁ。

　これも、ぜんぶお父とうさんのせいなんだよね。まったく！







　　　　３　ケイってほんとはスゴイの？




　うちのある団だん地ちを出でて、駐ちゅう車しゃ場じょうと団だん地ち内ないにある、小ちいさな芝しば生ふの公こう園えんをぬけると、道どう路ろに出でた。

　そこから50メートルぐらいは住じゅう宅たく街がいで、その先さきは商しょう店てん街がいになっている。

　八や百お屋や、魚さかな屋や、洋よう服ふく屋や、花はな屋や、中ちゅう華か料りょう理り屋やなど、いろんなお店みせがならんでいた。

「ここが○×町まち商しょう店てん街がい。たいていのものは、ここでそろうよ」

　ケイにむけて説せつ明めいする。

　めずらしいのか、ケイはキョロキョロとあたりを見みまわしていた。

　こういうところに、あまり来きたことがないのかも。

「おっ、アスカちゃん。おつかいかい？」

　魚さかな屋やさんのおっちゃんが、声こえをかけてきた。

　青あおいゴム製せいのエプロンをつけて、生なま臭ぐさいにおいをぷんぷんさせている。

「うん。だけどざんねん。今日きょうはおでんだから」

「そりゃないよぉ。……あれ。うしろにいるのはアスカちゃんの連つれかい？」

「そうだよ。いとこのケイ。今こん度ど、うちに引ひっこしてきたから、よろしくね」

　ケイが無む言ごんで、小ちいさく頭あたまを下さげる。

　もう少すこし、愛あい想そをよくすればいいのに。

　まあ、ケイが明あかるく「こんにちは」なんて言いったら、おどろくけどさ。

　魚さかな屋やさんのおっちゃんと別わかれて、先さきに進すすむ。

「なあ、さっき途と中ちゅうに八や百お屋やがあったけど、買かわないの？」

「うん。今日きょうは買かうものが多おおいから、スーパーでまとめて買かうの。そのほうが、楽らくでしょ」

「そういうものなんだ……？」

　どうやら、本ほん当とうに買かい物ものとかに来きたことがなさそうだ。

　ますます、ヘンなやつ。

「で、ここが、そのスーパーよ」

　スーパーマーケットは、商しょう店てん街がいをぬけた駅えきの近ちかくにあった。

　トレードマークの緑みどり色いろの葉はっぱが、看かん板ばんに描えがかれている。

　ケイを連つれて、中なかに入はいると、お昼ひるすぎということもあって、お店みせの中なかは少すこし混こんでいた。

「じゃ、ケイがカゴ持もってね」

「カゴ？」

　ケイは首くびをかしげてる。

「……もしかして、本ほん当とうにスーパーに来きたことないの？」

「ここ数すう年ねんはない」

「ふだんの食しょく事じはどうしてたわけ？」

「コンビニの弁べん当とうか、弁べん当とう屋やの総そう菜ざいですませてる。父とうさんも料りょう理りできないから……」

　たしかに、おじさんが料りょう理りしてる姿すがたは、思おもいうかばない。

「そんなんだから、ケイっていつも元げん気きないんだよ。朝あさごはんは食たべないと！」

「ちゃんと、サプリメントで栄えい養ようはとってるよ」

　そういう問もん題だいじゃないって！

　おいしいごはんを、食たべることが大だい事じなんだから。

　うちはお父とうさんが料りょう理り万ばん能のうだから、そういう心しん配ぱいはいらなかったからなぁ。

　ちなみに、ケイの家いえもお母かあさんがいない。

　わたしとケイのお母かあさんは、わたしたちが小ちいさいころに、いっしょに出でかけた旅りょ行こう先さきの海かい外がいで、交こう通つう事じ故こで亡なくなった。

　そういえば、それからだったかな。ケイとあんまり話はなしとかしなくなったの。

　もしかしたら、お母かあさんのこと思おもいだして、いやだったのかも。

　いまじゃ、そんなことはぜんぜんないけど。逆ぎゃくに思おもいだしたいぐらい。

「なに、ぼーっとしてるんだ？」

　ケイが、わたしのことを不ふ思し議ぎそうに見みていた。

「ううん。なんでもない。じゃ、さっさと買かっちゃおう。まずはダイコンが98円えんと」

　メモを見みながら、ダイコンまるまる１本ぽんを、カゴの中なかに入いれる。

「次つぎは、こんにゃくが２つで２０５円えん、ちくわが２１０円えんの２割わり引びきで、がんもどきが１４８円えんの１割わり引びき、そうそうはんぺんははずせないよね。２つで２１８円えんと。あっ、油あぶら揚あげが特とっ価かで88円えんになってる。ラッキー、２つ買かおうっと。しらたきが98円えんで、卵たまごが１８８円えんで、こんぶが２９８円えん……って高たかいなぁ」

　ポンポンと、カゴの中なかにほうりこんでいった。

　すぐにカゴの中なかが、品しな物もので埋うまっていく。

　重おもくなったのか、ケイはカゴを片かた手てから両りょう手てに持もちかえた。
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　そのぐらいで重おもいなんて、たよりないなぁ。

「だいじょうぶ？」

「だ、だいじょうぶだ」

　あんまり、そうは見みえないんだけど。

　ま、本ほん人にんがそう言いうなら、もうちょっとがんばってもらおう。

「え～と、アルミホイルが２つで５９８円えん、詰つめ替かえ用ようの洗せん剤ざいが２８８円えん、ゴミ袋ぶくろが４９８円えん、たくあんが１２８円えん、ケチャップが１７８円えん、シーチキンの缶かん詰づめが４１２円えん。あっ、いちごが３９８円えんの４割わり引びきになってる、２つ買かおうっと。本ほんつゆが１９９円えん、みそが２４８円えんの１割わり引びき、チョコクッキーが２１１円えん、カレーのルーが２つで３３８円えんっと」

「ちょっと待まて。いま、リストにないもの入いれただろ」

　あっ。ばれたか。

「いいじゃん、お菓か子しぐらい。おつかいに来きてるんだし」

「おじさんの許きょ可かが出でてない」

　あ～、もう。真面目まじめすぎだよ、ケイは。

　しぶしぶチョコクッキーの箱はこを、たなにもどす。

「これでぜんぶかな？」

「ああ。ぜんぶだ」

　ケイは、はっきりとうなずく。

　あれ？

　そういえば、ケイに買かい物もののメモって、ちゃんと見みせたっけ？

「なんで、わかるの。メモ見みてないよね？」

「部へ屋やでサイフを受うけとるとき、見みた」

「もしかして、それだけで暗あん記きしちゃったわけ！」

　そんなの、数すう秒びょうもなかったはずだ。

「あれぐらいなら、一いっ瞬しゅん見みれば覚おぼえられる」

　当とう然ぜんのように言いわないでよ。

　わたしのことを珍ちん獣じゅうあつかいするけど、ケイだってりっぱに珍ちん獣じゅうだ。

「ぜんぶそろったし、レジに行いこう」

　ケイがカゴを持もって、レジにむかう。

「あっ、待まってよ」

　わたしも、あとをついていく。

　どのレジも、数すう人にんがならんでいた。その中なかで、いちばん人ひとの少すくない列れつのうしろにならぶ。

「カゴ、ちょっと持もってて」

「いいけど。なに？　重おもくなった？」

「ちがう」

　ケイは答こたえて、サイフをポケットから出だした。

　まったくためらわずに、サイフから５０００円えん札さつ１枚まいと小こ銭ぜにを８枚まいとりだす。

「ちょっと。まだ金きん額がくわからないでしょ」

「そんなのは、とっくに計けい算さんしたよ」

　計けい算さんしたって、割わり引びき品ひんとかあったし、途と中ちゅうで話はなしとかもしてたんだけど。

「ちなみに、いくらなの？」

「４９２１円えん」

　自じ信しんがあるというより、あたりまえのことって感かんじだ。

　前まえの人ひとのレジが終おわって、わたしたちの番ばんになる。

　わたしはカゴを、レジの台だいの上うえにおいた。

「いらっしゃいませ」

　レジのお姉ねえさんが言いいおわる前まえに、ケイは手てに持もっていたお金かねを受うけ皿ざらにおいた。

　お姉ねえさんが一いっ瞬しゅん、怪け訝げんな顔かおをする。

　だけど、すぐに商しょう品ひんのバーコードの読よみとりをはじめた。

　ピッピッ、という音おととともに品しな物ものの金きん額がくが足たされていく。

「……４９２１円えんになります」

　ぴったりだ！

　ほんとに計けい算さんしちゃったの？

　お姉ねえさんは受うけ皿ざらのお金かねを確かく認にんして、ちらりとケイのことを見みた。

　びっくりしたような顔かおだ。

　その気き持もちはよくわかる。割わり引びきもあって、暗あん算ざんするには複ふく雑ざつだ。

　わたしだったら、３つめぐらいでギブアップしてただろうし。

　ケイは平へい然ぜんとした顔かおで、レシートを受うけとっている。

　もしかして、ケイってものすごく頭あたまがいいのかな？

　少すくなくとも、ただの無ぶ愛あい想そうなやつじゃないみたい。




　買かい物ものを終おえて家いえに帰かえると、お父とうさんがリビングを行いったり来きたりしていた。

　ストレスのたまった動どう物ぶつ園えんのクマが、あんな動うごきをしてたっけ？

「なにしてるの？」

「おおっ、アスカ！　帰かえってきたか」

「帰かえってくるに決きまってるでしょ。おつかいに行いってきただけなんだから」

「でも、怒おこって出でていっただろ。だから、しばらく帰かえって来こないんじゃないかと思おもって……」

　ああ、そうだった。ケイにおどろかされて、すっかりわすれてた。

「ごめん。べつに怒おこってたわけじゃないから」

「そうか？　なら、いいんだが……」

　お父とうさんって、トレーニングになるとめちゃくちゃきびしいのに、ふだんはすっごい甘あまいんだよね。

　この落らく差さは、娘むすめのわたしでも、ときどきあつかいにこまる。

「それより、ちゃんと買かい物ものしてきたんだから、指し令れいちょうだいよ」

　わたしはお父とうさんにむけて、手てを差さしだす。

「おおっ、いいぞ。これだ」

　お父とうさんが、さっきの買かい物ものメモより大おおきな２つ折おりの紙かみを、わたしの手ての上うえにおいた。

「ここに書かいてあるの？」

　今こん度どこそ、と思おもいながら紙かみを開ひらく。

「この猫ねこを見みかけたら、ご連れん絡らく下ください。名な前まえはみー太た。電でん話わ番ばん号ごうは○○─××××─○○○○……………」

　紙かみの上うえ半はん分ぶんは、茶ちゃ色いろい毛けの猫ねこの写しゃ真しんが載のっていた。

　だれか知しらないけど、すまし顔がおした高こう級きゅうそうな猫ねこに、みー太たって名な前まえはふつうつけないよ……って、そんなことより！

「ど、どうしたアスカ。顔かおが赤あかいぞ。熱ねつでもあるんじゃないか」

「怒おこって、赤あかくなってるの！　なによ、これ。ただの迷まよい猫ねこのチラシじゃない!!」

「だから、その猫ねこをさがしてきてほしい」

「それのどこが指し令れいなのよ！」

　キッと、わたしはお父とうさんをにらむ。

　バカにしてるとしか思おもえない。

「い、いや、かんちがいするなよ。ほ、ほら、猫ねこの１匹ぴきもさがせないで、レッドの仕し事ごとがつとまるわけがないだろう。いわば、肩かたならしみたいなもんだ」

　肩かたならしねぇ……。

　う～ん、なんかだまされてるような気きがする。

「これが終おわったら、正しょう真しん正しょう銘めい、盗ぬすみの仕し事ごとを指し示じするから」

「絶ぜっ対たいほんと？」

「ほんとだって。おれがアスカに、ウソをついたことはないだろう？」

「レッドだってこと、だまってたくせに」

「うっ。ま、まあ、そういうこともあるが……」

　お父とうさんは視し線せんをそらして、ぼそぼそと答こたえる。

「わかった。さがしてくる。でも、次つぎはないからね」

　ケイにふりかえると、ほとんど変かわらない表ひょう情じょうの中なかに、「ついていけばいいんだろ」という、あきらめが見みえた。

　ちょっと、ケイの表ひょう情じょうの読よみかたがわかってきたかも。

　もしかして、レッドとしての、コンビの力ちからがついてきたのかな？







　　　　４　アスカ、猫ねことたたかう！




　まずは公こう園えんにむかった。

　商しょう店てん街がいとは反はん対たい方ほう向こうにあって、小しょう学がっ校こうの低てい学がく年ねんぐらいの子こが走はしりまわっていた。

「いなさそうだなぁ」

　公こう園えんの中なかを歩あるきながら見みまわしたけれど、猫ねこの影かげもない。

「……写しゃ真しんを見みるかぎり、あの猫ねこは、スコティッシュフォールドだと思おもう」

　ケイがとなりを歩あるきながら言いった。

「スコッティ？」

　あいにく、ティッシュは持もってないよ。

「スコティッシュフォールド。１９６１年ねんにスコットランドで発はっ見けんされた、突とつ然ぜん変へん異い種しゅの猫ねこで、小ちいさく折おれた耳みみと毛けの短みじかさが特とく徴ちょうだ」

　ケイに言いわれて、チラシを確かく認にんしてみる。

「あっ、ほんとだ！　耳みみが折おれてる。でも、そんなのよく知しってるね。猫ねこ好すきなの？」

「動どう物ぶつはきらいだよ」

　めずらしく、にがにがしい顔かおをしてる。

　よっぽどきらいみたい。

　なのに、そんなによく知しってるなんて、やっぱりケイってヘンなやつ。

「じゃあ、なんかさがしだす手てがかりみたいの知しらないの？」

「猫ねこは夜や行こう性せいだから、夕ゆう方がたまでは高たかい場ば所しょ、それも暖あたたかなところで寝ねてるはずなんだ」

「暖あたたかい場ば所しょが好すきっていうのは聞きいたことあるけど、高たかいところっていうのは？」

「おそわれにくいから。猫ねこはもともとは森もりの中なかで暮くらしていた動どう物ぶつだし、木きの上うえとか高たかいところは安あん全ぜんだと考かんがえてる。とくに屋や根ねの上うえなんて最さい適てきだ。日ひ差ざしがあたって暖あたたかいし、高たかい場ば所しょならおそわれる心しん配ぱいがない」

「なるほどね～」

　きらいっていうわりに、くわしすぎ。

　計けい算さんがやたらと速はやいだけじゃなくて、知ち識しきもそうとう、ありそうだ。

　今こん度どから、人にん間げん百ひゃっ科か事じ典てんと呼よぼうかな。

「それじゃあ」

　ケイは背せ中なかをむけて、公こう園えんの出で口ぐちにむかって歩あるきだそうとする。

「ちょ、ちょっと待まってよ。なにいきなり帰かえろうとしてるの！」

「これはレッドの仕し事ごとだろ。なら、ぼくは計けい画かく・ナビゲーション担たん当とう、アスカは肉にく体たい労ろう働どう担たん当とうだ。ぼくの役やく目めは、いまの説せつ明めいで果はたしてるよ。もういいだろ」

　そう言いわれると、そんな気きもする。

　……い、いや！　ケイの口くち車ぐるまに乗のっちゃダメだ。

　猫ねこさがしぐらい、手て伝つだってくれたって、べつにいいじゃん。

「ケイ！　逃にげようったって……あれ？」

　いつの間まにか、ケイの姿すがたが消きえていた。

　逃にげ足あし、はやっ！

　しかも、人ひとをおきざりにして、本ほん気きで帰かえるかな、ふつう。

「もう！　絶ぜっ対たい１人ひとりで見みつけてやるんだから」

「なにを？」

　不ふ意いにうしろから声こえがした。







　わたしは、びっくりしてふりかえった。

「あっ、実み咲さきじゃん。どうしたの、こんなところで」

　立たっていたのは、友ともだちの実み咲さきだった。

　真面目まじめそうなメガネの奥おくに、茶ちゃ色いろがかったぱっちりとした瞳ひとみが力ちから強づよく光ひかっている。

「それはこっちのセリフ。いま、１人ひとりでぶつぶつ言いってなかった？」

「ちょっとね、さがしものがあるの」

「さがしもの？　手て伝つだおうか。なにさがしてるの？」

「スコッティなんとか、っていう迷まよい猫ねこ」

　チラシを実み咲さきに見みせる。

「あっ、この猫ねこなら見みかけたことある。スコティッシュフォールドでしょ」

　実み咲さきも知しってるの。このスコッティって、そんなに人にん気き者ものなの？

「わたし、猫ねこってけっこう好すきだから。でも、なんでアスカがさがしてるわけ？　飼かいぬしの人ひとと知しり合あいなの？」

「いろいろと事じ情じょうがあるの。実み咲さきこそ、どこか行いくんじゃないの？」

　実み咲さきは淡あわいブルーのスカートに、清せい潔けつ感かんのあるフリルのかざりがついた白しろいシャツを着きていた。

　だれが見みたって、よそ行ゆきだってわかる。

「出でかけてきた帰かえりだよ。おばあちゃんが入にゅう院いんしちゃってさ」

「えっ、ウソ！　百ゆ合り江えおばあちゃんが!?」

　百ゆ合り江えおばあちゃんなら、わたしも知しっている。

　近きん所じょで１人ひとり暮ぐらしをしていて、何なん度どか実み咲さきといっしょに遊あそびに行いったことがあった。

　やさしくて、気きさくなおばあちゃんだ。お菓か子しもくれるし。

「病びょう気きなの？」

「ある意い味みじゃそうかも」

「なにそれ？」

　ある意い味みって、どういう意い味み？

「１ヶ月げつ前まえね、おばあちゃんの家いえに泥どろ棒ぼうが入はいったの」

「ええぇっ！」

　一いっ瞬しゅん、怪かい盗とうレッドの名な前まえが思おもいうかんだけど、そんなことやるわけがないと、頭あたまの中なかで首くびをふる。

「宝ほう石せきを入いれてた箱はこごと、持もっていかれちゃったんだって。それで落おちこんじゃって、とうとう昨日きのう入にゅう院いんしちゃったの」

「高こう価かなものがあったの？」

「うん、けっこう高たかいものもあったみたい。でも、おばあちゃんはそれよりも、大たい切せつにしていた指ゆび輪わを盗ぬすまれたのがショックだったらしくて……」

　実み咲さきの目めに、じわりと涙なみだがたまる。

　ショックで入にゅう院いんしちゃうなんて、どれだけ大だい事じにしてたんだろう。

「おばあちゃん、その指ゆび輪わにいっぱい思おもい出でがあったみたいなんだよ。それを盗ぬすむなんてひどすぎるでしょ！　ねえ、アスカもそう思おもうよね？」

「もちろん！」

　わたしは大おおきくうなずく。

　百ゆ合り江えおばあちゃんを、そんなふうに傷きずつけた相あい手てを、ゆるせるわけがない！

「泥どろ棒ぼうなんて、いなくなっちゃえばいいのに」

　実み咲さきがくやしそうに、くちびるをかんでいた。

「うん、そうだよ！　泥どろ棒ぼうなんていな……」

　わたしは言いいかけて、口くちをつぐむ。

　お父とうさんたちの姿すがたが、頭あたまにちらついた。

　……レッドだって、お父とうさんたちだって、泥どろ棒ぼうなんだよね。

　もしかしたら、だれかの大たい切せつなものを盗ぬすんだことだって、あるかもしれない。

　しかも、わたしも泥どろ棒ぼうになろうとしてる。

　それって、ほんとに正ただしいのかな？

　ううん！

　お父とうさんは言いってた。

　レッドは弱じゃく者しゃの味み方かた、悪わる者ものの敵てきだって。

　お父とうさんは、ファッションセンスは最さい悪あくだし、トレーニングはめちゃくちゃきびしいけど、わたしを裏うら切ぎったりはしない。絶ぜっ対たいに。

「アスカ、どうかしたの？」

　気きづいたら、実み咲さきの顔かおが目めの前まえにあった。

「な、なに？」

「めずらしく難むずかしい顔かおしてたから。なんかあった？」

「なんにもないよ！」

　怪かい盗とうレッドのことは、実み咲さきにだって話はなすわけにはいかない。とくにいまは。

「ところでさ、あそこにいる猫ねこ。チラシのと似にてるけど……」

「えっ……あああっ！」

　耳みみがぺたんとした毛けの短みじかい猫ねこが、公こう園えんのど真まん中なかを、のんびりと歩あるいていた。

　チラシとそっくり。

　まちがいない。この猫ねこだ。

「スコッティ、見みつけたぁ！」
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　わたしは猫ねこにむかってダッシュする。

「アスカ、そんな追おいかけかたしたら……」

　うしろから実み咲さきの声こえが聞きこえたけど、話はなしをしている場ば合あいじゃない。

　わたしが猛もうスピードで走はしってくるのに気きづいたのか、スコッティはあわてた様よう子すで、逃にげていく。

　さすが猫ねこ。

　速はやい！

　一いっ瞬しゅんにして、引ひきはなされる。

　スコッティは、公こう園えんのまわりに植うわっている、木きのほうにむかっていた。

　水みずがきらいらしく、噴ふん水すいをよけている。

「そのロスが命いのちとりよっ、とうっ！」

　噴ふん水すいのふちに足あしをかけて、ジャンプ！

　反はん対たい側がわに着ちゃく地ちする。

　足あしもとにスコッティの姿すがた。

　手てをのばす。

「ああっ、おしい！」

　スコッティの体からだが、わたしの手てより一いっ瞬しゅん早はやく、動うごいていた。

　あっという間まに、先さきに行いってしまう。

「アスカ、落おちつきなってば」

　実み咲さきが、うしろから追おいかけてきた。息いきを切きらしてる。

「だいじょうぶ！　まだ勝しょう負ぶはこれからよっ！」

「いつから、勝しょう負ぶになったのよ」

「いまから！」

　わたしは、スコッティのあとを追おいかける。

「待まてええぇぇぇぇぇ!!」

　体からだが温あたたまってきて、わたしの足あしも、よく動うごくようになった。

　スコッティとの距きょ離りが、ちぢまってくる。

「もうちょいなのに……」

　わたしが追おいつく直ちょく前ぜんに、スコッティは木きのところまでくると、爪つめを引ひっかけてあっという間まに登のぼっていった。

　すまし顔がおで、枝えだの上うえからわたしを見みおろしている。

「ふふん、それでわたしから逃にげたつもり？」

　木きを見みあげる。

　かなり、りっぱな木きで、これに登のぼれる子こどもは、ほとんどいないだろうなぁ。

　でもね。

　枝えだの配はい置ち、木きにできたへこみ。

　どこをつかんで、足あしをおくか。頭あたまの中なかで、自し然ぜんとルートが組くみあがっていく。

「ちょっと、アスカ。どうするつもり？」

　実み咲さきがあわてたように、きいてくる。

「もちろん、スコッティを捕つかまえるに決きまってるじゃん。行いっくよぉ！」

　低ひくい位い置ちにある枝えだをつかんで、ひょいっと体からだを一いっ気きに持もちあげる。

　へこみに足あしをかけ、さらに次つぎの枝えだをつかむ。

「……あいかわらず、アスカの動うごきって重じゅう力りょくを無む視ししてるよね」

　あきれたような実み咲さきの声こえ。

　まあまあ。細こまかいことは、気きにしちゃダメだって。

　わたしは10秒びょうかからず、スコッティのいる枝えだまで登のぼり切きった。

「もう逃にがさないからね。おとなしくしな……わっ！」

　スコッティは、枝えだからひらりと地じ面めんに着ちゃく地ちする。

　あわてて追おいかけようとすると、下したから実み咲さきの声こえがした。

「もうアスカ、いいかげんにしなよ。そんなに追おいかけまわしたら、かわいそうじゃない」

　実み咲さきが木きの下したで、怒おこった顔かおをしていた。

　スコッティは毛けをふくらませて、うなっている。

「ごめんね。こわかったでしょ」

　実み咲さきがスコッティにやさしく声こえをかけた。

「あぶないよ、実み咲さき」

「だいじょうぶだって。ちょっとこわがってるだけだから。ねっ？」

　実み咲さきが笑わらいかけると、スコッティがゆっくりと実み咲さきに近ちかづいていく。

　足あしもとまで来くると、スコッティが、頭あたまを実み咲さきの足あしにこすりつけはじめた。

　実み咲さきはそんなスコッティを、しばらくなでてから、ひょい、とだっこした。

「ええっ！　なんでそんなかんたんに……」

「あのねえ、アスカ。そんな肉にく食しょく獣じゅうが獲え物ものを追おいかけまわすみたいなことしたって、おびえて逃にげちゃうに決きまってるでしょ」

　肉にく食しょく獣じゅうって。

　最さい近きんのわたしって、ひどい言いわれようじゃない？

「とにかく、そこから下おりてきなよ」

　実み咲さきに言いわれ、枝えだから地じ面めんに飛とびおりる。

　ついでに空くう中ちゅうでくるっと１回かい転てん半はん。

　ひやりとしたけど、もちろん、着ちゃく地ちもきれいに決きまった。

　スコッティに負まけるわけにいかないしね。

「こらっ。猫ねこに対たい抗こう意い識しきを燃もやさない」

　うっ。心こころを読よまないでよぉ。

　実み咲さきは、ぜんぜんわたしの動うごきにおどろいている様よう子すがない。

　小ちいさいころから見みなれてるんだろうけど、いままではこの反はん応のうがふつうだったから、自じ分ぶんがヘンかもって、気きづかなかったんだよね。

「さ、スコッティ捕つかまえたことだし、さっそく飼かいぬしに返かえさないと」

　実み咲さきからスコッティを受うけとろうと手てをのばすと、フウーと歯はをむき出だして、低ひくくうなった。

「完かん全ぜんにきらわれたね。いーよ。ヒマだし、飼かいぬしのところまでつき合あってあげる」

「ほんと？　助たすかる。やっぱ、実み咲さきはたよりになるよぉ」







　スコッティを飼かいぬしに届とどけたあと、実み咲さきと別わかれて、わたしは家いえに帰かえった。

　ケイの姿すがたはない。

　また、どこかに行いっちゃったらしい。

　お父とうさんをさがすと、台だい所どころで夕ゆう食しょくの準じゅん備びをしていた。

　手てぎわよく、買かってきたおでんの材ざい料りょうの下したごしらえをしている。

「お父とうさん。スコ……じゃなくて迷まよい猫ねこ、ちゃんと見みつけて、飼かいぬしに届とどけてきたよ」

　わたしの声こえに、お父とうさんが首くびだけでこちらをむいた。

「おっ、そうか。思おもったより早はやかったな。……ん？　ケイくんは？」

「猫ねこがいそうな場ば所しょの説せつ明めいだけして、さっさとどっか行いっちゃったよ。まったく、どういう性せい格かくしてるんだか」

「彼かれは計けい画かく・ナビ担たん当とうだからな。そういうのも、アリだろう」

「ナシよ！　ぜんぜん、協きょう力りょく的てきじゃないんだもん。信しんじられない」

　腕うでをくんで、ほおをふくらます。

「それより、今こん度どこそ、指し令れいくれるんでしょ」

　ギロッと、わたしはお父とうさんを見みる。

「あ、ああ。圭けい一いち郎ろうに、いま、下した調しらべをしてもらってる。明日あしたには用よう意いしておくよ」

「やった！」

　いよいよ、怪かい盗とうレッドの初はつ仕し事ごとだ。

　考かんがえただけで、ドキドキしてくる。

　どんな相あい手てから、どんなものを盗ぬすむんだろうか。

　そう考かんがえたとき、ふと、実み咲さきから聞きいた、百ゆ合り江えおばあちゃんのことが頭あたまをよぎった。

　チクリと、胸むねがうずく。

「……ねえ、お父とうさん」

「なんだ？」

　お父とうさんは手てを動うごかしたまま、答こたえる。

「お父とうさんは、どうしてレッドをやってたの？　家か業ぎょうだから？」

「急きゅうにどうした？」

　お父とうさんが手てを止とめた。

「ちょっときいただけ」

　わたしは動うごきを止とめたままのお父とうさんの手てもとを、じっと見みつめる。

「……ゆるせなかったからかな」

　お父とうさんが、ぽつりと答こたえた。

　お父とうさんの背せ中なかが、いつもよりずっと大おおきく見みえた。

「なにが、ゆるせなかったの？」

「……いろいろだよ」

　めずらしく、お父とうさんの声こえは真面目まじめだった。

　ちょっとびっくりしたけど、考かんがえてみれば当とう然ぜんかも。

　怪かい盗とうレッドって、正せい義ぎの味み方かただもんね。

　ゆるせない悪わるいやつから、盗ぬすむんだし。

　ちょっと考かんがえすぎだったかな。

　とにかくいまは、明日あしたの指し令れいを楽たのしみに待まつことにしようっと。







　　　　５　怪かい盗とうワールドにようこそ!?




「さて。集あつまったな」

　お父とうさんが、わたしとケイを見みて言いった。

　翌よく日じつ。リビングには、わたしとケイ、お父とうさんとおじさんの４人にんがそろっていた。

「いよいよ、２代だい目め怪かい盗とうレッド、第だい１回かいミーティングね!!」

　緊きん張ちょうしてきたぁ！

「……そんなこと、みんなわかってるよ」

　ぐうぅ。ケイのやつ、すました顔かおで憎にくたらしいことを。

「じゃあ、始はじめるか。圭けい一いち郎ろうたのむ」

　お父とうさんが、おじさんを見みてうなずく。

　おじさんの前まえには、ノートパソコンがおいてあった。

　いっしょに暮くらしはじめてからも、ほとんど口くちを開ひらくのを聞きいたことがないのに。

　パソコンにすごいスピードで指ゆびを走はしらせていたのをパタッとやめると、ギラッとした目めを上あげた。

　いつも半はん眼がんっぽい目めが、メガネの奥おくでパチッとしている。

　な、なに？

「ウェルカムトゥマイマーベラス怪かい盗とうワールド!!」

　なんだ、なんだぁ!?
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　ケイもびっくりしたように、目めを見み開ひらいている。

「まずは言いっておきたいことがある。いいか、怪かい盗とうとはうつくしくなくちゃならない。いかにスマートに、いかにマジカルに仕し事ごとをこなすか。それはケイ、おまえのナビゲートとアスカちゃんの身しん体たい能のう力りょくと野や性せいのカン、これにかかっている。レッドを継つぐということは、私わたしの芸げい術じゅつ的てき怪かい盗とう学がくを継つぐということ。しっかり覚おぼえてほしい」

　……は、はあ………。

「さあ～て。それじゃあ、アスカちゃん、ケイ。心こころして私わたしの話はなしを聞きけよ」

　おじさんが見みたことのないような、にや────っとしたあやしい笑え顔がおになっていた。

　げげっ！

　わたしは目めをこすってから、もう一いち度ど目めの前まえのおじさんを見みる。

　やっぱり、まちがいなく本ほん物もの……。

　あのものしずかなおじさんが、どうしちゃったわけ？

　でも、お父とうさんはあきれたように肩かたをすくめて、目めくばせした。

　とりあえず聞きいておけってこと？

　わたしがおどろいている間あいだに、おじさんが一いっ気きにまくし立たてはじめる。

「さて。今こん回かい２人ふたりに盗ぬすんでもらうものだが、緑のグリーン海・シーというダイヤモンドだ。ちなみに、ダイヤモンドというのは、天てん然ねんではもっとも硬かたい物ぶっ質しつだ。名な前まえの由ゆ来らいはギリシャ語ごのadamasからきてる。征せい服ふくできない、懐なつかないなんて意い味みがある言こと葉ばだ。４月がつの誕たん生じょう石せきで、石いし言こと葉ばは永えい遠えんの絆きずな・純じゅん潔けつだ。ダイヤモンドが産さん出しゅつされる国くには限かぎられていて、ロシアやアフリカ大たい陸りくの一いち部ぶでよくとれる。ダイヤモンドというと無む色しょく透とう明めいをイメージするかもしれないが、ブルーやピンク、グリーンなども存そん在ざいし、とても希き少しょうで……」

「け、圭けい一いち郎ろう。宝ほう石せきのうんちくはいいから、話はなしを先さきに進すすめてくれ」

　お父とうさんがあわてて、口くちをはさむ。

「ターゲットを十じゅう全ぜんに理り解かいすることが、芸げい術じゅつ的てき怪かい盗とう学がくの基き礎そなんだが……まあいいか。２人ふたりとも、ここまでで質しつ問もんは？」

　おじさんが、わたしとケイを見みて、きいてくる。

　質しつ問もんって言いわれても、あんなに一いっ気きにしゃべられたんじゃ、半はん分ぶんも意い味みが理り解かいできなかったよ！

　あっ、でも１つだけわかったことがあった。

「ダイヤって、すっごい高こう価かな宝ほう石せきだよね」

　それぐらいは、わたしでも知しってる。

「ケイはなにか気きづいたか？」

　おじさんは、ためすような顔かおをしてケイを見みた。

「……緑のグリーン海・シーといえば、先せん月げつ、ロシアから盗ぬすみだされた、時じ価か30億おく円えんとも言いわれている宝ほう石せきが、そういう名な前まえだったはずだよね」

　ケイはおじさんの挑ちょう発はつに乗のる様よう子すもなく、静しずかな口く調ちょうで言いった。

「さ、さんじゅうおくぅ！　ちょっと、ケイ。それほんと!?」

　30億おくって、いったいいくらよ！

　いや、30億おく円えんなのはわかってるんだけど、まったく想そう像ぞうがつかない。

「１万まん円えん札さつなら、30万まん枚まい。たてに積つみかさねたら、およそ30メートルで、重おもさは約やく３００キロだ」

　わたしを見みて、ケイが説せつ明めいを加くわえる。

　１万まん円えん札さつが３００キロ……。わたしの体たい重じゅうが××キロだから……う──。

　もう想そう像ぞうするのは、やめたほうがいいかも。

　それにしても、ケイのやつ、なんでそんなこと知しってるわけ？

　しかも、こんなときでも冷れい静せいだし。

「おどろくのはそれぐらいにして、私わたしの講こう義ぎを進すすめさせてくれるかね」

　おじさんが、メガネの奥おくの瞳ひとみをキラリッと光ひからせて言いった。

　おじさん、本ほん当とうにどうしちゃったわけ。

　あっけにとられて言こと葉ばを返かえせずにいると、おじさんは勝かっ手てに１人ひとりでうなずいた。

「この緑のグリーン海・シーというのは、ケイの言いうとおり、時じ価か30億おくはするだろう。まあ、オークションにかければ、それ以い上じょうの値ねがつく可か能のう性せいもあるが、市し場じょうに出でることはまずないだろうから、考かんがえるだけ意い味みがない。ただ、２人ふたりにかんちがいしないでもらいたいのは、べつにレッドは、緑のグリーン海・シーが高たかい宝ほう石せきだから狙ねらうわけじゃないってことだ」

「……えと、自じ分ぶんが手てに入いれるわけじゃないから？」

　おじさんのいきおいに押おされつつ、質しつ問もんする。

「ざんねんだが、そうじゃない。いまこのときに、緑のグリーン海・シーを盗ぬすむ理り由ゆうがあるからなんだ」

「盗ぬすむ理り由ゆう？」

　いきなりそう言いわれても、ぴんとこない。

「いまこの宝ほう石せきを持もっているのは、沢さわ本もと修しゅう三ぞうという男おとこなんだけど、こいつが悪あく党とうでね。盗とう品ひんの売ばい買ばいをしてるんだ」

　盗とう品ひんの売ばい買ばい……？

「だれかが盗ぬすんだものを買かいとって、とくに高たかくほかのだれかに売うるんだ。盗ぬすんだものを売うるお店みせみたいなものだね」

「なにそれ！　人ひとのもので商しょう売ばいしてるわけ！」

　信しんじられない！　そんなことして許ゆるされるの。

「もちろん許ゆるされない。ただ、沢さわ本もとはなかなか捕つかまるような手てがかりを、警けい察さつにつかませないんだ。そこで、レッドの出で番ばんになる」

　おじさんは、にやりと笑わらう。

　今日きょうのおじさんは、本ほん当とうに楽たのしそうだ。

「ふだん沢さわ本もとは、小ちいさな宝ほう石せき類るいしかあつかわないんだが、今こん回かい、どういう風かぜの吹ふきまわしか、ロシアの富ふ豪ごうから盗ぬすまれた緑のグリーン海・シーを預あずかった。おそらくは、つき合あいで断ことわれなかったんだろうね」

　悪わるい人ひとたちにも「つき合あい」とかあるんだ。なんか意い外がい。

「アスカちゃん。その沢さわ本もとから、緑のグリーン海・シーが盗ぬすみだされたらどうなると思おもう？」

「それは……こまるんじゃないかな。預あずかってるものなわけだし」

「うん、そのとおりだ。沢さわ本もとの裏うらの世せ界かいでの信しん用ようは、ガタ落おちになるだろう。それに、いままでの名なもない宝ほう石せきとちがい、盗ぬすまれたことが大おおきく報ほう道どうされた緑のグリーン海・シーが、沢さわ本もとのところにあったとなれば、警けい察さつも動うごきだせるってわけだ」

「な、なるほど……」

　理り屈くつはわかったような、わからないような。

　でも、レッドが緑のグリーン海・シーを盗ぬすみだすことで、沢さわ本もとっていう悪わる者ものをこらしめられる、っていうのはわかった。

「とにかく、その宝ほう石せきを盗ぬすんでくればいいんだね」

　いままでだまっていたケイが言いった。

「そうだ。盗ぬすんできてくれれば、宝ほう石せきは私わたしたちで処しょ理りする。ケイには、沢さわ本もとが緑のグリーン海・シーを保ほ管かんしているビルから盗ぬすみだす方ほう法ほうを考かんがえるのと、当とう日じつのアスカちゃんのナビゲーションをしてもらう」

「ふ～ん、わかった」

　ケイはあいかわらず、やる気きのない口く調ちょうで引ひきうける。

「よろしい。マーベラスなナビゲートを期き待たいするぞ」

「わかった」

「ちょ、ちょっとケイ！　そんなにあっさり引ひきうけちゃっていいわけ？　そのビルって、すごい警けい備びとかしてあるんじゃないの？」

「だろうね」

「だろうねって……」

　潜せん入にゅうするのは、わたしなんだよね？

　すっごく、心しん配ぱいなんだけど……。

「ぼくが計けい画かくするんだ。なにも問もん題だいない」

　ケイはきっぱりと言いった。

　いま、ケイの目めが光ひからなかった？

「ケイくんならだいじょうぶだろ」

　お父とうさんが、ケイとおじさんを見みて言いった。

「どういう意い味み？」

「このとおり、圭けい一いち郎ろうは怪かい盗とうレッドとして計けい画かくをたてるときは、性せい格かく変かわるからな。ただ、そういうときの圭けい一いち郎ろうは、たよりになる」

　えっ、そうしたら、ケイもおじさんみたいになっちゃうわけ？

　ちょっと、イヤかも……。

「レッドになってるときの兄にいさんのほうが、想そう像ぞう以い上じょうだよ」

　おじさんが、ぼそりと言いった。

　あれ？

　いつの間まにか、おじさんがものしずかな、いつもの雰ふん囲い気きにもどってる。

「そうか？　おれはいたって、まっとうな性せい格かくをしてるだろ」

　どこがよ？

　お父とうさん、ときどきとんでもない行こう動どうしたりしてるじゃん。

　わたしが小ちいさいころに、遊ゆう園えん地ちのアトラクションでやってたヒーローショーに割わりこんで、「動うごきがなってない！」とか言いって、ヒーローに格かく闘とうを教おしえたこともあるし。

　もちろん、あとでさんざん遊ゆう園えん地ちの人ひとに怒おこられたんだけど。

「アスカちゃんも、お父とうさんの血ちを引ひいてるから、なにかしでかすかもしれないね」

「そ、そんなことないですよ！　わたしはいたってふつうです」

「……ふつうの小しょう学がく生せいは、ビルの20階かいまで、かべをよじ登のぼったりはできないね」

「ケイ！　よけいなツッコミはいらないから」

「はははっ。仲なかがよさそうでよかった」

　お父とうさんとおじさんが笑わらってる。

　これのどこが、仲なかがいいっていうのよ。

　それに、30億おくのダイヤモンドを盗ぬすむ話はなしあいにしては、ノーテンキすぎない？

「まあ、そうむくれるなって。アスカには、これも用よう意いしてるし」

　お父とうさんがイスの下したにおいてあったらしい紙かみ袋ぶくろを、わたしにむけて差さしだした。

「なにこれ？」

　首くびをかしげながら、紙かみ袋ぶくろを受うけとる。

「開あけてみればわかる」

　なんか思おもわせぶりな言いいかただ。

　わたしは紙かみ袋ぶくろの中なかをさぐって、中なか身みをとりだす。

「これって……」

　入はいっていたのは黒くろ地じのボディースーツみたいな服ふくだ。下したは真まっ赤かなスカートになっている。

「アスカ用ようの怪かい盗とうレッドのコスチュームだ。必ひつ要ようだろ？」

　これが……。

　うわっ！　なんか急きゅうにドキドキしてきた。

「ケイのはないの？」

「ケイくんは現げん場ばには行いかないからな。必ひつ要ようになれば用よう意いするけど、いまのところはいらないだろう」

　そうなんだ。

　ま、ケイとおそろいっていうのも、ちょっとアレだしね。

「顔かおがにやけてる」

　ケイが気き味み悪わるそうな顔かおで、わたしを見みていた。

「なによぉ。じつはケイ、うらやましいんでしょ」

「……いや、ぜんぜん」

　ケイが首くびをふる。

　ほんと、失しつ礼れいなやつ。

　でも、これでわたしたちの怪かい盗とうレッドのデビューも決きまったんだよね。

　ううぅ～、緊きん張ちょうしてきたぁ。







　　　　６　もう１つの理り由ゆう




「わざわざ来きてくれて、ありがとう」

　実み咲さきが歩あるきながら言いった。

「ううん。だって、わたしも百ゆ合り江えおばあちゃんのこと気きになるし」

　わたしと実み咲さきは、百ゆ合り江えおばあちゃんが入にゅう院いんしている、となり町まちの病びょう院いんにむかっていた。

　話はなしを聞きいてから、ずっと気きになってたから、実み咲さきにたのんでお見み舞まいに行いかせてもらうことにしたのだ。

　怪かい盗とうレッドのほうは、ケイが計けい画かくを考かんがえているところだ。

　集しゅう中ちゅうしたいからって、部へ屋やを追おいだされちゃった。

　……って、もともとわたしの部へ屋やなんだけどね！

「ここだよ」

　実み咲さきが白しろい建たて物ものの前まえで立たちどまる。

　大おおきな病びょう院いんだ。

　すごく重じゅう病びょうなのかもって、ドキドキしてきた。

　病びょう院いんの中なかに入はいり、実み咲さきに病びょう室しつまで案あん内ないしてもらう。

　病びょう室しつのドアの横よこに、６人にんぶんのネームプレートがあって、その中なかに『氷ひ室むろ百ゆ合り江え』というプレートもあった。

「おばあちゃん、落おちこんでるけど、気きにしないでね」

「うん。だいじょうぶ」

　元げん気きづけるために来きたんだもん。落おちこんでるのは、わかってる。

　病びょう室しつのドアを開あけて、実み咲さきが中なかに入はいっていく。

　そのまま、いちばん奥おくのベッドのところに行いった。

　わたしもあとをついていくと、窓まど際ぎわのベッドに、百ゆ合り江えおばあちゃんが横よこたわっていた。

　顔かお色いろもよくないし、ちょっとやせたかも。

「おばあちゃん。ひさしぶり」

「あら、アスカちゃんも。わざわざ来きてくれたの？」

「うん。百ゆ合り江えおばあちゃんが、入にゅう院いんしたって実み咲さきに聞きいたから、心しん配ぱいになってさ。これお見み舞まい」

　わたしは桜さくらもちの入はいった紙かみ袋ぶくろを、ベッドサイドのテーブルにおいた。

　百ゆ合り江えおばあちゃんが、好すきなお菓か子しだ。

　よく家いえでごちそうになったけど、桜さくらの香かおりがふんわりとして、おいしいんだよね。

「わざわざ、ありがとうね。でも、だいじょうぶよ。ちょっと、ショックなことがあって、食しょく事じする気きにもなれなかったの。そうしたら、ふらっとしちゃって……情なさけないわ」

　話はなす感かんじは、いつもと変かわらないみたい。

　思おもったより元げん気きそうで、ほっとした。

「そんなことないよ。実み咲さきに聞きいたんですけど、大だい事じな指ゆび輪わを盗ぬすまれたって？」

「ええ、そうなの……。ほかのものは、盗ぬすまれたっていいけど、その指ゆび輪わだけは返かえしてもらいたくて……。犯はん人にんも捕つかまらないんだから、そんなのムリだって、わかってはいるんだけど」

「その指ゆび輪わって、どうしてそんなに大だい事じなんですか？　なにか思おもい入いれがあるんですよね」

「あっ、それはわたしも気きになってた」

　実み咲さきもとなりでうなずいた。

「そうだね。心しん配ぱいをかけたみたいだし、話はなしたほうがいいかもしれない。ただ、つまらない昔むかし話ばなしだよ。聞ききたい？」

「聞ききたい。あっ、もちろん百ゆ合り江えおばあちゃんがいやだったら、ムリに聞きくつもりはないけど」

「気きをつかうなんて、アスカちゃんらしくないね。だいじょうぶ。ちょうど、だれかに話はなしたいと思おもってたところだし。長ながくなるから、お菓か子しでも食たべながら話はなしましょうか」

　百ゆ合り江えおばあちゃんが、持もってきたおもちを、わたしと実み咲さきにわたした。

「これ、お見み舞まいなのにいいの？」

「いいの、いいの。２人ふたりが食たべてる姿すがたを見みてると、元げん気きが出でてくるから」

　実み咲さきと顔かおを見み合あわせる。

「百ゆ合り江えおばあちゃんが、そう言いうなら」

　わたしは、桜さくらもちをかじる。

　あんこの味あじといっしょに、桜さくらの香かおりがふわりと口くちの中なかで広ひろがる。

「あ～、やっぱりこれおいしい！」

「アスカぁ。もしかして、最さい初しょからそれが目もく的てきだったんじゃないでしょうね？」

　実み咲さきがジロッと、わたしを見みる。

「ち、ちがうって」

　あわてて首くびをふる。

　持もってくるまでに食たべたくなったけど、がまんしたんだから。

「ほら、ケンカしないの」

　百ゆ合り江えおばあちゃんは窓まどの外そとに目めをむけると、思おもいだすようにゆっくりと話はなしだした。







　百ゆ合り江えおばあちゃんが、まだ高こう校こう２年ねん生せいのころ。

　梅つ雨ゆがあけて、夏なつが始はじまろうとしていた。

「その日ひは暑あつくってね。しかも、放ほう課か後ごにそうじ当とう番ばんで、友ともだちとゴミ捨すてに行いっていたの。その日ひのゴミは、けっこう重おもたくて、ふらふらしながら歩あるいていたわ。私わたし、このとおり背せも小ちいさいから、ゴミ箱ばこをかかえてるのか、ゴミ箱ばこにかかえられてるのか、わからないって友ともだちに言いわれてたわね」

　実み咲さきも背せが小ちいさいし、背せが低ひくいのは、氷ひ室むろ家けの遺い伝でんなのかも。

「それでもなんとか運はこんでいたんだけど、階かい段だんに来きたときに、前まえが見みえなくて１段だん踏ふみはずしちゃったのよ」

「ええっ！　だいじょうぶだったんですか？」

「それがね、階かい段だんの下したで受うけとめてくれた男おとこの子こがいたの。同おなじクラスの子こで、柔じゅう道どうをやっててね。がっしりとした体からだつきをした、クラスの人にん気き者ものだったわ」

「うわあ、ロマンチック！」

　ドラマみたいな展てん開かいだ。

　ちょっとあこがれるなぁ。

　そんなこと言いうと、わたしが受うけとめるほうでしょ、とか言いわれそうだから、口くちには出ださないけど。

「それからなんとなく話はなすようになって、その男おとこの子ことなかよくなったのね」

「つき合あってたってこと？」

　実み咲さきがきく。

「とんでもない。恋こい人びととかそういうんじゃなかったわ。友ともだちの延えん長ちょうみたいな感かんじかしら。でも、その男おとこの子こが２学がっ期きの終おわりに、急きゅうに引ひっこすことになったの」

「はなればなれになっちゃう」

「ええ。それで引ひっこす前ぜん日じつに、その男おとこの子こに呼よびだされて、近ちかくの公こう園えんに行いったの」

「それで、それで？」

　わたしも実み咲さきも、ベッドに身みを乗のりだす。

「『本ほん当とうはこれをわたして、きみに告こく白はくするつもりだったんだけど』って言いってね、ターコイズの指ゆび輪わをくれたの」
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「たーこいず？」

　タコの仲なか間ま？

「ブルーのきれいな宝ほう石せきで、トルコ石いしとも言いうわ。12月がつの誕たん生じょう石せきなのよ。私わたしの誕たん生じょう日びが12月がつだから。話はなしを聞きいたら、夏なつ休やすみのころから、密ひそかにアルバイトをしてお金かねをためてたらしいわ。ターコイズは、そんなに高こう価かなものじゃないから、買かえたのね」

「うわあっ！　やるじゃん、その人ひと。それでその人ひととつき合あったの？」

　百ゆ合り江えおばあちゃんは、だまって首くびを横よこにふった。

「どうして！　さっき言いってたじゃん。告こく白はくするつもりだった……あれ？」

　だったってことは、過か去こ形けいだよね。

　つまりそれは、しないってこと！

「そうなの。アルバイトを始はじめたころは、まだ引ひっこすことになるとは思おもってなかったらしくて。でも、引ひっこしが決きまってもアルバイトはつづけて、結けっ局きょく、デパートでターコイズの指ゆび輪わを買かったんだって。私わたしにわたすかどうかは、最さい後ごまで悩なやんだけどって言いってたわ」

「そんなに好すきなら、遠えん距きょ離り恋れん愛あいとか考かんがえなかったの？」

　実み咲さきは、納なっ得とくがいかなそうな顔かおをしていた。

「そのときは考かんがえられなかったわねぇ。ケータイもメールもない時じ代だいのことだもの。次つぎの年としには大だい学がく受じゅ験けんだったから、おたがいに気きをつかったのかもしれない」

「ええぇ～～」

　そんなのって、さびしくない？

　引ひっこしさえなかったら、２人ふたりの恋こいは実みのってたかもしれないのに。

「だから、その指ゆび輪わだけは、とても大だい事じなの。思おもい出でが詰つまってるから」

　百ゆ合り江えおばあちゃんは、ちょっと目めをうるませてる。

　これから中ちゅう学がく生せいになるわたしには、おばあちゃんの気き持もちが１００パーセント理り解かいできるとは思おもえない。

　だけど、すごくすご～く大たい切せつなものが突とつ然ぜん失うしなわれた、その悲かなしさを想そう像ぞうすることはできる。

　痛いたいくらいに。

　ああ、もう！

　どこのどいつよ、指ゆび輪わを盗ぬすんだ悪わる者ものは!!

　目めの前まえにいたら、ぶんなぐってやるのに。

　……あっ、ちょっと待まって。

　盗ぬすんだってことは、その宝ほう石せきを自じ分ぶんで身みにつけるわけじゃなくて、売うってお金かねにするつもりだよね？

　そんな話はなし、つい昨日きのう聞きいたばかりじゃない！

「実み咲さき、わたし家いえに帰かえるね！」

「えっ？　どうしたのよ、突とつ然ぜん」

　実み咲さきがおどろいた顔かおをしてる。

「用よう事じができたの。百ゆ合り江えおばあちゃんも、あんまり気きを落おとさないで。きっといいことがあるから！」

「え、ええ……」

「また来くるからね！」

　わたしは２人ふたりに背せをむけると、病びょう室しつを飛とびだした。

「ちょっ、アスカ！」

　実み咲さきの声こえが聞きこえたけど、そのまま早はや足あしで病びょう院いんの外そとに出でる。

　家いえにむかって全ぜん速そく力りょくで走はしりながら、昨日きのうの話はなしを思おもいだす。

　盗ぬすまれたものなら、もしかしたら沢さわ本もとって、悪わる者もののところにあるかもしれない。

　とにかく、ケイに聞きいてみなきゃ。







　ケイは部へ屋やにいた。

　チェック柄がらのシャツを着きた背せ中なかをこちらにむけて、ノートパソコンの前まえにすわっている。

　こめかみのあたりに指ゆびを当あてて、ずいぶん考かんがえこんでるみたい。

「ねえ、ケイ！」

「……なに？」

　いつもどおりの無ぶ愛あい想そうな顔かおで、ケイがふりかえる。

「相そう談だんがあるんだけど」

「ダメって言いっても、どうせ、あとで聞きくことになるんだろ」

　あっ、なんか引ひっかかる言いいかた。

　でも、じっさいそうなんだから、ま、いっか。

　わたしはベッドにすわると、ケイを見みた。

　ケイの髪かみの毛けはいつにも増まして、ボサボサだった。

　悩なやんでかきむしった……のかな？

「あのさ、ちょっときいてもらいたいことがあるんだ」

　わたしは、ケイに百ゆ合り江えおばあちゃんのことを話はなした。

　説せつ明めいは苦にが手てで、順じゅん序じょなんてめちゃくちゃだったけど、ケイはだまって聞きいていた。

「…………そういうわけなの。どう思おもう？」

　ケイをじっと見みて、わたしは言いった。

　理り解かいしてもらえたかどうか、不ふ安あんだった。

　表ひょう情じょうは変かわらないし、なに考かんがえてるか、ぜんぜんわからないんだもん。

「……可か能のう性せいは、あるよ」

　ケイはぽつりと答こたえた。

「ほんとに？」

　わたしはおもわず立たちあがる。

　百ゆ合り江えおばあちゃんの指ゆび輪わをとりもどせるかもしれない！

「でも、さがしだすのは緑のグリーン海・シーよりやっかいかもしれない」

「なんでよ！　高たかくもない宝ほう石せきなんだから、厳げん重じゅうに保ほ管かんなんてしてないでしょ。かんたんじゃない」

「逆ぎゃくだよ」

「逆ぎゃく？」

　ケイは、まだわからないのか、と一いっ瞬しゅんだけめんどくさそうな顔かおをする。

　頭あたまの回かい転てんがよくなくて、悪わるかったわね。

「なら１つ質しつ問もんだけど。その指ゆび輪わをアスカはパッと見みて、すぐにわかるの？」

「わかるわけないよ。見みたわけじゃないし」

「似にたような指ゆび輪わなんていくらでもある。たとえ沢さわ本もとのところにあったとしても、緑のグリーン海・シーのように、それだけ特とく別べつに保ほ管かんされているわけじゃないだろ。話はなしを聞きいただけじゃ、たくさんの指ゆび輪わの中なかから、それを見みつけだすのは難むずかしい」

　そ、そっか。たしかに。

「なら、かたっぱしから指ゆび輪わを持もってきて、百ゆ合り江えおばあちゃんに見みてもらえば？」

「ダメだ。そんなことをして、どこから持もってきたのかきかれたら、どうするんだよ？」

「そ、そうだよね……」

　じゃあ、どうしたらいいのよ？

　もしかしたら、沢さわ本もとってやつのところにあるかもしれないのに。そこに忍しのびこむのに、見みなかったふりして、帰かえってくればいいの？

　いやだよ、そんなの。

　それって、わたしの思おもってる怪かい盗とうレッドじゃないもん！

　ケイは話はなしが終おわったと思おもうと、すぐにノートパソコンのほうをむいて作さ業ぎょうを再さい開かいしてしまった。

　いまの話はなしを聞きいても、なんとも思おもわなかったんだろうか。

　冷つめたすぎ！

　こんなやつと、ほんとに組くめるのかなぁ。







　　　　７　ケイの意い外がいな一いち面めん




　次つぎの日ひ、わたしとケイは沢さわ本もとのビルの下した見みに行いくことになった。

「そのビルって、となり街まちにあるんだよね？」

　わたしは歩あるきながら、ケイにきいた。

「30階かい建だてのビルだ。このあたりでは、かなり大おおきい」

　ケイが答こたえる。

　昨日きのうのケイの冷つめたい態たい度どをわすれたわけじゃないけど、だからってケイを怒おこったってしかたがないことぐらい、わかってるから、ふつうにしてることにした。

　だいたい、ケンカするのもバカバカしいタイプなんだよね、ケイって。

　わたしが怒おこってても、なんとも思おもわなさそうだもん。

「下した見みって、具ぐ体たい的てきになにするの？」

「見みるんだよ」

　それぐらいわかってるって！

　なにを見みるかきいてるんじゃない。

「父とうさんに言いわれたんだ。とにかく、実じつ物ぶつや、じっさいの場ば所しょは、見みておいたほうがいいって」

「それが芸げい術じゅつ的てき怪かい盗とう学がくだって？」

「ああ。ぼくは写しゃ真しんでも見みてるし、中なかの構こう造ぞうだって、ビルの設せっ計けい図ずを手てに入いれたからわかってるし、必ひつ要ようないって言いったんだけど、『実じつ物ぶつを見みなければわからないものが存そん在ざいする。おまえはまだ、怪かい盗とうがなんたるか、わかってない』って強ごう引いんに説せっ得とくされた……」

　ケイは不ふ満まんそうに、くちびるをかんでいた。

　怪かい盗とう学がくはともかく、おじさんの言いってることは、わたしにはわかる気きがした。

　だって、不ふ安あんだもん。

　もしかして、ケイはぶっつけ本ほん番ばんで、わたしにビルに忍しのびこませるつもりだったのかなぁ。

「でも、ビルの設せっ計けい図ずなんて、よく手てに入はいったね。ふつうは見みられないものでしょ？」

「いや、見みられる。ビルをつくった会かい社しゃのパソコンに、インターネットから忍しのびこめば」

　忍しのびこむ？　なんかすごく、いやな予よ感かんがするんですけど。

「……ねえ、ケイ。もしかして、それっていけないことだったりする？」

「警けい察さつにばれたら、捕つかまるね」

「ちょ、ちょっと！　なにやってんのよ」

「わすれたの。ぼくたちは怪かい盗とうだよ」

　あっ、そうか。

　いくら悪わる者もの相あい手てとはいえ、今こん度どの緑のグリーン海・シーだって、勝かっ手てに建たて物ものに忍しのびこんで、人ひとのものを盗ぬすみだすことにはちがいないもんなぁ。

　それにしても、会かい社しゃのパソコンに忍しのびこむなんて、ケイっていろいろできすぎだよ。

　見みためは、無ぶ愛あい想そうだし年とし下したみたいなのに。

「あれ？　ちょっとどこ行いくの、ケイ。駅えきはそこだよ」

　ケイが駅えきの前まえを、スタスタと通とおりすぎていくので、あわてて言いった。

　となり街まちまでは、電でん車しゃで２駅えきもある。

「わかってる。アスカは乗のりたければ、先さきに行いけばいいよ」

「なんでよ。いっしょに乗のればいいじゃない」

　この前まえのこと、怒おこってるわけ？

　でも、わたしはともかく、ケイが怒おこる理り由ゆうなんてないはずなんだけど。

「………ダメなんだ」

　ケイが苦にがい顔かおで言いった。

「なにがダメなの？」

「乗のり物ものが」

「乗のり物ものよい？」

　ケイがコクンと首くびをたてにふる。

　電でん車しゃでようってめずらしいけど、そういう人ひともいるんだろう。

「じゃあ、歩あるいてビルまで行いくつもり？　それなら、自じ転てん車しゃで来くればよかったのに」

「それもダメだ」

「えっ？　そっか。ケイって自じ転てん車しゃなかったよね。それなら言いってくれれば、だれかに貸かしてもらったのに」

「そういうことじゃない」

　じゃあ、どういうことなのよ？

　ケイにしては、めずらしくはっきりしない。

「……ようんだ」

「だから、電でん車しゃはようんでしょ」

「ちがう」

　ん？　電でん車しゃじゃない。まさかそれって……。

「ええーっ、もしかして自じ転てん車しゃでもようの！」

「悪わるかったな。だから、アスカは電でん車しゃに乗のっていけばいい」

　ケイはふきげんな顔かおになって、歩あるいていってしまう。

「ちょ、ちょっと待まってよ！　わたしもいっしょに行いくって」
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　ケイとならんで、線せん路ろづたいの道どう路ろを歩あるく。

　途と中ちゅうで何なん本ぼんも電でん車しゃが通とおりすぎていった。

　あれに乗のれば、あっという間まに着ついたのになぁ。

「乗のりたければ、いまから引ひきかえせばいいだろ」

「なにも言いってないでしょ」

「顔かおに書かいてある」

　うぬぬぅ。そう言いわれると、言いいかえせない。

　実み咲さきにも、あのお父とうさんにすら、「顔かおに書かいてある」って言いわれるもんなぁ。

「どうせケイは、ポーカーフェイスだもんね。わたしには表ひょう情じょうが読よめませんよーだ。……あっ、あのビルって登のぼりやすそう」

　わたしは、道どう路ろの反はん対たい側がわにあるビルを見みて、反はん射しゃ的てきにつぶやいた。

　ケイが、ジロッとわたしを見みる。

「もちろん、いまは登のぼらないよ。いつものくせで、言いっちゃっただけ」

「くせ？」

「かべを見みると、どこに手てをかけて、どういうルートで登のぼるか、パッと考かんがえちゃうの。でもべつに、いつも登のぼってるわけじゃないからね！　たまにだよ、たまに」

「ふつうは、たまにでも登のぼらない」

　ケイのつめた～い口く調ちょう。

　そんなこと言いったって、お父とうさんにそう教おそわってきたんだもん。しかたないじゃん。

「ねえ、前まえから聞きこうと思おもってたんだけど、ケイはどうしてレッドになることを断ことわらなかったの？」

「……話はなしの展てん開かいが急きゅうだね」

「いいでしょ。……ケイって他た人にんとかに興きょう味みない、ってタイプだし、わたしと怪かい盗とうやるのなんて、めんどくさがるかと思おもってたんだけど」

「……ぼくのことをそういうふうに見みてるのか？」

　見みてる、見みてる。

　ほかに、どんなふうに見みえるっていうのよ。

「理り由ゆうは難むずかしくない。断ことわるほうがめんどうだからだよ。父とうさんたち相あい手てに説せっ得とくするより、怪かい盗とうを継つぐほうが、まだマシだ」

「マシって……」

　すごいテキトーな選えらびかたじゃない？

　わたしがジトッとした目めで見みていると、ケイがしかたないという顔かおでつづけた。

「……それに、おもしろそうだとも思おもってる」

「怪かい盗とうが？」

　へえ～。

　ケイもそう思おもってたんだ。なんか意い外がい。

「でもさ、怪かい盗とうになることに、抵てい抗こうはないの？　失しっ敗ぱいしたら、どうなるのか、とか」

「それはない。なにか特とく別べつなことをしようとすれば、リスクを負おうのはあたりまえだから」

　リスクねぇ……。

　ケイらしい、理り屈くつっぽい考かんがえかただ。

　こういうこと、ケイに聞きいたのが、まちがいだったみたい。







　１時じ間かんほど歩あるいて、ビルの前まえに着ついた。

　30階かい建だてのビルが、そびえ立たっているのを、２人ふたりで見みあげる。

　丸まるく筒つつみたいなビルで、全ぜん面めんが銀ぎん色いろだった。

　まわりは低ひくい四し角かくいビルばかりなのに、このビルだけが飛とびぬけて高たかい。

　近ちかくに家いえはないし、スーツ姿すがたのおじさんしか歩あるいていないところをみると、このあたりはオフィス街がいみたい。

「たか～い！」

　おもいっきり首くびを曲まげても、屋おく上じょうが見みえない。

「１３０メートルはあるね」

「先さきに言いっておくけど、さすがにこれは登のぼれないよ。高たかさもあるけど、足あしをかけるところがないし。忍しのびこめる窓まどもないし」

「そんなことは期き待たいしてないよ」

　あれ？

　てっきり、外そとから登のぼっていくんだと思おもってたのに。

「でも、入いり口ぐちには警けい備び員いんがいるよ」

　背せの高たかい、なにか格かく闘とう技ぎをやっているっぽい警けい備び員いんが、ビルの前まえに立たっている。

　あの２人ふたりに気きづかれずに、中なかになんて入はいれるんだろうか。

「わかってる」

「じゃあ、あの２人ふたりをぶっとばして押おし入いるの？　ちょっと強ごう引いんじゃない？」

「そんなことしたら、警けい備び室しつに通つう報ほうされるだろ。もういいよ、考かんがえるのはぼくだから」

　なによー。

　せっかく人ひとが心しん配ぱいしてるのに。

　しかも、じっさいに潜せん入にゅうするのはわたしなんだからね。

　そのことを、ちゃんとわかってるのかなぁ。

「あれ？　アスカじゃない」

　うしろから名な前まえを呼よばれて、わたしはふりかえる。

「実み咲さき！　どうしてこんなところにいるの？」

「それはこっちのセリフ。わたしはおばあちゃんのお見み舞まいよ」

　そういえば、百ゆ合り江えおばあちゃんの病びょう院いんって、この近ちかくだったっけ。

「え、えっと～、わたしはちょっと用よう事じがあって……」

　まさか怪かい盗とうレッドの下した見みです、とは言いえない。

　実み咲さきは首くびをかしげると、うしろにいたケイに気きづいたらしく、「あっ」という形かたちに口くちを開ひらく。

「ごめん！　もしかして、デート？」

「な、ななっ！　なに言いってんの!!　こいつはただのいとこのケイよ」

「そんなにあわてなくてもいいのに」

　実み咲さきがクスクスと笑わらっている。

　そっちが、ヘンなこと言いうからじゃない。

「でも、アスカっていとこがいたんだ。初はつ耳みみ」

「ちょっとわけがあって、あんまり会あったりしてなかったから」

「ふ～ん。……彼かれ、いくつ？」

「わたしたちとおない年どしだよ」

　実み咲さきの視し線せんが、ケイを食くい入いるように見みてる。

　なんだか、胸むなさわぎがする。

「……ちょっと、カッコいいね」

　ぼそっと実み咲さきが言いう。

「はあ？　正しょう気きなの、実み咲さき」

　あの愛あい想そのかけらもない、根ね暗くらそうな顔かおの、どこがカッコいいわけ？

「それはひどいんじゃない。ま、いいや。そろそろ行いくね」

「うん……あっ、待まって。わたしたちも、百ゆ合り江えおばあちゃんのお見み舞まいに行いっていい？」

「いいけど……。わたしたちって、いとこの彼かれも？」

　実み咲さきがケイを見みる。

　話はなし声ごえは、聞きこえているはずだけれど、ケイは興きょう味みがなさそうに道どう路ろのほうを見みつめていた。

「うん、そう。こう見みえて、ケイって頭あたまがいいんだよね。だから、この間あいだの指ゆび輪わの話はなしを聞きかせたくて」

「そう。でも、彼かれの意い見けんはきかなくていいの？」

「いいの、いいの。きかなくても、わかってるから。強きょう制せい連れん行こうよ」

「なんだか、彼かれが急きゅうにかわいそうになってきたんだけど」

　なによー。それって、わたしが悪わる者ものみたいじゃない？

　ま、でも一いち応おうきくだけは、きいておこうかな。

「ねえ、これから実み咲さきのおばあちゃんのお見み舞まいに行いくけど、ケイも行いくでしょ？」

「…………ああ、いいよ」

　ケイは微び妙みょうな間まがあったあと、うなずいた。

「やけに素す直なおじゃん。もっとイヤがるかと思おもったのに」

「ムダな抵てい抗こうはしない主しゅ義ぎなんだ」

　ケイは、わずかに肩かたをすくめて言いった。







　　　　８　ケンカしちゃった！




　病びょう室しつは、前まえに来きたときと変かわっていなかった。

「この間あいだは、急きゅうに帰かえってごめんなさい、おばあちゃん」

　百ゆ合り江えおばあちゃんの顔かおを見みるなり、わたしはあやまった。

「気きにしないで。用よう事じがあったんでしょう？」

「う、うん。まあ、そんな感かんじなんだけど……」

　言こと葉ばをにごす。

　指ゆび輪わのある場ば所しょがわかったかも、なんて説せつ明めいできないし。

「おかげさまでね。あさってには、退たい院いんできることになったわ」

「そうなの！　おめでとう。よかったぁ。……あ、そうそう。指ゆび輪わのことなんだけど、ちょっと聞きいてもいい？」

「それはかまわないけど……この前まえのことのほかに、話はなすことなんてあったかしら？」

「うん、いくつかね。それと、紹しょう介かいがおくれたけど、今日きょうはいとこのケイもいっしょなの」

　わたしは横よこに動うごいて、百ゆ合り江えおばあちゃんからケイが見みえやすいようにする。

「あら、はじめまして。実み咲さきの祖そ母ぼの百ゆ合り江えです」

「……紅こう月づき圭けいです」

　ケイはにこりともせずに言いって、ぺこりと頭あたまを下さげる。

　ああ、もう！

　あいかわらず、無ぶ愛あい想そうだなぁ。

「ごめんなさい。ケイって、人ひと見み知しりするみたいで」

「いいのよ。男おとこの子こなんて、みんなこんな感かんじだもの。それより、聞ききたいことっていうのは、なにかしら？」

「あの～、盗ぬすまれたターコイズの指ゆび輪わのデザインとか、覚おぼえてますか？」

「デザイン？　え～と、そんなに特とく別べつなものじゃなかったと思おもったけれど。シンプルなものよ。どうして？」

「え、えと、ちょっと気きになって。もしかしたら、どこかで見みかけるかもしれないし」

　われながら、苦くるしい言いいわけ。

「そうね～。イニシャルの刻こく印いんとかはなかったわね。おたがい、気き恥はずかしくて、そんなことできなかったもの。かざりもふつうだったし、特とく徴ちょうみたいなのはなかったと思おもうけれど」

「そうですか……」

　なにか目め印じるしがあれば、たくさん指ゆび輪わがあっても見みつけられるかも、と思おもったのに。

　う～ん。やっぱりわたしじゃ、お手て上あげみたい。

「ねえ、ケイ。なにか、百ゆ合り江えおばあちゃんにききたいことはない？」

「……あるといえば、ある」

　おっ。

　やっぱり連つれてきて正せい解かいだったみたい。

　ケイなら、なんか思おもいつくかもって、思おもったんだよね。

「ねえ、百ゆ合り江えおばあちゃん。ちょっとケイの質しつ問もんに答こたえてもらえる？」

「いいわよ。なにかしら？」

　百ゆ合り江えおばあちゃんが、ケイのほうを見みる。

「質しつ問もんは１つだけです。どうしてアクセサリー１つに、そこまでこだわるんですか？　ぼくには、それがわからない。たかが宝ほう石せきでしょう。また、買かえばいいじゃないですか」

「それは……」

　百ゆ合り江えおばあちゃんが、言こと葉ばに詰つまっている。

「ちょっ、ケイ！　なんてこと言いうのよ!!」

　わたしはケイの肩かたをつかんで、どなった。

「聞ききたいことを聞きけと言いったのは、アスカだろ」

　そりゃそうだけど、無む神しん経けいにもほどがあるでしょ！

「ちょっとアスカ。ここ病びょう院いんなんだから静しずかに……」

　実み咲さきがあわてたように小こ声ごえで言いったので、わたしはあわてて口くちをつぐんだ。

　ケイはなにもなかったような顔かおをして、立たっている。

　その表ひょう情じょうを見みて、またわたしはカッとなった。

「ねえ！　前まえから思おもってたけど、ケイって本ほん当とうに人ひとの心こころがあるわけ!?」

　あのときだってそうだ。

　６年ねん前まえのお母かあさんたちのお葬そう式しきのとき……。







　あの日ひは、朝あさから雨あめが降ふっていた。

　わたしのお母かあさんと、ケイのお母かあさんのお葬そう式しきの日ひだ。

　わたしたちは７才さいだった。

　たくさんの人ひとがやってきて、お線せん香こうを上あげていった。

「ご愁しゅう傷しょう様さまでした」

「気きを落おとさないで」

「まだ若わかかったのに……」

　そう言いって、みんな泣ないていた。

　お父とうさんは、参さん列れつしてくれた人ひとにお礼れいを言いっていたけど、目めを真まっ赤かにしていたし、おじさんはうつむいて、ときどき涙なみだをぬぐっていた。

　でも、その中なかでいちばん泣ないていたのは、わたしだったと思おもう。

　お母かあさんが死しんだって意い味みを、いまのように理り解かいできたわけじゃないけど、もう二に度どと会あえなくなったってことはわかっていた。

　でも、わたしの頭あたまの中なかには、お母かあさんのやさしい声こえがひびいていたし、ちょっとひんやりする手てがほおをなでた感かん触しょくも、まだのこっている気きがした。
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　悲かなしくて、さびしくて……棺ひつぎにしがみついて、泣なきわめいていた。

　そんなわたしを、お父とうさんもムリに引ひきはがそうとはしなかった。

　ただ、じっとそばにいてくれた。

　泣なきつかれて、お父とうさんに手てを引ひかれて、葬そう式しきの列れつにもどろうとしたときだった。

　すわっていたケイと目めがあった。

　ケイは、にらみつけるような怒おこった目めで、わたしを見みていた。

　だけど、涙なみだは流ながしていなかったし、泣ないたあともなかった。

　なんでそんな顔かおをしてるの？

　悲かなしくないの？

　そうききたかったけど、ケイは会かい話わを拒きょ否ひするように、すぐに目めをそらしてしまった。

　あとは、ずっと興きょう味みがなさそうに、無ぶ愛あい想そうな顔かおをしていた。

　わたしとケイが、あまり話はなさなくなったのは、それからのことだ。




「……ねえ。ケイってお母かあさんたちのお葬そう式しきのときも、泣ないてなかったでしょ」

　気きづいたら、口くちに出だしていた。

「いま、母かあさんのことは関かん係けいないだろ」

　ケイが、硬かたい声こえになって答こたえる。

「わたしが言いいたいのは、ケイは冷つめたすぎるってこと！　人ひとの気き持もちを考かんがえなよ！　百ゆ合り江えおばあちゃんがどんな気き持もちになるか!!」

「考かんがえた上うえで言いってる」

「ウソ！　ケイって小ちいさいころからそうだったよ。心こころでなにを思おもってるかわかんない！　お母かあさんが死しんだときだって、ケイはほんとに悲かなしんでたの？」

　あの目めは……どういう意い味みだったの？

「……アスカ、言いいすぎだよ」

　実み咲さきに肩かたをつかまれる。

　わかってる。でも、口くちが勝かっ手てに動うごいちゃったんだもん。

　一いち度ど口くちから出でた言こと葉ばは、もどせない。

　でも、どうせケイはいつものとおり、お人にん形ぎょうみたいな無む表ひょう情じょうで聞きき流ながすんだろうと思おもっていた。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん、ギッと目めを上あげて、すごい目めでわたしをにらんだ。

「お……おまえみたいな、低ていレベルなやつに、なにがわかるんだよ！」

　ケイは体からだをふるわせるようにしてどなると、そのまま病びょう室しつを飛とびだしていった。

「ケイ……」

　わたしは、ケイの背せ中なかをぼうぜんと見み送おくった。

　ケイがあんなに怒おこるなんて……。

「だれですか？　病びょう院いんで大おお声ごえを上あげてる非ひ常じょう識しきな人ひとは」

　わたしたちのどなり声ごえを聞ききつけて、看かん護ご師しさんがやってきた。

　当とう然ぜん、怒おこってる。

　ケイは行いっちゃったから、怒おこられるのはわたし１人ひとり。

　百ゆ合り江えおばあちゃんが、かばってくれたから、そんなに怒おこられなかったけれど、わたしは落おちこんでいた。

　なんで、ケイにあんなこと言いっちゃったんだろう……。







　　　　９　仲なかなおりなんて、できない




　病びょう院いんからの帰かえり道みち。

『悪わるいと思おもったら、すぐにあやまったほうがいいわ。思おもいたったが吉きち日じつと言いうでしょ』

　あのあと、百ゆ合り江えおばあちゃんにそう言いわれた。

「やっぱり、あやまったほうが、いいよね……」

　わたしの足あしどりは重おもい。

　悪わるいとは思おもってる。

　けど、ケイの言いいかたは、やっぱりひどかった、とも思おもうのだ。

「でも、ケイもあんな顔かおするんだなぁ」

　無む表ひょう情じょうの鉄てつ仮か面めんなんて思おもってたけど、ケイにだって感かん情じょうがあるんだもんね。

　あたりまえなのに、わすれてた。

　人ひとの気き持もちを考かんがえなよ、なんて言いって、自じ分ぶんが考かんがえてないじゃん。

　ほんとバカだ、わたし。

　団だん地ちに着つくと、階かい段だんを上のぼってドアを開あける。

　お父とうさんたちは、出でかけているみたい。

　そっと部へ屋やをのぞくと、ケイがパソコンにむかっていた。

　顔かおは見みえないけど、いつもと変かわらないように見みえる。

「……ただいま」

　ケイの背せ中なかにむけて言いう。

　返へん事じはない。

　さっきはごめんね。言いいすぎた。

　そう言いえばいいんだろうけど、のどに引ひっかかったみたいに、うまく言こと葉ばが出でてこない。

　こんなのはじめて。いつもは、なにを言いうかなんて、考かんがえなくても話はなせるのに。

「……鑑かん定てい書しょ」

　突とつ然ぜん、ケイが背せ中なかをむけたまま、ぼそっと言いった。

「えっ。かんていしょ？」

　なんの話はなし？

「それなりの指ゆび輪わなら、価か値ちを証しょう明めいする鑑かん定てい書しょがあるはずだ。鑑かん定てい書しょには、指ゆび輪わの写しゃ真しんがはってある」

「あっ……」

　それを見みれば、どんな指ゆび輪わかわかるんだ！

　ちゃんと、ケイも考かんがえててくれたんだ。

　それなのに、わたし……。

「ケイ！　さっきはごめん！」

　いきおいよく、頭あたまを下さげた。

　……しばらく待まったけど、反はん応のうがない。

　おそるおそる顔かおを上あげて、ケイのほうを見みる。

「…………ぼくも、さっきは言いいすぎた」

　背せ中なかをむけたまま、つぶやくように、ケイが言いった。

　ほっとして、つめていた息いきをはく。

「それじゃあ、わたし、さっそく実み咲さきのところに行いってくるね！」

　わたしは部へ屋やを飛とびだした。







　実み咲さきに連れん絡らくして、さっそく百ゆ合り江えおばあちゃんに、部へ屋やの中なかをさがす許きょ可かをもらった。

　話はなしはすんなり進すすんで、次つぎの日ひには、実み咲さきといっしょに、百ゆ合り江えおばあちゃんの家いえの前まえに立たっていた。

「おばあちゃんは、鑑かん定てい書しょがあったかどうかは記き憶おくにないって」

　カギを預あずかってきた実み咲さきが、玄げん関かんのドアを開あける。

「そっか。でも、それが見みつかれば、どんな指ゆび輪わかわかるし。さがす価か値ちはあるよ」

「もし鑑かん定てい書しょが見みつかったとしても、わたしたちが指ゆび輪わを見みつけられる可か能のう性せいは低ひくいけどね」

　実み咲さきは、鑑かん定てい書しょさがしなんて、あんまり意い味みがないのに、と思おもってるみたい。

　それはしかたがない。

　だって、怪かい盗とうレッドのことは話はなせないから。

　でも、鑑かん定てい書しょが見みつかれば、わたしとケイが──怪かい盗とうレッドが、指ゆび輪わをとりもどしてあげられるかもしれない。

「ここに来くるの、ひさしぶり」

　わたしは家いえの中なかを見みまわす。

　古ふるい木もく造ぞうの家いえは、たたみと木きのにおいが、どこからともなく香かおってくる。

「じゃあ、さっそくさがそうか」

「うん。引ひき出だしは実み咲さきが開あけてよ。だいじょうぶそうなら、わたしも見みるから」

　一いち応おう、許きょ可かはもらってはいるけど、さすがに他た人にんのわたしが、百ゆ合り江えおばあちゃんのタンスや引ひき出だしを、勝かっ手てに開あけるのは気きが引ひけるもん。

「りょうかい。うふふ、なんか、泥どろ棒ぼうするみたいだね」

　実み咲さきの言こと葉ばに、ドキッとする。

　じょうだんだってわかってるけど、実み咲さきってけっこうするどいからなぁ。気きをつけないと。

　手て分わけして、部へ屋やをさがしはじめる。

　百ゆ合り江えおばあちゃんの話はなしだと、そういう書しょ類るいみたいなものは、和わ室しつにおいてあるらしい。

　その記き憶おくもあいまいみたいだけど、いまは、その記き憶おくにたよるしかなかった。

「実み咲さき、あった？」

「ううん。そっちは？」

「ぜんぜん。本ほんとか古ふるい雑ざっ誌しとかは出でてくるけど」

「鑑かん定てい書しょって、ふつうはファイルとかに入いれてあるんだよね？」

「ケイの話はなしではそうみたい。指ゆび輪わの写しゃ真しんもついてるはずだって」

　来くる前まえに、ちゃんと聞きいてきた。

　あいかわらず、無ぶ愛あい想そうな上うえにめんどくさそうだったけど、説せつ明めいはしてくれた。

「それじゃあ、ケイくんとは無ぶ事じに仲なかなおりできたんだ」

「う～ん。なんとなく」

「なによ、それ。ちゃんとあやまらなかったの？」

　実み咲さきが顔かおを上あげて、わたしを見みる。

「あやまったけど、仲なかなおりっていうほど、もともと仲なかがよかったわけでもないし」

「ふ～ん？」

　意い外がいそうな顔かお。

「そうなの。よく話はなすようになったのも、最さい近きんのことだもん」

　いっしょの部へ屋やとは、さすがに実み咲さきにも言いってない。

　隠かくさなきゃいけないわけじゃないけど、なんとなく言いいづらかった。

「ねえ、これってそうじゃない？」

　引ひき出だしの中なかを見みていた実み咲さきが、緑みどり色いろのファイルを持もってくる。

　開ひらくと、宝ほう石せき鑑かん定てい書しょと書かいてあって、サイズや重おもさなどがこまごまとならんでいた。

　そのいちばん上うえに指ゆび輪わの写しゃ真しんがはられ、「NATURAL TURQUOISE」と書かかれている。

「この英えい語ごはなんて書かいてあるの？」

「ナチュラルターコイズ。天てん然ねんのターコイズって意い味みだと思おもう」

　実み咲さきは英えい会かい話わ教きょう室しつに通かよっているから、スラスラと答こたえてくれる。

「じゃあ、これでまちがいないね！」

　これがあれば、指ゆび輪わをとりもどせる！

　もう、百ゆ合り江えおばあちゃんの悲かなしい顔かおを、見みないですむよね。







　鑑かん定てい書しょを借かりて、わたしは家いえに帰かえった。

「ただいま！」

「ん？　どこか行いってたのか？」

　お父とうさんが、リビングで新しん聞ぶんを読よんでいた。

　今日きょうのレストランの仕し事ごとは、夕ゆう方がたからみたい。

「ちょっとね。それよりケイは出でかけてる？」

「ああ。部へ屋やにいる。ところで、レッドのデビュー戦せんは行いけそうか？」

「だいじょ～ぶ！　ケイがしっかり考かんがえてくれてるから」

「おいおい。人ひとだのみか。ま、おれも圭けい一いち郎ろうだのみだったけどな。はっはっはっ」

　人ひとのこと言いえないじゃん。

　お父とうさんのことはおいといて、自じ分ぶんの部へ屋やに入はいる。

　ケイはいつもより熱ねっ心しんな様よう子すで、ノートパソコンにむかっていた。

　こっちにぜんぜん気きづいていない。

　ちょっといたずら心ごころが働はたらいて、そっとうしろから画が面めんをのぞきこんでみる。
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　なにこれ？

　書かいてある意い味みが、さっぱりわからない。

　一いち応おう、日に本ほん語ごだけど……相そう対たい性せい理り論ろん？　リーマン予よ想そう？

　占うらない……じゃないよねぇ。

「アスカ。なにしてるんだ？」

　ケイがふりかえって、わたしを見みていた。

「えっ。わっ、ケイ。気きづいた？」

「うしろに立たってれば、ふつうは気きづくよ。……見みたの？」

　ケイが画が面めんを目めで示しめす。

「いや、あの～、見みえちゃったというか……ごめん！」

　手てを合あわせて、あやまる。

「いや、べつにいいけど」

「これって、なんなの？」

「チャット。リアルタイムで文ぶん章しょうのやりとりをするんだ。知しり合あいのアメリカとドイツの学がく者しゃが相あい手てだから、時じ差さの関かん係けいで、この時じ間かんじゃないとダメなんだよ」

　アメリカとドイツの学がく者しゃって……!?

　さっきの感かんじじゃ、もちろん大人おとなだよね。

　そんな人ひとたちと対たい等とうに話はなしてるなんて……ケイって何なに者ものよ!?

「それより、ちょうどよかった。アスカを呼よびに行いこうと思おもってたんだ」

「え？　な、なに？」

　ケイから話はなしがあるなんて、めずらしい。

「れいの計けい画かくを固かためた」

「ほんと!?」

「決けっ行こうは、今こん週しゅうの日にち曜よう日びの夜よるにしたい。アスカの予よ定ていは？」

「もちろん、だいじょうぶ！」

　うわあ！　とうとうかぁ。

　いっぺんでテンション上あがっちゃった！

「忍しのびこむ方ほう法ほうとかは、またあとで説せつ明めいする。とりあえず、先さきに伝つたえておくよ」

　それだけのことで、わたしを呼よびにいこうと思おもったなんて、ケイも少すこし興こう奮ふんしてるみたい。

「あっ、そうだ。それならわたしのほうの報ほう告こくも聞きいてよ。指ゆび輪わの鑑かん定てい書しょが見みつかったんだ！」

「……ふ～ん」

　ケイの反はん応のうは、イマイチ。

「これで百ゆ合り江えおばあちゃんの指ゆび輪わをさがせるよね。協きょう力りょくして！」

「いや、ダメだ」

「ええーっ！　どうしてよ!!」

　指ゆび輪わの写しゃ真しんがあれば、さがせるって言いったじゃない！

「怪かい盗とうレッドは緑のグリーン海・シーを盗ぬすみにいくのが目もく的てきだ。ターコイズの指ゆび輪わをさがしにいくわけじゃない。そんな時じ間かんもないし危き険けんもおかせないよ」

「だって！　鑑かん定てい書しょのこと教おしえてくれたの、ケイじゃない！」

「教おしえたけど、それだけだ。計けい画かくに組くみこむことはできないよ」

「そんなの──！」

　わたしは、くちびるをかんだ。

　やっぱりケイは、冷つめたいやつなんだ。

　百ゆ合り江えおばあちゃんの話はなしを聞きいても、なんとも思おもわなかったんだ。

「いいよ！　もうケイにはたよらないから！」

「当とう日じつ、１人ひとりで勝かっ手てなことをしたら、アスカの安あん全ぜんは保ほ障しょうできないからね」

「────!!」

　そのまま部へ屋やを出でる。

　声こえが聞きこえたのか、お父とうさんが台だい所どころから顔かおを見みせた。

「なんだぁ、ケンカか？」

「そんなんじゃないよっっ!!」

　ケンカにすらなってない。ケイはぜんぜん怒おこってないんだもん。

　わたし１人ひとりが、バカみたいにさわいでるだけ。

「まったく、早はやく仲なかなおりしろよ。それよりアスカ、ヒマなら、風ふ呂ろそうじをやっておいてくれないか？」

　どうしてわたしが、ヒマだと思おもうの？

　ケイだって、部へ屋やにいるじゃない。

「ケイにたのめばいいでしょ！　お父とうさんのバカっ!!」

　やつあたりして、わたしは外そとに飛とびだした。







　　　　10　ケイの過か去こ




　商しょう店てん街がいをとぼとぼと歩あるく。

　夕ゆう方がた前まえということもあって、買かい物ものに来きている人ひとはあんまりいない。

「あら、アスカちゃんじゃないか。どうかしたの？」

　八や百お屋やのおばちゃんが、声こえをかけてくる。

　ぽっちゃりとした体からだを、きびきびと動うごかして、段だんボールを運はこんでいた。

「……べつになんでもないよ」

「なんだい、なんだい。元げん気きがないねぇ。うちの野や菜さい、持もっていくかい？」

　おばちゃんが、ダイコンを持もってにっこりと笑わらう。

「ダメだ、ダメだ。そんな貧ひん相そうなダイコンじゃ、元げん気きなんかつきやしないよ、アスカちゃん」

　八や百お屋やの反はん対たい側がわから声こえがする。

「今日きょうの晩ばんごはんにメバルの煮につけはどうだい？　ビタミンＣもたっぷり入はいってて、美び肌はだ効こう果かもあるんだ。オススメだよ」

　むかいの魚さかな屋やさんのおっちゃんが、魚さかな（メバル？）を持もってやってくる。
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「なに言いってんだい。アスカちゃんのツルッツルな肌はだに、美び肌はだ効こう果かなんて必ひつ要ようないだろ！　それにうちのダイコンは、新しん鮮せんで栄えい養よう満まん点てんだよ」

　八や百お屋やのおばちゃんと魚さかな屋やのおっちゃんが、にらみあっている。

　おもわずわたしは、クスリと吹ふきだした。

「２人ふたりともありがとう。あとで買かいにくるからさ」

「そうかい？　なんか心しん配ぱいごととかあったら、えんりょなく言いいな」

「そうだぞ。いつでも相そう談だんに乗のるからな」

　おばちゃんとおっちゃんが、そろって笑え顔がおをむけてくれる。

　うわあっ。そんなこと言いわれたら、泣なきそうになるじゃん。

「あ、ありがと。それじゃ、もう行いくから」

　わたしは顔かおをあおむかせぎみに、そそくさとその場ばを立たち去さる。

　泣ないたりしたら、よけいに心しん配ぱいかけちゃうもんね。

　でも、２人ふたりのおかげでちょっと心こころがかるくなったかも。

　商しょう店てん街がいをぬけると、駅えきが見みえてくる。

　ちょうど電でん車しゃが止とまったのか、改かい札さつから商しょう店てん街がいのほうに歩あるいてくる人ひとたちがいた。

「あれ？　おじさん」

　その中なかに、おじさんの姿すがたがあった。

　めずらしくスーツを着きている。

　そういえば、今日きょうは仕し事ごととか言いって、外そとに出でかけてたんだよね。

　おじさんはコンピューターのプログラマーをしてるけど、いつもは家いえにいることが多おおい。

　おじさんは、わたしの姿すがたを見みつけると近ちかづいてきた。

「…………アスカちゃん。買かい物ものかい？」

　おだやかな声こわ音ねで、きいてくる。今日きょうは怪かい盗とうモードじゃない、いつものおじさんだ。

　おじさんはひょろりとしていて、背せはわたしより10センチぐらい高たかい。メガネをかけてて、髪かみは少すこし長ながめだけど、きちんと整ととのえてあった。

「そういうわけじゃないんですけど……」

　部へ屋やを飛とびだしてきた、とは、なんとなく言いいづらかった。

「ふむ。……ちょっと歩あるこうか」

「えっ？」

　おじさんは、スタスタと商しょう店てん街がいと反はん対たい側がわに歩あるきだす。

　そちらは、川かわのあるほうだ。

　どうしようかと思おもったけれど、ついていくしかない。

　川原かわらの土ど手てまでやってきて、おじさんは無む造ぞう作さに草くさの上うえにすわった。

　スーツなのにいいのかな？　と、こっちのほうが心しん配ぱいになる。

「……ケイとケンカでもしたかい？」

　わたしが横よこにすわるなり、おじさんがズバリと言いいあてた。

　ううぅ～、やっぱり顔かおに書かいてあるのかなぁ。

「やっぱりそうか。……ケイはああいう子こだから、苦く労ろうするだろう」

「おじさんには悪わるいけど、ケイは性せい格かく悪わるすぎです」

「はっきり言いうね」

　おじさんの口くちもとがゆるむ。

　ケイとおじさんは似にてるところもあるけど、こういうところがぜんぜんちがう。口くち数かず少すくないし、同おなじくらい無む表ひょう情じょうなんだけど、落おちついてるっていうか、あたたかい感かんじがする。

「愛あい想そが足たりないところとか、ぼくに似にてしまったからね」

「でも、おじさんとケイはちがいますよ」

「そう見みえるかい？　アスカちゃんは、なかなかするどいね」

　するどい、なんてはじめて言いわれた。

　食たべものをかぎわける嗅きゅう覚かくがするどい、とは言いわれたことあるけど……。

「自じ分ぶんの息むす子こだから、かばうわけじゃないけど、ケイがああいう子こになったのもしかたがないことではあるんだ」

　おじさんは、悲かなしそうに目めを細ほそめる。

「なにか理り由ゆうがあるんですか？」

　あのひねくれた性せい格かくになった理り由ゆうが。

「……言いいわけかもしれないけどね。アスカちゃんには、聞きいておいてほしい。あの子この相あい棒ぼうになるんだからね」

　わたしはだまって、コクンと首くびをたてにふる。

　大だい事じな話はなしなんだって、直ちょっ感かん的てきに思おもった。

「ケイは幼よう稚ち園えんのころから、ＩＱがとても高たかい子こだったんだ」

「あいきゅう？」

「……インテリジェンス・クオーシェントの略りゃくだよ」

　よけい、わからないんだけど……。

　こんなことがスラスラ出でてくるあたりは、やっぱりケイの父ちち親おやって感かんじがする。

「知ち能のうの高たかさを表あらわすものだけどね。……たしかケイは幼よう稚ち園えんのときで、２００近ちかかったはずだよ」

「それってすごいんですか？」

「……ふつうの人ひとが１００ぐらいかな」

「じゃあ、ケイは人ひとの２倍ばいってこと!?」

　それなら、あの頭あたまのよさもうなずけた。

　いつも、テストで頭あたまを痛いためてるわたしとしては、うらやましすぎる……。

「でもね……いいことばかりじゃないんだよ。苦く労ろうも多おおいんだ」

「頭あたまがいいのに？」

　なんか矛む盾じゅんしてる。

　頭あたまがよければ、なにも苦く労ろうなんてしなさそうだけど。

「……想そう像ぞうがつかないかな。じゃあ、具ぐ体たい例れいを話はなしてあげよう。ケイはね、幼よう稚ち園えんのときで、すでに高こう校こう卒そつ業ぎょうレベルの数すう学がくの問もん題だいをパズルがわりにしてる子こどもだったんだよ」

「高こう校こう数すう学がく!?」

「その当とう時じから、幼よう稚ち園えんの砂すな場ばで、πパイやγガンマがならんだ公こう式しきを、木きの枝えだで書かいてたらしい」

　うわっ。それは謎なぞな子こどもかも。

「幼よう稚ち園えんの先せん生せいにも、難むずかしい質しつ問もんをしたりするから、なるべく関かかわらないようにされていたし、子こどもたちは気き味み悪わるがって、ケイをいじめてた……」

「イジメ!?」

　べつに頭あたまがいいだけでしょ！　なんでそんなこと!?

　ケイにはムッとくることもあるけど、これとそれとは話はなしがちがう。

　わたしは、イジメとかぼちゃは大だいきらいなの。

　おじさんは、やさしく微笑ほほえんでわたしを見みた。

「アスカちゃんみたいな子こが近ちかくにいたら、ケイもちがったのかな……。ともかく、そのころのケイとまともに話はなしをしたのは、ぼくと母はは親おやの杏きょう子こぐらいのものだったんだ」

　なんだか、想そう像ぞうがつかない世せ界かいだ。

「そして、アスカちゃんも知しってるとおり、それからまもなく、杏きょう子こは亡なくなってしまった」

　そうだ……。

　わたしのお母かあさんといっしょに。

「ぼくにとってもショックでね。しばらく、ケイをほったらかしにしてた。いま、思おもいだしてみると、杏きょう子こが死しんだというしらせを聞きいてから、あの子こが一いち度ども泣ないているところを見みた記き憶おくがないんだよ」

　それって、わたしもケイに病びょう院いんで言いっちゃったことだ。

　お父とうさんの前まえでも泣なかなかったんだ、ケイ……。

「でも、あの子こだって本ほん当とうは泣なきたかったはずなんだよ。なのに、ぼくは気きづきもしなかった。あの子この心こころを気きづかってやるよゆうがなかったんだ。本ほん当とうに悪わるい父ちち親おやだと思おもう……」

　わたしも、昔むかしのことを思おもいだした。

　あのときはわたし、お父とうさんといっしょに、泣ないて、泣ないて、泣なきまくったんだったっけ。

　体からだ中じゅうの水すい分ぶんがなくなったんじゃないかってころに、お父とうさんが言いったんだ。

「よし！　これから富ふ士じ山さんに登のぼるぞ」って。

　なんで富ふ士じ山さんなのか、ぜんぜん意い味みがわからなかったけど、この悲かなしさは富ふ士じ山さんぐらい登のぼらなくちゃダメなんだな、とも思おもってた。

　次つぎの日ひ、本ほん当とうに富ふ士じ山さんに登のぼって、クタクタになって帰かえってきたら、家いえにお母かあさんがいなくて、また泣ないちゃったけど、ちょっと心こころがかるくなってた。

　だから、お父とうさんがいなかったら、いまでもわたしは立たちなおれていなかったかもしれない。

「その点てんでは、兄にいさんはすごいと感かん心しんしてるんだ。アスカちゃんを、しっかり育そだててるからね。……まあ、いろいろヘンなことまでしこまれたようだけど」

　あはは……そうなんだよね。

　お母かあさんがいなくなってからは、トレーニングに歯はどめがきかなくなってた感かんじがするし。

「とにかく、ぼくが気きづいたときには、ケイはますます自じ分ぶんのカラに閉とじこもるようになっていた。そのぶん、頭ず脳のう面めんでは順じゅん調ちょうに伸のびて、いまでは相そう対たい性せい理り論ろんなどの物ぶつ理り学がくの分ぶん野やで、大だい学がくの研けん究きゅう者しゃと共きょう同どうで、論ろん文ぶんを発はっ表ぴょうしたりもしてるけどね」

　パソコンでやっていた、あれだ。

　う～ん……そんな話はなしを聞きくと、あの性せい格かくもしかたないのかな、と思おもえてきちゃうなぁ。

「だから、兄にいさんは楽らっ観かんしてたけど、ぼくはアスカちゃんとケイがうまくいくとは、思おもえなかったんだよ。でも、意い外がいにうまくやってておどろいた」

「だけど、いまこんなですけど……」

「……ぼくの予よ想そうでは、アスカちゃんが１時じ間かんももたずに、暴あばれだすと思おもってた」

　おじさん。お願ねがいだから、真ま顔がおで言いわないで。

「まあ、それはじょうだんだけどね。アスカちゃんは、自じ分ぶんが信しんじる道みちを進すすめばいいよ。ケイも、そのうち理り解かいするから」

　そうなのかな？

　あのケイが、わかってくれるだろうか。ちょっと疑ぎ問もん。

　おじさんは、夕ゆう日ひで赤あかく染そまっている川かわをじっと見みつめていた。

　川原かわらを小ちいさな男おとこの子こが、犬いぬに引ひっぱられて笑わらいながら走はしっていく。

　おじさんが、わたしのほうをむいた。

　やさしい、おだやかな目めをしていた。

「あの子こは……ケイは他た人にんを信しん用ようしてないんだよ。自じ分ぶんの力ちからでできることがほとんどだし、いままでまわりにいたのは、ケイ自じ身しんではなくて、ケイの頭ず脳のうに寄よってくる人ひとたちばかりだ。アスカちゃんはその点てん、不ふ満まんなら口くちに出だすし、顔かおに出でるからね。ケイも安あん心しんするんじゃないかな。きっとうまくやれるよ」

　それって、ほめられてるんだろうか……。

　なんかビミョー。

「さあ、帰かえろうか。長ながく話はなして、少すこしつかれたよ。……そういえば、兄にいさんに夕ゆう飯はんの買かいだしをたのまれてたんだ」

　おじさんが立たちあがる。

「お父とうさん、なにを買かってこいって？」

「適てき当とうにって。こまってるんだ。ぜんぜん料りょう理りのこと、わからないから」

　おっ。ちょうどいいじゃん！

　わたしはおしりについた草くさをはらって、言いった。

「おじさん。それなら、安やすくしてくれそうな八や百お屋やと魚さかな屋やを知しってるよ」







　　　　11　２代だい目めレッド、スタート☆




　心しん臓ぞうが高たかなってる。

　今日きょうは、わたしたち２代だい目め怪かい盗とうレッドのデビュー戦せん。

　わたしは、自じ分ぶんの部へ屋やで着きがえをしていた。当とう然ぜん、ケイは追おいだした。

　窓まどの外そとはもう暗くらくなっている。

　かべにかかっている時と計けいを見みると、深しん夜やの１時じをまわったところだった。ケイに言いわれて、昼ひる間まに２時じ間かん仮か眠みんをとったおかげで、あんまり眠ねむくない。

　ミッションスタートは、２時じからの予よ定ていになっている。

　こんな遅おそくにしたのは、警けい備びが手て薄うすになるのもそうだけど、ビルに警けい備び員いん以い外がいはいない時じ間かんだからだ。無む関かん係けいの人ひとを巻まきこむなんてこと、わたしもケイもしたくない。

　黒くろのボディースーツ──怪かい盗とうレッドのコスチュームを手てにとって、腕うでをとおす。

　手てこずるかなと思おもったけど、かんたんに着きがえられた。

　体からだにぴったりとくっついて動うごきやすい。意い外がいだけど、おじさんが自じ分ぶんで作つくってくれたんだって！

　ケイとおじさんが自じ作さくしたっていう、赤あかいバングルタイプのリストバンドとベルトもつけた。

「うん。けっこう、かわいいかも」

　鏡かがみで自じ分ぶんの姿すがたを見みながら、その場ばでくるりと回まわってみる。赤あかいスカートがひらめいた。
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「お～い、アスカ。もう入はいっていいか？」

　部へ屋やの外そとから、お父とうさんの声こえがする。

「うん。いいよ」

　わたしはドアを開あけた。

「おおっ！　似にあってるじゃないか」

「アスカちゃん。かわいいよ」

　お父とうさんとおじさんが、ほめてくれる。

　わたしは調ちょう子しに乗のって、その場ばで２回かい転てん、３回かい転てんと回まわった。

「……着きがえるだけなのに、時じ間かんがかかりすぎだよ」

　ケイがわたしに見みむきもしないで、わきを通とおって自じ分ぶんのつくえにすわった。

　むぅ～。あいかわらず感かんじ悪わるいなあ！

「あと、変へん装そうもしないとな、アスカ。そのかっこうで、ビルまで行いくつもりか？」

　お父とうさんがわたしの肩かたの上うえに、やさしく手てをおいた。

　あっ、そうか。

　コスチュームがうれしくて、そんなこと考かんがえてなかった。

　でも、変へん装そうなんてしたことないよ。

「その上うえから、ふつうの服ふくを着きればいいだけだ。それで、アスカを怪かい盗とうレッドだと思おもう人ひとはいないだろ」

　なるほど。たしかにそうだ。

　わたし、見みかけはふつうの女おんなの子こだしね。

「さて、アスカ。ケイくん。いいかい」

　お父とうさんが、あらたまった顔かおで言いった。

　わたしは自し然ぜんと、背せすじをのばす。

　ケイもこちらをむいて、立たちあがった。

「おれたちが関かかわるのはここまでだ。あとは２人ふたりの力ちからで、怪かい盗とうレッドの仕し事ごとを果はたしてくるんだ」

「うん。わかってる」

　わたしはうなずく。

　うしろのケイをちらりと見みると、やっぱり深ふかくうなずいていた。

「２代だい目め怪かい盗とうレッドの誕たん生じょうだ」

「２人ふたりの無ぶ事じを祈いのってるよ」

　おじさんが意い味み深しんな表ひょう情じょうで、わたしにウインクしてくる。

　ケイと、うまくやるんだよ。

　そう言いってる気きがした。

　だいじょうぶ。

　ケイはあいかわらず、この間あいだの言いいあらそいもなかったみたいに平へい然ぜんとしてるし、わたしも、いまは「緑のグリーン海・シー」のことしか、考かんがえないことにした。

　百ゆ合り江えおばあちゃんの指ゆび輪わをあきらめたわけじゃないけど、いまはケイと２人ふたりでレッドの初はつ仕し事ごとに集しゅう中ちゅうしないと！

　しまっていかなきゃ！

　それが、わたしの決きめた道みちだから。







　真ま夜よ中なかの街がい灯とうに照てらされたビルは、昼ひる間まに見みたときとは雰ふん囲い気きがちがって、より大おおきく見みえた。

　ビルの窓まどの明あかりはほとんど消きえていた。

　道どう路ろに人ひと通どおりもほとんどない。

　電でん車しゃもないし、みんな帰かえったのだろう。

　人ひとに見みられないように、細ほそい路ろ地じに入はいって、わたしは変へん装そうをといた。

　といっても、上うえに着きていた洋よう服ふくを脱ぬいだだけなんだけどね。

　かわりに、出でかける前まえにケイからもらった真まっ赤かなスカーフを、首くびから口くちもとにかかるように巻まく。

「伸しん縮しゅく性せいのある特とく殊しゅな素そ材ざいでできてる。役やくにたつかもしれないから、持もっていけば」

　わたすとき、ケイはいつもの愛あい想そのない顔かおで、包つつみをつきだした。

　考かんがえてみると、男おとこの子こからプレゼントをもらうのって、はじめてなんだよね。

　でも贈おくりぬしが、ケイっていうのがなぁ。

　女おんなの子こにプレゼントをわたすのに、こんなぶっきらぼうだなんて、ありえないよね？

　あ～あ。百ゆ合り江えおばあちゃんがうらやましい。

『アスカ。聞きこえるか？　そろそろ時じ間かんだ』

　耳みみにつけた特とく殊しゅな通つう信しん機きから、ケイの声こえが聞きこえてくる。

「聞きこえてるよ」

　ケイはいま、このビルが見みえる廃はいビルの屋おく上じょうにいる。

　きっと、パソコンの前まえでスタンバイしているはずだ。

　そこから、わたしを緑のグリーン海・シーのあるところまでナビしてくれる。

　わたしは、頭あたまの上うえにずらしていたスポーツタイプのサングラスをかける。

　これはケイの特とく別べつ製せいで、デジタルビデオカメラ機き能のうがあって、動どう画がをケイにリアルタイムで送そう信しんできた。

　しかも暗あん視し機き能のうまでついていて、暗くら闇やみの中なかでもまわりが明あかるく見みえたりもする。

　通つう信しん機きといっしょに、ケイが自じ分ぶんで作つくったそうだ。

　ケイの目めの前まえのパソコンに、いま、わたしが見みえているのと同おなじ景け色しきが見みえているはず。

『警けい備び員いんは３人にんだな？』

「うん。そうだよ」

『それじゃあ、計けい画かくどおりに行いくよ』

「うん……」

　ちょっと声こえが小ちいさくなっちゃった。わたしらしくない。

　目めの前まえにあるビルはやっぱり大おおきくて、怪かい盗とうになるのは、もちろんはじめてで。

　どんなにわたしがスーパーガールだって、やっぱりちょっとコワイよ。

『……アスカ？　緊きん張ちょうしてるのか？』

　ケイの声こえがする。

「だ、だいじょうぶだよ」

　おもわず、声こえが裏うらがえった。

　手てを見みると、小こきざみにふるえていた。ギュッとこぶしをにぎる。

『心しん配ぱいするな。おれの計けい画かくどおりに動うごけば、なにも問もん題だいないから』

　……へ？

　え、ええぇぇ───っ!!

　ちょっと待まって、だれいまの!?

「心しん配ぱいするな」とか「おれ」とか言いってるし！

　ほ、ほんとにケイなの？

[image: ]

『どうした？』

「……えと、ケイなんだよね？」

『なに、わけのわからないことを言いってるんだ』

　いや、わかんないのはそっちだから。

　でも、たしかにケイの声こえなんだけど……。

　あっ。

　もしかして、おじさんと同おなじってこと？

　レッドの仕し事ごとに入はいって、人じん格かく変かわっちゃったの？

『おい、本ほん当とうにだいじょうぶなのか、アスカ？』

　ま、いっか。

　いつもの、なに考かんがえてるのかわからないって感かんじよりは、つき合あいやすそうだし。

「だいじょうぶ。たよりにしてるからね、相あい棒ぼうさん」

『ああ、おれにまかせろ』

「う、うん……」

　その声こえは、きっぱりと強つよくて、すごく男おとこの子こっぽかった。

　あんまり自じ信しんまんまんだから、おもわず素す直なおにうなずいちゃったよ。

　話はなしてる相あい手てが、ケイだって気きがぜんぜんしない。べつの男おとこの子こみたい。

　緊きん張ちょうしてたのに、びっくりして肩かたの力ちからがぬけちゃったよ。

「それじゃあ、行いってくる」

　わたしは１つ、ため息いきをついてから、気きあいを入いれてビルにむかって走はしりだした。

　ふつうなら警けい備び員いんに気きづかれちゃうかもしれないけど、足あし音おとをたてない走はしりかたっていうのがあるんだ。

　入いり口ぐちの５メートルぐらい手て前まえまできて、わたしは走はしるスピードを少すこし落おとしながら、ベルトの中なかにしまってあった、真まっ赤かな丸まるい玉たまをとりだした。

　直ちょっ径けい２センチほどの玉たまを右みぎ手てににぎりこみ、親おや指ゆびをはじく。

　パンパンパン！

　警けい備び員いんの頭あたまのあたりで、はじける音おとが連れん続ぞくで鳴なる。

　とたんに、３人にんの大おおきな体からだの警けい備び員いんが、ふらふらとしゃがみこみ、地じ面めんに倒たおれこんだ。

　ケイが作つくった催さい眠みんガス入いりの玉たまなんだけど、あっけないなぁ。

　ちなみに、足あし音おとをたてない走はしりかたも、いまの親おや指ゆびではじく技わざも、お父とうさんが教おしえてくれたこと。

　だれでもできることかと思おもってたけど、どうやらちがうらしいね。

　とくに親おや指ゆびではじくのは、指し弾だんっていうんだけど、ケイによれば、じっさいに使つかえるのは、世せ界かいでも数かぞえるほどしかいないはずだって言いってた。

　でも、いきなりそう言いわれても、ぴんとこない。

　リビングでリモコンを持もってないときに、テレビのスイッチを切きるのに便べん利りだなぁ、ぐらいにしか思おもってなかったし。

『うまくいったみたいだな、アスカ』

「警けい備び員いんは３人にんとも、ぐっすり眠ねむってるよ」

『そうか。服ふくとＩＤカードは？』

「いま、さがしてる。……ちょっと失しつ礼れいしま～す」

　わたしはそう言いいながら、眠ねむりこけてる警けい備び員いんの上うわ着ぎをさぐる。

「ん～～……あった！」

　内うちポケットから、目め当あてのカードを見みつけた。

　このカードが、ドアのカギがわりになっているんだそうだ。

　こういうカギって、使つかうのはじめてだなぁ。

　うちなんて、ヘアピンがあれば、10秒びょうで開ひらくようなカギだし。

『これでカギはだいじょうぶだな。上うわ着ぎとぼうしは？』

　ケイが確かく認にんしてくる。

　いちいち、うるさいなぁ。やってるって。

　いちばん小こ柄がらな警けい備び員いんから、上うわ着ぎとぼうしを借かりて身みにつける。

　上うえだけ警けい備び員いんという、ちょっとマヌケなかっこう。

「こんなので、だいじょうぶなのかなぁ？」

　さすがに、不ふ安あんになるんですけど。

『問もん題だいない。人ひとをだますわけじゃないからな』

　ケイの言こと葉ばは、自じ信しんであふれかえっている。

　なんだか耳みみ慣なれないそれが、妙みょうに安あん心しん感かんがあるなぁ。

　わたしはうなずいて、ＩＤカードを、ドアの横よこについた機き械かいにとおした。

　すると、ドアのカギが開ひらいた。

　へえ～、こうなってるんだ。

『内ない部ぶのルートを送おくる』

　ケイの言こと葉ばといっしょに、サングラスの画が面めんにビルの地ち図ずが映うつる。

　ほんと、便べん利りな道どう具ぐ。

　地ち図ずの上うえに赤あかい線せんが引ひっぱってある。

　これが監かん視しカメラをさけた、わたしの通とおるルートってこと。

「入はいるね」

『よし、行いけ、アスカ』

　やばっ。

　ちょっと緊きん張ちょうしてきた。

　わたしは、暗くら闇やみの中なかを１歩ぽ、踏ふみだした。







　　　　12　ケイ、大だい変へん身しん!?




　ビルの中なかに入はいるなり、ものかげまで一いっ気きにダッシュ。

　かべに張はりつくようにして、パッとしゃがみこむ。

　入いり口ぐちはどうしても、監かん視しカメラをさけられない。

　なので、一いっ気きに、おもいきり、全ぜん速そく力りょくで走はしれ、とケイに言いわれていた。

　そんな、いいかげんなことでだいじょうぶなのかと思おもうけど、これがいちばん安あん全ぜんな方ほう法ほうなんだって。

　ケイによれば、わたしが全ぜん力りょくで走はしれば、カメラの画が像ぞうだと影かげが通とおったようにしか見みえない、ってことみたい。

　もちろん、あとでじっくり見みなおせばわかるだろうけれど、そのころにはわたしはビルから脱だっ出しゅつしているってわけだ。

『問もん題だいないか？』
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「ないよ。だれもいないし、来くる様よう子すもないし」

『よし。ルートどおりにＣ─２のエレベーターまで行いってくれ』

「りょ～かい」

　最さい初しょがうまくいったので、ちょっとよゆうが出でてきた。

　あたりを見みまわしながら、ルートからはずれないように歩あるく。

　まわりは本ほん当とうは真まっ暗くら闇やみのはずだけれど、サングラスの暗あん視し機き能のうのおかげで、色いろ以い外がいは、はっきり見みえる。

　エントランスは２階かいまで吹ふきぬけになっていて、かなり広ひろかった。

　かべに大おおきな絵かい画ががかかってたり、廊ろう下かに花はながかざってあったりしていた。

　だけど、その中なかでもひときわ目めをひくのは、見みたことのないおじさんの銅どう像ぞうだ。

　空そらにむかって指ゆびをさす、ヘンなかっこうをしている。

　５メートルぐらいの高たかさがあって、かなり重おもたそうだ。

『沢さわ本もとの銅どう像ぞうだな』

「自じ分ぶんで自じ分ぶんの銅どう像ぞうを建たてたの？　趣しゅ味み悪わるすぎ！」

　わたしは銅どう像ぞうをにらみつける。

　この銅どう像ぞうの男おとこから、緑のグリーン海・シーや百ゆ合り江えおばあちゃんの指ゆび輪わを絶ぜっ対たいにとりもどしてやるんだから！

『アスカ、そんなくだらないものはいいから、先さきをいそげ』

「わかってるよ」

　銅どう像ぞうのわきを通とおりすぎ、エントランスを抜ぬけると廊ろう下かに出でた。

　廊ろう下かの途と中ちゅうには、いくつかドアがあったけれど、中なかに人ひとがいる気け配はいはない。

　少すこし歩あるくと、エレベーターが見みえてきた。

「エレベーターまで来きたよ、ケイ」

　気き持もちを切きりかえる。

『よし。手てはずどおりに行いけよ』

「まかせて」

　ここが最さい初しょの難なん関かんなんだ。

　このビルには、監かん視しカメラがあちこちにあって、エレベーターに乗のりこむと、必かならず映うつってしまう。

　それだけなら、入いり口ぐちみたいにかけこむこともできるけど、問もん題だいはボタンを押おすとき。

　できれば、立たちどまってボタンを押おすなんて、したくない。

　そこで、さっきの指し弾だんの出で番ばんになるんだよね。

　監かん視しカメラに映うつらないように、エレベーターから５メートルほどはなれた場ば所しょに立たつ。

「え～と、これだ」

　腰こしのベルトから、小ちいさなゴムの玉たまをとりだした。

『はずすなよ。計けい画かくがだいなしになる』

　って、いつものケイからは考かんがえられないキリッとした声こえが言いう。

「わかってるよぉ」

　あーあっ。心しん配ぱいしてるのはわたしのことより、計けい画かくのほうなわけね。

　もう、わかってるから、怒おこらないけどさ。

　わたしはゴムの玉たまを、にぎりこんでかまえる。

　あ～、ドキドキする。

　いつもどおりなら、楽らく勝しょうな距きょ離りなんだけど、手てがふるえそう。

「あたれ！」

　親おや指ゆびをはじく。

　ゴムの玉たまがまっすぐに、エレベーターのボタンにむかって飛とんでいく。

　ポン、とあたる音おとがして、△マークにオレンジ色いろの明あかりがついた。

「成せい功こうしたよ！」

『よし！』

　めずらしく気きあいの入はいった声こえ。

　一いっ瞬しゅん、ドキッと心しん臓ぞうが高たかなる。

　も、もう！　急きゅうに、大おおきな声こえを出ださないでよ。

　びっくりするじゃない。

『どうしたアスカ、急きゅうにだまりこんで？』

「な、なんでもないよ！」

　わたしは、ぷるぷると首くびを横よこにふる。

　少すこし間まがあって、止とまっていたエレベーターのドアが開ひらいた。

『ここからだぞ。集しゅう中ちゅうしてかかれよ』

　そうなんだよね。やっかいなことに、エレベーターの中なかにも監かん視しカメラがある。

　どうさけても、これには映うつらないわけにはいかない。

　そんなに大たい変へんなら、階かい段だんを使つかえばいいじゃん、とわたしは最さい初しょ思おもったんだけど、階かい段だんも監かん視しカメラだらけで、さけるルートがないし、全ぜん身しんいろんな角かく度どからの画が像ぞうがのこっちゃうらしい。

　緑のグリーン海・シーを預あずかってから、沢さわ本もとがセキュリティを強きょう化かしたって話はなし。

　まったく、よけいなことをしてくれるよね。

　30階かいぐらいなら、あっという間まに駆かけあがれるのにさ。

「乗のるよ」

　あんまりためらってたら、せっかく開あけたのに閉とじちゃうし。

　わたしは、ゆかに転ころがっていたゴムの玉たまをすばやくひろって、エレベーターに飛とびこむ。

　すぐに30階かいのボタンを押おすと、右みぎの奥おくに立たった。

　前まえもってケイから聞きいていたとおりに、監かん視しカメラの真ま下した。

　ここでやっと、入いり口ぐちで（勝かっ手てに）借かりてきた、上うわ着ぎとぼうしが役やくにたつっていうわけ。

　真ま下したなら、ちょっと見みただけじゃ、警けい備び員いんが立たっているようにしか見みえない。

　こんなこと考かんがえるなんて、ケイってやっぱ、頭あたまいいよね。

　エレベーターのドアが閉とじて、静しずかに動うごきだす。

「ね、ケイ。わたしたちって、意い外がいにやれてるんじゃない？」

『まだだ。気きを抜ぬくな。だれかがエレベーターに乗のりこんできたら、アウトだぞ』

　ま、そうなんだけど。

　監かん視しカメラはだませても、もしも途と中ちゅうでだれかが乗のってきちゃったら、ごまかしようがない。

　だけど、ケイはそれも考かんがえていて、エレベーターは警けい備び員いんが時じ間かんで交こう替たいするときにしか、使つかわれないことも、ちゃんと調しらべていた。

　つまり、いまは安あん全ぜんな時じ間かんってこと。

「だいじょうぶだって。…………あっ」

『おい、どうした？』

　30階かいはまだ先さきなのに、エレベーターのスピードが急きゅうに落おちてきた。

「エレベーターが止とまりそう！　だれかが乗のってくるみたい！」

『なっ!?　隠かくれろ』

「って、どこによ！」

　って言いいながら、わたしはあわててまわりを見みまわした。

　でもせまいエレベーターの中なか、こんなところで隠かくれる場ば所しょなんて……。

『アスカ、リストバンドを使つかえ！』

　えっ……!?

　次つぎの瞬しゅん間かん、チン、と音おとがしてエレベーターのドアが開ひらく。

「ん？　なんかいま、影かげが見みえたような……」

　警けい備び員いんが目めをこすりながら、エレベーターに入はいってくる。

「まったく、急きゅうに腹はらが痛いたくなったから警けい備びをかわってくれなんて、うちの上じょう司しは人ひとづかいあらいんだよなぁ」

　わたしは、それを見みおろしていた。

　リストバンドの隠かくし機き能のう──特とく殊しゅワイヤーで、とっさにエレベーターの天てん井じょうにある調ちょう整せい用ようの窓まどから、エレベーターの上うえに出でたのだ。

　じょうぶにできていて、わたしぐらいなら、らくらく吊つりあげられるようになっている。

　警けい備び員いんはわたしに気きづかないまま、23階かいで降おりていった。

「ふう～、あぶなかったぁ」

『……悪わるい。予よ測そくできないトラブルだった』

「ま、そういうこともあるよ。いいじゃん。ばれなかったんだし」

『…………』

　ちょっとぉ。

　ヘコんじゃったわけじゃないでしょうね。

『……おもしろいな』

「はい？」

『おれが考かんがえたことで、計けい算さんどおりにいかないことなんて、そうそうないからな。こんなにおもしろいことはない』

　いたずらっ子こみたいに、声こえがはずんでる。

　ケイってこんな声こえも出だすんだ……。

　う、な、なんで、胸むねがドキドキするのよぉ。

　ぜんぜんケイっぽくないこと、いきなり言いうからよ。

　きっとそう！

「お、おもしろいって、じっさいに動うごくのはわたしなんだからね。そのこと、わすれないでよ、ケイ！」

『あ、ああ。……なに怒おこってるんだ？』

「怒おこってない！　とにかくサクッと、緑のグリーン海・シーを盗ぬすんでこよう!!」







　　　　13　緑のグリーン海・シーにご対たい面めん！




　エレベーターが30階かいに着つくと、わたしは一いっ気きに廊ろう下かに走はしりだした。

　警けい備び員いんの姿すがたが、通つう路ろの先さきに見みえる。

　パッとかべぎわに体からだを張はりつけて、隠かくれる。

　右みぎ側がわに大おおきな窓まどがあり、休きゅう憩けいスペースらしくソファーとテーブルがおいてあった。

　左ひだり側がわは廊ろう下かがつづいている。

「おい、エレベーターが開ひらいてるぞ」

「社しゃ長ちょうがもどってきたんじゃないのか？」

「いや、それが人ひとの姿すがたがないんだが……」

　廊ろう下かのいちばん奥おくにいる警けい備び員いんが、話はなしをしている。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりが、かべを照てらした。

　わたしの顔かおの近ちかくを明あかりが通とおっていく。

　息いきを殺ころして、身みじろぎしないように体からだをかたくする。

　ここまで来きて、見みつかるわけにはいかない。

「誤ご作さ動どうだったか？」

　カツカツカツ、とくつ音おとがして、警けい備び員いんが近ちかづいてきた。

　わたしは、にぎりこんでいた赤あかい玉たまをはじいた。

　パンッ

　ばったりと、警けい備び員いんが倒たおれる。

「おいっ、どうした！」

　もう１人ひとりの警けい備び員いんがあわてて、走はしってくる。

　パンッ　ドタッ

　こわいぐらいに、ケイの予よ定ていどおり。

　玉たまにしこまれてた催さい眠みんガスをかがないように、スカーフで口くちと鼻はなを押おさえて通とおりすぎ、廊ろう下かの先さきに進すすむ。

「着ついたよ、ここでいいの？」

『ああ。沢さわ本もとはこの社しゃ長ちょう室しつに緑のグリーン海・シーを隠かくしている。たしかな情じょう報ほうだ』

「おっけ。じゃあ、カギ開あけるね」

　わたしはベルトから、小ちいさなハリガネをとりだす。

　カギ開あけは得とく意いなんだ。お父とうさんに、きびしく教おそわったからなぁ。

　10秒びょうもすると、カチャと音おとがしてドアが開ひらく。

『アスカには、カギは無む意い味みだな。今こん度どから気きをつける』

「ちょっとぉ。人ひとのものを勝かっ手てに開あけたりしないってば。だれにだって見みられたくないものはあるんだし、それを勝かっ手てにのぞくようなこと、絶ぜっ対たいにしないよ」

『ま、たとえ、おれの隠かくしているものをアスカが見みたって、複ふく雑ざつすぎて理り解かいできないだろうけどな』

　あのね！

　だから、見みないって言いってるでしょ。

　すると、ケイがくすっと笑わらった。

　あれ？　からかわれたのかな？

『早はやく中なかに入はいれ。人ひとが来くるかもしれない』

「う、うん」

　廊ろう下かから人ひとが来こないことを確かく認にんして、部へ屋やの中なかに入はいる。

「うわっ、広ひろっ」

　左さ右ゆうに10メートル以い上じょうの広ひろさがあって、かべには高たかさが２メートルもある大おおきな絵かい画ががかざってある。

「社しゃ長ちょうって、広ひろい部へ屋やにいるんだね」

『アスカの部へ屋やの10倍ばい以い上じょうだな』

　その比ひ較かくはやめて。

　ちょっと悲かなしくなるから。

　それに、１つまちがってる。

「いまはわたしとケイの部へ屋や、でしょ」

『……そんなこと言いって、いいのか？　イヤがってただろ』

「いつの話はなしよ。そんなのわすれちゃったわ」

『そうか……。思おもっていたより、記き憶おく力りょくが悪わるいんだな』

　どうしてそうなるのよ！

　いま、わたし、いいこと言いったよね？

　なのにぃ、ケイのやつぅ！

『いそぐぞ。最さい後ごの難なん関かんが待まってる』

　ケイが、ちょっと微笑ほほえんだような声こえで言いう。

　もうっ！

「う～、絶ぜっ対たいあとで、ぶってやる」

　文もん句くはあとまわしにして、わたしは部へ屋やを見みまわした。

　左ひだり側がわの奥おくに、しっかりとした木きでできたつくえがあり、ふかふかの革かわばりのイスがあった。

　そのうしろが本ほんだなになっている。

『あそこだな』

「うん」

　何なんカ所しょかの、本ほんだなの本ほんを抜ぬいてみる。

「これだ」

　本ほんのうしろ側がわに、数すう字じのボタンと小ちいさなディスプレイがあった。

『よし。いまから言いう番ばん号ごうを押おせ』

　どうやって調しらべたのかは、もうきかない。

　だって、ケイだもん。

『……８４９２１４７２９３４１１０４９３７５７６３５８』

　え～と。ハチ、ヨン、キュウ、ニ……。

　まちがえないように耳みみをすまして、ケイの言いうとおりに、ボタンを押おしていく。

　なんとか、すべての数すう字じを入にゅう力りょくし終おえた。

　ギィィィ

　音おとをたてて、本ほんだなが左さ右ゆうに動うごいていく。

「うわあ、映えい画がで見みたことあるけど、本ほん当とうにこういうしかけってあるんだ！」

『そんなことより、緑のグリーン海・シーだ』

「わかってるって」

　本ほんだなの奥おくに、小ちいさな金きん庫このような扉とびらがあった。

　扉とびらは黒くろ光びかりしていて、右みぎ側がわに銀ぎん色いろのとってがついていた。

　とってをにぎると、力ちからをこめて引ひいた。けっこう重おもたい。

　扉とびらが少すこしずつ開ひらいていく。

「うわあっ、これが緑のグリーン海・シー……！」

　扉とびらの奥おくには、台だい座ざのように小ちいさなクッションがおかれ、その上うえに、緑みどり色いろに輝かがやく大おおつぶのダイヤモンドがおかれていた。

「すごい！　きれい!!」

　ライトで照てらすと、よりいっそう輝かがやきが増まして、キラキラと光ひかった。

　こんなにきれいなもの、見みたことない！
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『ながめてる場ば合あいじゃない。アスカ、早はやくしろ』

「う──」

　……んもー、ちょっとぐらい、いいじゃん。

　きれいなものって、ずっとながめていたいものでしょ！

　……まあ、ケイにそれをわかれっていうのはムリか。

　宝ほう石せきにむかって、そっと手てをのばす。

「うぅ～、緊きん張ちょうする」

　なんたって、さ、30億おくだもんね。

　思おもいだしたら、手てがふるえてきたよ。

　そっと緑のグリーン海・シーを手てにとって、慎しん重ちょうにベルトの中なかにしまった。

『よし。よくやった。あとは脱だっ出しゅつだが──』

　ケイが言いいかけたときだった。

「……きみ！　そこでなにをしている!?」

　ドアのほうから声こえがした。

　心しん臓ぞうがはねあがる。

　み、見みつかった!?

　バッとふりかえると、そこには顔かおの細ほそい、やせたおじさんが立たっていた。

　ここからだと、よく表ひょう情じょうが見みえない。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりが、わたしを照てらした。

　まぶしくて、わたしは手てで光ひかりをさえぎる。その手てのすきまから、おじさんの顔かおが見みえた。

「たしかあの人ひとって……」

『沢さわ本もと修しゅう三ぞうだな』

　もどってきちゃったの！

　せっかくここまで、見みつからないで来こられたのに!?

「子こども？　いや女おんなか？　どちらにしろ、なんでこんなところに……」

　まだ、よく状じょう況きょうを理り解かいしてないみたい。

　覆ふく面めんをしているせいで、こっちのこともよくわからないんだろう。

「ど、どうしよう、ケイ？」

『あわてるな。……アスカ、催さい眠みんガス入いりの玉たまはのこってるな』

　耳みみもとで、キリッとしたケイの声こえが聞きこえて、パニクリかけた気き持もちが落おちついた。

「のこってるよ」

　ベルトの中なかを確かく認にんしようとしたそのとき、沢さわ本もとが持もっていた懐かい中ちゅう電でん灯とうの明あかりが、緑のグリーン海・シーに反はん射しゃしてキラリと光ひかった。

「な!?　どうしてきさまがそれを……何なに者ものだ！」

　沢さわ本もとがどなり声ごえを上あげる。

　ばれちゃったら、しかたがない。

「何なに者ものって？　聞きいておどろいても、知しらないからね」

『お、おい、アスカ？』

　ケイが、あわてた声こえで言いう。けど、止とまる気きなんか、ないもんね。

　わたしは沢さわ本もとをにらみつけ、ビシッ、と指ゆびさした。右みぎ手ては腰こし。

　沢さわ本もとがおどろいた顔かおで、わたしを見みてる。

「わたしは悪あくの天てん敵てき、怪かい盗とうレッド。あんたの悪あく事じの証しょう拠こ、サクッと盗ぬすみださせてもらったわ！」
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　……って、おもわずタンカ切きっちゃったけど、まずかった？

『おまえ、いちいち名なのるな。しかも、なんだそのマンガみたいなセリフは』

　やっぱり、ケイにツッコまれる。

　そ、そうかな。

　でも、せっかくなんだし、カッコよく決きめたいじゃん。

　開ひらきなおって、今こん度ど、決きめポーズでも考かんがえようかな。

「怪かい盗とうレッド、だと……!?　おまえのような小こ娘むすめが……!?　ふざけるなっ」

「ふざけてないもーん」

　信しんじられないだろうけど、この時じ間かんにいきなりここに現あらわれたのは事じ実じつ。沢さわ本もとはすぐに気きをとりなおした。

「くそっ。どこから、緑のグリーン海・シーのことを聞ききつけたんだ！」

「あなた、信しんじられない悪わる者ものだよ！　この緑のグリーン海・シーは、本ほん当とうの持もちぬしに返かえさせてもらうからねっ」

「うるさい!!」

　沢さわ本もとが懐かい中ちゅう電でん灯とうをふりあげて、つっこんでくる。

「わっ！」

　ちょっと、いきなり逆ぎゃくギレ。

　催さい眠みんガス入いりの玉たまを出だしている時じ間かんはない。

『逃にげろ!!』

　ケイがさけぶ。

　目めの前まえに沢さわ本もとがせまってくる。

　次つぎの瞬しゅん間かん──

「ぐっううう……」

　わたしは落おちついて、右みぎのこぶしをつきだしていた。

　そのこぶしは、沢さわ本もとのみぞおちに、きれいに決きまっている。

　くずれ落おちるように、沢さわ本もとがゆかに倒たおれた。

　気き絶ぜつしてる。

『……わすれてた。おまえはふつうの女おんなの子こじゃなかったんだった』

　あのねー。

　そういう言いいかたないんじゃない。

　たしかに、こんなひょろっとした大人おとなに、やられるようなきたえかたはしてないけどさ。

「お父とうさんと、たまに組くみ手てしてるからね」

『あのおじさんと……。クマとバンビの戦たたかいって感かんじだな』

　クマとバンビって……。

　たしかに、お父とうさんの身しん長ちょうが１８０センチ以い上じょうあるし、筋きん肉にくあるし、クマっぽいかもしれないけど。

「小ちいさいころから、きびしいトレーニングをするかわりに、お父とうさんへの挑ちょう戦せん権けんがもらえたんだよね。あのお父とうさんに勝かてたらすごいだろうなぁ、って思おもって、すごくがんばってきたからさ」

『自じ分ぶんから、あのおじさんと戦たたかいたがったのか!?　おまえの思し考こう回かい路ろは理り解かい不ふ能のうだ』

「それはケイのほうでしょ。でもさあ、最さい近きんはいい勝しょう負ぶになってきたんだよ。ちょっと手てこずらせられるようになったの」

『……絶ぜっ対たいに、アスカとは直ちょく接せつケンカしないことにする』

　だいじょうぶだって。

　しろうと相あい手てに本ほん気き出だしたりしないし。

『それより、いまのさわぎで警けい備び員いんは気きづいてないか？』

　ドアのほうに近ちかづいて、耳みみをすましてみる。

　警けい報ほう機きの音おとはもちろん、足あし音おとも聞きこえない。

「うん。だいじょうぶそうだけど」

『そうか』

　そう言いって、ケイは言こと葉ばを切きった。

『ところでアスカ。警けい備び員いんが気きづいていないなら、予よ定てい脱だっ出しゅつ時じ刻こくまで、あと10分ぷんだけよゆうがあるぞ』

「……どういうこと？」

　なにが言いいたいのか、よくわからない。

『もちろん、まっすぐビルを出でてもかまわないが……たとえばこの間あいだに、さがしものをしてもいいってことだ。……たとえば、指ゆび輪わとか』

　えっ、ウソ！

　ケイ、それってもしかして……。

「で、でも、この間あいだはそんな時じ間かんはないって言いってたじゃない！」

『予よ備びの時じ間かんはつねに計けい算さんしてある。スムーズに忍しのびこめたから、予よ備びの時じ間かんを使つかわずにすんだんだ』

「わあ……」

　なによなによなによう！

　それなら最さい初しょから、そう言いえばいいのに。

　わたし、ひどいこと言いって、どなっちゃったじゃん！

『そのことを先さきに話はなせば、アスカの気きが散ちると思おもったからな。あくまでも、怪かい盗とうレッドのいちばんの目もく的てきは緑のグリーン海・シーだ。だが、目もく的てきの半はん分ぶんを果はたした以い上じょう、２番ばんめの目もく的てきを果はたしてもかまわない。……だろ？』

　ケイの声こえは、まるで大人おとなの男おとこの人ひとみたいに、落おちついていた。

「ケイ……」

『時じ間かんがないから、したいことがあるなら早はやく行いけ。……緑のグリーン海・シー以い外がいの宝ほう石せきは、１フロア下したの倉そう庫こスペースの中なかに隠かくしてあるはずだ』

　なによなによなによ！

　ケイってば、最さい初しょから、指ゆび輪わもとりもどすつもりだったんじゃん！

　じゃなきゃ、場ば所しょまで調しらべたりしないよ！

　もう、そんなことされたら、泣なきそうになるでしょ！







　　　　14　いきなりの大だいピンチ！




　わたしは部へ屋やを駆かけでて、エレベーターで１階かい下したに下おりた。

　上うえの階かいより廊ろう下かが短みじかく、ドアが２つある。右みぎ側がわのドアノブに手てをかけたけど、カギがかかっていた。

「わーっ、またぁ！　もう時じ間かんないのに！」

　わたしはいそいで針はり金がねでカギを開あけて、中なかに入はいる。

　部へ屋やの中なかは、沢さわ本もとの部へ屋やほどじゃないけど、それでもかなり広ひろい。

　そこに30個こ近ちかいたなが整せい然ぜんとならんでいて、宝ほう石せきや絵かい画が、骨こっ董とう品ひんがおかれていた。

「うぇー、この中なかからさがすのぉ？」

　とてもじゃないけど、時じ間かんが足たりない。

『問もん題だいない。調しらべるたなはすぐわかる』

　落おちついた声こえで、ケイが言いう。

「なんで？」

『たなをよく見みてみろ。宝ほう石せきは種しゅ類るい別べつ、絵かい画がや骨こっ董とう品ひんも価か値ちや年ねん代だいで分わけられているじゃないか。ターコイズも分わけられているはずだ。たなをまわればすぐに見みつかる』

　い、いや。

　いくら見みたって、そんなことわかんないし……。

「ケイ、確かく認にんしてよ」

『ああ、わかった』

　ケイにたなを見みせるようにしながら、部へ屋やの奥おくに進すすむ。

　キラキラした指ゆび輪わやネックレス、イヤリングがおいてある。おもわずもっとよく見みたくなる。

「ダメダメ！」

　わたしは首くびをふる。

　いまはターコイズの指ゆび輪わだ。

『アスカ、ストップだ』

　部へ屋やの真まん中なかのたなまで来きたところで、ケイが言いった。

「ここなの？」

　目めの前まえのたなを見みると、あざやかな青あお色いろをした宝ほう石せきがついた、指ゆび輪わやペンダントなどが10個こぐらいならんでいる。

『そこにターコイズが集あつめられているみたいだ』

「よかった！　そんなにない」

　鑑かん定てい書しょについていた指ゆび輪わの写しゃ真しんを、右みぎ腕うでにあるポケットからとりだす。

『アスカもそんなの持もってるってことは、さがす気きまんまんだったんだな』

「そ、そんなことないって。ケイの指し示じには、ちゃんと従したがうつもりだったもん」

『どうだかな』

　疑うたぐりぶかいなぁ。

　とにかく時じ間かんもないし、わたしは写しゃ真しんと宝ほう石せきを見みくらべていく。

　似にたようなものばかりだけど、指ゆび輪わじゃないのも混まざっているから、難むずかしくなさそうだ。

「………これはちがう。これもちがう。え～と、似にてるけどちがうな。これは……あった！」

　指ゆび輪わの宝ほう石せきの青あお色いろが、暗くらい中なかで浮うかびあがって見みえた。

　写しゃ真しんにそっくりだ。何なん度ども見みくらべる。まちがいない。

「ケイ。見みつけ──」

　言いいおわる前まえに、ガチャとドアが開ひらく音おとがした。

　とっさに、たなの陰かげに隠かくれる。

　ドアが開ひらいて、現あらわれたのは沢さわ本もとだった。

　うしろには天てん井じょうに頭あたまがくっつきそうなぐらいの大おお男おとこの警けい備び員いんが立たっていた。

　もう目めが覚さめちゃったわけ。

　もうちょっと強つよく殴なぐっておくんだったぁ。

『ちっ。まずいな』

　ケイの声こえにうなずく。

　出で入いり口ぐちは、あそこ１つ。

　そこを沢さわ本もととあの大おお男おとこが立たっているんじゃ、逃にげられない。

「おい！　いるのはわかってるんだ！　出でてこい!!」

　沢さわ本もとがこちらにむけて、どなってくる。

　おもわず体からだが反はん応のうしそうになったけど、その前まえにケイにクギを刺さされた。

『ただの誘さそいだ。乗のるなよ。それより催さい眠みんガス入いりの玉たまは？』

「あと１つしかないよ。どうする？」

　１つで２人ふたりを眠ねむらせるのはムリだし、沢さわ本もとはともかく、あんな大おお男おとこを眠ねむらせられるかどうかも、わからない。

『……よし。部へ屋やを出でるぞ』

「ねえ。このまま隠かくれてたら、出でていってくれるんじゃない？　わたしがいることも、ばれてないみたいだし」

『そんなわけないだろ。ばれてる。まちがいなくな』

「なんでそんなことわかるのよ」

　さっきのは誘さそいだって言いったのは、ケイじゃん。

『どこに隠かくれてるかはわからないってだけだ。ここは保ほ管かん庫こなんだ。防ぼう犯はんカメラが当とう然ぜんあるだろ』

　あっ……それはそうだ。

　こんなに宝ほう石せきや高こう価かそうなものがあるのに、防ぼう犯はんカメラの１つもないわけがない。

「なんで言いってくれないのよ。無む防ぼう備びに入はいっちゃったじゃない」

『沢さわ本もとが起おきてくるのが計けい算さん外がいだったんだ。そうじゃなければ、逃にげる時じ間かんはじゅうぶんにあったはずだ』

「それで作さく戦せんは？　あるんでしょ」

　ケイが部へ屋やを出でるって言いったんだから、手ては考かんがえてあるということだろう。

『あたりまえだ。まずは……』

　ケイから作さく戦せんを聞きいて、わたしはたなのすきまから、沢さわ本もとたちの様よう子すをうかがう。

「出でてこないつもりか！　なら、こちらから行いってやる！」

　沢さわ本もとから指し示じされて、警けい備び員いんが大おおきな体からだをきゅうくつそうにしながら、こちらへとむかってきた。

　ドアからわたしが隠かくれているたなまでは、15メートルぐらい。

　大おお男おとこは大おおきな歩ほはばで、ゆっくりとたなとたなの間あいだを確かく認にんしながら、近ちかづいてくる。

『いまだ！』

　ケイの合あい図ずと同どう時じに、わたしは警けい備び員いんにむけて、催さい眠みんガス入いりの玉たまをはじいた。

　不ふ意いをつかれた大おお男おとこのひたいで割われると、大おお男おとこはガクッとひざをゆかにつく。

「つづけてこっち！」

　今こん度どはゴムの玉たまをかべにむけて、親おや指ゆびではじく。

　ゴムの玉たまは、沢さわ本もとの近ちかくのかべではね返かえって、そのままいきおいよく薄うす茶ちゃ色いろの大おおきなツボにあたる。

　ツボはそのいきおいで、ぐらりとかたむいた。

「わああっ、７０００万まんのツボが！」

　沢さわ本もとがあわてた様よう子すで、ツボを押おさえている。

　わたしはそれを見みて、たなの陰かげからドアにむかって走はしりだす。

　途と中ちゅうに大おお男おとこがひざをついて、眠ねむ気けをふりはらうように、しきりに首くびをふっていた。

『おいおい！　あれで眠ねむらなかったのか。クマにも効きくぐらいの効こう果かなんだぞ』

　ケイがおどろいた声こえを上あげる。

「あのおじさんが、クマ以い上じょうってことでしょ！」

　それでも眠ねむたそうで、動うごきはにぶい。

　わたしはそのまま、大おお男おとこにむかっていく。

「くっ……こ、この！」

　丸まる太たみたいな太ふとい腕うでが伸のびてきたけど、それをかわして飛とびあがった。
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「よっと」

　大おお男おとこの肩かたに片かた足あしをついて、空くう中ちゅうで１回かい転てんしてゆかに着ちゃく地ちする。

「待まて!!」

「待まてって言いわれて、待まつわけないじゃん。じゃ～ね～」

　わたしは、両りょう手てにツボをかかえたままの沢さわ本もとに手てをふって、廊ろう下かに出でた。

「さてっ、これで逃にげられ……げげっ！」

　今こん度どはエレベーターから、ぞろぞろと警けい備び員いんがなだれ出でてくる。

　いくつもの懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりで、廊ろう下かが照てらされる。

『仲なか間まを呼よんでいたみたいだな』

「そんな、冷れい静せいに分ぶん析せきしている場ば合あいじゃないでしょ、ケイ！」

『つきあたりに階かい段だんがある。もう、カメラを気きにしている場ば合あいでもないしな』

「うん。わかった」

　わたしは、警けい備び員いんたちと逆ぎゃく方ほう向こうに廊ろう下かを走はしる。

　当とう然ぜんのように、警けい備び員いんの集しゅう団だんがどどっと追おいかけてきた。

　さっきの大おお男おとこほどではないけれど、みんな武ぶ道どうでもやっていそうな、大おおきな体からだをしている。

　あんなのに捕つかまるなんて、じょうだんじゃない。

　階かい段だんに着つくと、４段だん飛とばしで駆かけおりる。

　体からだが大おおきいだけあって動うごきは鈍にぶいし、すばやさではこっちのほうが有ゆう利りだ。

　すぐに警けい備び員いんたちを引ひきはなす。

「これなら逃にげきれそう」

『いや、まだだ』

「なによ？　警けい備び員いんなら、追おいつけないって」

『耳みみをすましてみろ』

「へっ？」

　わたしはケイに言いわれたとおり、立たちどまって耳みみをすませてみる。

　ドタバタと、いくつもの足あし音おとが近ちかづいてくるのが聞きこえた。

　これは……下したのほうからだ！

　踊おどり場ばまで下おりて、身みを乗のりだして下したをのぞく。

「いたぞ！　こっちだっ！」

　５階かいぐらい下したで、こちらを見みあげている警けい備び員いんと、ばっちり目めが合あってしまった。

　何なん人にんかが、駆かけあがってくる。

「どうすんのよ！　上うえと下したで、はさまれちゃったじゃない」

『……とりあえず、上うえのフロアにもどってやりすごす。ちょうどいい場ば所しょだしな』

「ちょうどいい？」

『気きにするな。こっちの話はなしだ』

　不ふ安あんに感かんじながらも、言いわれたとおりにフロアにもどる。

　通とおりすぎたときは気きがつかなかったけれど、このフロアは、少すこしほかとは様よう子すがちがうみたいだ。

　廊ろう下かを歩あるいてすぐのところに、テーブルとイスのならんだ開かい放ほう的てきな部へ屋やがあった。

　カウンターもあって、テーブルの上うえにおしょうゆやソースがおいてある。

「ここって食しょく堂どう？」

『ああ。社しゃ員いん食しょく堂どうらしい。うん、そのとなりの部へ屋やがいいだろう。入はいって』

「となり？」

　わたしは食しょく堂どうから出でて、となりのドアを開あける。

　どこかは一ひと目めでわかった。キッチンだ。

　銀ぎん色いろのステンレス製せいの台だいがならび、奥おくに大おおきな冷れい蔵ぞう庫こがあった。たなには見みたこともないような調ちょう味み料りょうがならんでいる。

　ドアを静しずかに閉しめて、わたしは台だいの陰かげにしゃがみこんだ。

「ふう～～」

　さすがに、ちょっとつかれてきたかも。

　体たい力りょくには自じ信しんがあるけど、緊きん張ちょうしたり追おわれたりするのって、思おもった以い上じょうにつかれるんだ。

『だいじょうぶか？　作さく戦せんを練ねりなおすぞ』

「練ねりなおすって？」

『このままやりすごせればいいが、そううまくはいかないかもしれない。だとしたら、どうする？』

「どうするって、計けい画かくでは、このまま脱だっ出しゅつして、沢さわ本もとの悪あく事じをあきらかにするんでしょ。証しょう拠こだって持もってきたんだからさ」

『……アスカはそれでいいのか？』

　ん？　ケイはなにが言いいたいわけ？

『思おもった以い上じょうに、おれたちはやれてる。そうは思おもわないか？』

「そりゃ、まあ……」

　たしかに、なにか失しっ敗ぱいとかしちゃうんじゃないかって思おもったけど、デビュー戦せんにしてはうまくいってる。

　百ゆ合り江えおばあちゃんの指ゆび輪わも、とりもどせたし。

『どうせ逃にげるときに、警けい備び員いんと少すこしはやり合あわないといけないだろう。それならいっそ、全ぜん員いんを捕つかまえたほうが早はやいとは思おもわないか？』

「えっ？……ちょ、ちょっと待まってよ！　それ本ほん気きで言いってるの!?」

　わたしはおもわず、腰こしをうかす。

　たしかに警けい備び員いんの何なん人にんかなら、正しょう面めんからでも勝かてそうだけど、中なかにはあの催さい眠みんガスも効きかなかったようなやつもいるんだよ。

『もちろん、全ぜん員いんと正しょう面めんから戦たたかえなんて言いわないさ。トラップをしかける』

「トラップ？」

『ああ。アスカは指し示じどおりに動うごいてくれればいい。作さく戦せんはいままでどおり、おれが考かんがえる』

　その自じ信しんまんまんぶりは、どこから来くるのかなぁ。

　でも、わたしも人ひとのことは言いえないかも。

　ケイの話はなしに、すごく、わくわくしちゃってるし。

　やっぱ、正せい義ぎの味み方かたは悪わる者ものをやっつけないとね。

「いいよ。やろう！」

『アスカなら、そう言いうと思おもってた。じゃあ、まずは……』

　ケイの声こえが笑わらってる。

　わたしはケイの指し示じにそって、動うごきだした。







　　　　15　怪かい盗とうレッドの本ほん領りょう発はつ揮き！




「ここにいるのは、わかってるぞ！」

　沢さわ本もとの声こえといっしょに、キッチンのドアが乱らん暴ぼうに開ひらいた。

　パッと電でん灯とうがつく。

　わたしはドアの見みえる位い置ちにある、ステンレスのたなの陰かげに隠かくれていた。

　背せ中なかには、服ふくの一いち部ぶにしこんであったデイパック。

　どうやってそんなものが？　って思おもうかもしれないけど、圧あっ縮しゅくしてしこんであったみたい。

　ケイに言いわれるまで、わたしも気きがつかなかったぐらいだ。

『準じゅん備びはいいな？』

「だいじょうぶ」
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　わたしは答こたえながら、用よう意いしたペットボトルと砕くだいたドライアイスを見みる。

　冷れい蔵ぞう庫ことゴミ箱ばこから、持もってきたものだ。

『そのペットボトルに、ドライアイスを入いれるんだ。ふたはまだ閉しめるなよ』

「りょ～かい」

　うなずいて、ペットボトルの中なかに、ドライアイスのかけらをいくつか入いれる。

「出でてこないつもりか！　なら、こっちから行いくぞ!!」

　ここから見みえるだけでも、沢さわ本もととあの大おお男おとこをふくめた、警けい備び員いんが５人にん。

　廊ろう下かにもまだいるかもしれない。

『よし。ふたを閉しめて投なげろ』

　わたしはペットボトルのふたを閉しめて、転ころがすように沢さわ本もとたちのほうに投なげる。

　ペットボトルは警けい備び員いんたちの足あしもとに転ころがる。

「ん？　なんだぁ、これは。……ペットボトル？　これがなんだっていうんだ」

　警けい備び員いんの１人ひとりが鼻はなで笑わらって、ペットボトルを踏ふみつぶそうとする。

　──そのときだ。

　パァ──ンッ!!

　破は裂れつ音おんといっしょに、ペットボトルがはじけ飛とぶ。

「いてっ！」

「なにがおこった！」

「落おちつけ！」

「くそっ、なんか飛とんできたぞ！」

　キッチンが、警けい備び員いんたちの混こん乱らんした声こえでさわがしくなる。

　すかさず、用よう意いしていたもう１つのペットボトルを投なげる。

「また飛とんできたぞ！」

「さっきの爆ばく発はつは、このペットボトルか！」

「また爆ばく発はつするぞ！」

　ペットボトルを見みて、警けい備び員いんがあとずさる。

『その瞬しゅん間かんを待まってた。行いけ、アスカ！』

「うん！」

　わたしはものかげから飛とびだしながら、同どう時じにキッチンの蛍けい光こう灯とうを指し弾だんで割わる。

　キッチンがまっくらになる。すぐに暗あん視しスコープに切きりかえた。

　ドアの近ちかくには、ペットボトルに気きをとられて、おろおろしている警けい備び員いんが２人ふたり。

　あとは廊ろう下かに出でてしまっているみたい。

「レ、レッドだ！　出でてきたぞ!!」

　気きづいた警けい備び員いんがさけんだけれど、それより先さきに、わたしは廊ろう下かに飛とびだしていた。

　やっぱり、警けい備び員いんが廊ろう下かにずらりと10人にんぐらいいた。

　──作さく戦せんどおり。

「フン、のこのこと出でてきたな、レッド。しかし、あの怪かい盗とうレッドが、そんなに小こ柄がらなやつだったとはな。おどろいたぞ」

　沢さわ本もとはとりかこんだよゆうなのか、悪わるそうな笑えみをうかべている。

　そのかたわらには、あの大おお男おとこが立たっていた。

「これが本ほん当とうの姿すがたかどうか、わかんないでしょ。変へん装そうかも。それに、部へ屋やを出でてきちゃったのは、そっちじゃない？」

　万まんが一いちにも正しょう体たいがばれないように、声こわ色いろを低ひくい大人おとなっぽいものに変かえる。

「なんだと？」

　沢さわ本もとが、怪け訝げんな顔かおをする。

「それだって、ただのペットボトルなのに、あわあわしちゃってさ」

　２つめに投なげたペットボトルを指ゆびさす。

「くっ！」

　うなった沢さわ本もとが、ギロッと警けい備び員いんたちをにらむ。コロリとだまされたことが、ゆるせないのだろう。

　ま、ケイが考かんがえることだから、大人おとなだってだまされるのもしかたないと思おもうんだけど。

「だが、この状じょう況きょうでどうやって逃にげる気きだ？」

「どうって言いわれても……こうやって」

　手てに持もっていたペットボトルのふたをキュッと閉しめて、警けい備び員いんにむけて投なげる。

「うわっ！」

　警けい備び員いんがいっせいにペットボトルから逃にげようとするのを見みて、大おお男おとこの警けい備び員いんがさけぶ。

「バカか、おまえら！　さっきのはただのペットボトルだったんだ！　今こん度どのだって……」

　パァ──ンッ！

「いてっ！」

「本ほん物ものじゃないか！」

「なんで、ペットボトルが爆ばく発はつするんだ！」

　警けい備び員いんが廊ろう下かを走はしりまわっている。

　そのスキに、わたしは一いっ気きに警けい備び員いんのかこみをぬけだした。

「なにしてる！　逃にがすな！」

　沢さわ本もとがどなる。

「だれが逃にげるなんて言いったのよ」

　言いいながらわたしは、キッチンで見みつけたクルミを、右みぎ手てににぎりこんだ。

　警けい備び員いんが追おってこようとするのを見みて、走はしりながら天てん井じょうにむけてクルミをはじく。

　バサーッ、とビニールから真まっ赤かな粉こなが、真ま下したにいた警けい備び員いんたちに降ふりかかる。

「なんだ、これ？……ぎゃああ！　辛からいぃぃぃ!!」

「目めがいたいっ！　のどがいたいっ！」

　粉こなをあびた警けい備び員いんたちが、目めや顔かおを真まっ赤かにして暴あばれるのを、沢さわ本もとやほかの警けい備び員いんはあっけにとられたように見みつめていた。

『効こう果かてきめんだな。とうがらしとハバネロの粉ふん末まつは』

「すっごい苦くるしんでるんだけど、だいじょうぶなの？」

　あまりの効こう果かに、おもわず心しん配ぱいになる。

　危き険けんをおかしてまで、ずっとキッチンに隠かくれたままでいたわけじゃない。

　逃にげる時じ間かんはあったけど、それよりもケイのトラップをしこむためにのこったのだ。

　このキッチン前まえの廊ろう下かに警けい備び員いんを集あつめるために。

　天てん井じょうにはあらかじめ、ビニール袋ぶくろを破やぶいて開ひらいたものを、張はりつけてあった。

　クルミが天てん井じょうのビニールにあたると、いきおいで半はん分ぶんがはがれるように、しこんでおいた。

　それにしても、粉こなとうがらしやハバネロで、トラップを準じゅん備びするときはかなり大たい変へんだった。

　マスクしてその上うえにスカーフを巻まいていても、のどに痛いたみを感かんじるぐらいだったんだから。

『まあ、２、３日にちは痛いたみがとれないかもな。でも、べつに後こう遺い症しょうはない』

　さらっと言いわないでよ。

　とはいえ、これぐらいしないと、プロを動うごけなくさせられないのは、たしかだけど。

　そのスキに、わたしは廊ろう下かを階かい段だんにむかって走はしる。

「逃にげるぞ！　追おえ！」

　沢さわ本もとが指し示じを出だすけど、警けい備び員いんは動うごかない。

　目めの前まえで、あれだけひどい目めにあっているのを見みれば、まだトラップがあるかもって思おもって、かんたんに追おいかけてこないはずだ。

　ここまでは、ケイと事じ前ぜんに打うち合あわせたとおり。

　それにしても、まるでケイにはこうなることがわかっていたみたいに、作さく戦せんがはまっている。

　ケイの頭あたまの中なかって、ほんとどうなってるんだろう？　すごく不ふ思し議ぎ。

　おかげで、警けい備び員いんもすぐに追おってくる様よう子すがなくて、ゆうゆうと階かい段だんを下おりられる。

『情じょう報ほうも手てに入はいったし、成せい功こうだな』

「うん！」

　情じょう報ほうっていうのは、警けい備び員いんの人にん数ずうのこと。

　沢さわ本もとたちを捕つかまえると決きめたとき、どうしても必ひつ要ような情じょう報ほうだったのだ。

　ケイはこのビルの設せっ計けい図ずも警けい備び員いんの配はい置ちも、事じ前ぜんに手てに入いれていたけれど、そのとおりに動うごいて、一いち度どエレベーターで失しっ敗ぱいしている。

　万ばん全ぜんを期きすためには、どうしても警けい備び員いんのいまの人にん数ずうの情じょう報ほうが必ひつ要ようだったらしい。

　キッチンにわざと隠かくれつづけたのは、警けい備び員いんたちを１カ所しょに集あつめて、人にん数ずうを知しるのが目もく的てきだった。

　沢さわ本もとなら、わたしが隠かくれてると気きづいたら、全ぜん員いんを集あつめるはずだって、ケイは確かく信しんをもって言いっていた。

　じっさいそのとおりで、キッチンから出でる方ほう法ほうも、ケイの作さく戦せんどおりに決きまった。

「それで警けい備び員いんは何なん人にんいるの？」

　わたしは指し示じどおりに動うごくので精せいいっぱいで、人にん数ずうを数かぞえているヒマなんてなかった。

『事じ前ぜんに調しらべた人にん数ずうは15人にん。そのうち、入いり口ぐちで３人にん、沢さわ本もとの部へ屋やの前まえで２人ふたり眠ねむらせているから、のこりは10人にんのはずだけど、あの場ばにいたのは12人にん。調しらべた数かずより２人ふたり多おおかった』

「いそいで呼よびよせたってこと？」

『だろうな。緑のグリーン海・シーがあるから、そうしたのかもしれない。その後あと、とうがらしとハバネロで５人にん減へったから、７人にん＋沢さわ本もとの計けい８人にんだ』

「８人にんかぁ……。中なかにはあの大おお男おとこもいるんだよね」

　丸まる太たみたいな腕うでをした警けい備び員いんの姿すがたを思おもいだす。

『沢さわ本もとにずっと張はりついているから、あいつをどうにかしないと、沢さわ本もとは捕つかまえられないだろうな。アスカから見みても、かなり強つよいか？』

「うん。お父とうさんより強つよいってことはないと思おもうけど、体からだは大おおきいからパワーとスタミナはありそうだし、一いち撃げき食くらったらまずいかな」

　できることなら、正しょう面めんからやり合あいたくない相あい手てだ。

『そんな展てん開かいにさせるつもりはないから、安あん心しんしろ』

「そう願ねがってる。ところで気きになってたんだけど、さっきのペットボトルって、なんであんなふうに爆ばく発はつしたの？」

　わたしは指し示じされたとおり、ペットボトルにドライアイスを入いれて投なげただけで、あんなに大おおきな音おとがして爆ばく発はつするなんて思おもわなかった。

『あれはかんたんな理り屈くつだ。水みずとドライアイスをあわせると、白しろい煙けむりのようなものが出でるだろ。あれは二に酸さん化か炭たん素そだ。それをペットボトルの密みっ閉ぺいした中なかでおきるようにすると、二に酸さん化か炭たん素その圧あつ力りょくによって、ペットボトルが破は裂れつする。それがさっきの現げん象しょうだ。……わかったか？』

「え～と、……なんとなく」

　正しょう直じき、よくわかんないけど、それは言いわないでおく。

　わたしは難むずかしいことを理り解かいしなくても、なにがおきるのか、わかっていればいいわけだし。

『アスカ、わかってないだろ。今こん度ど、きっちり説せつ明めいしてやるよ』

「えーっ、いいよ」

　ケイの説せつ明めいって、いちいち難むずかしいから、眠ねむくなるんだよね。

『文もん句くを言いうな。あっ、そこのフロアだ』

　ケイに言いわれ、立たちどまる。

　階かい段だんのかべに、16階かいという表ひょう示じが見みえた。

　かべの陰かげから、警けい備び員いんや人ひとの気け配はいがないことを確かく認にんして廊ろう下かに出でる。

「なんかこのフロア、やけにちらかってるね」

　すぐに目めについたのは、廊ろう下かに出だしっぱなしの段だんボールやスチールだなだ。

　自じ分ぶんの部へ屋やのことを考かんがえると、人ひとのことは言いえないけど、ほかのフロアより片かたづいてない感かんじ。

『19階かいから下したは、沢さわ本もとの子こ会がい社しゃだからな。ここも、沢さわ本もとが裏うらでやっていることを知しらない、ふつうの１００円えんショップの会かい社しゃだ』

「１００円えんショップ？」

　ドアにプレートがはってあって、ヒカリ株かぶ式しき会がい社しゃと書かいてあった。

　１００円えんショップ・ヒカリっていえば、このあたりでは有ゆう名めいで、あちこちにお店みせがある。

　わたしだって、買かい物ものをしたことがあるし、いつもお客きゃくさんがたくさん来きていた。

「沢さわ本もとって、ふつうに儲もうかってるのに、なんで盗とう品ひんの売ばい買ばいなんてやってるわけ？」

『１００円えんショップの売うりあげと、盗とう品ひん売ばい買ばいの売うりあげじゃ、天てんと地ちの差さだ。それに沢さわ本もとの関かん連れん会がい社しゃということは、盗とう品ひん売ばい買ばいの売うりあげの一いち部ぶで作つくられた会かい社しゃかもしれない』

「そっか。えんりょはいらないってわけね。あっ、この奥おくに行いけばいいんだよね」

　目もく的てき地ちの情じょう報ほうは、さっきケイから端たん末まつに送おくられてきていた。

　わたしはプレートのかかっているドアを通とおりすぎ、奥おくのドアを開あける。

　ぱぱっとカギを開あけるのも、だんだん慣なれてきたなぁ。

「うっ。なにここ？　ホコリくさ～い！」

　おもわず鼻はなと口くちをスカーフでおおう。

　部へ屋やの中なかは、スチールだながかべぎわにぎっしりとおかれて、段だんボールが積つみかさなっていた。

「倉そう庫こ？」

『というより、ものおきに近ちかいな。倉そう庫こはほかにあるはずだから、ここは一いち時じ的てきにおいてあったり、ためしに仕し入いれたものがおいてあるだけだろう』

　それにしたって、もう少すこしそうじすればいいのに。

『それより作さく戦せんをつづけるぞ』

「わかってるって」

　ここに来きたのは、次つぎのトラップをしかけるため。

　ケイが、道どう具ぐをそろえるのにいい場ば所しょがあると言いっていたのが、まさか１００円えんショップだとは思おもわなかったけど。

　とりあえず、足あしもとにあった段だんボールを開あけてみる。

　中なかはごちゃごちゃと雑ざっ貨かが詰つめこんであった。

　ビニールひもにハサミやガムテープ、釣つり糸いとにクラッカーボールまで入はいっている。

　さっきケイが言いっていたみたいに、仮かりに仕し入いれたものなのかも。

　釣つり糸いととかクラッカーボールなんて、近きん所じょの１００円えんショップでは見みたことないし。

『釣つり糸いとにクラッカーボールか……ふ～ん』

　なにが「ふ～ん」なのよぉ。

　どうせ、ケイの頭あたまの中なかでは、わたしの想そう像ぞうできないぐらいのスピードで、いろいろなことがシミュレートされているんだろうけどさ。

　ちなみにわたしたちには、沢さわ本もとたちを捕つかまえる前まえに、自じ分ぶんたちに課かした条じょう件けんがある。

　それは──無む傷きずで捕つかまえること。

　いくら悪わる者ものが相あい手てでも、相あい手てに大おお怪け我がをさせたりしたら意い味みがない。

　お父とうさんたちがつづけてきた怪かい盗とうレッドの名な前まえに、傷きずをつけることにもなる。

　そんなことは、絶ぜっ対たいにしたくない。

　めずらしく、わたしとケイで、そこだけは意い見けんが一いっ致ちした。

　ケイは、おじさんにできることが、自じ分ぶんにできないわけがないって感かんじみたいだけど。

『……うん。これでなんとかなりそうだ』

　だまりこんでいたケイが、ぼそりとつぶやくのが聞きこえた。

　どうやら、作さく戦せんが完かん成せいしたらしい。

『アスカ』

「なに？」

　期き待たいをこめてきく。

『シナリオはできたぞ。あとは実じっ行こうするだけだ』

　あいかわらずの、自じ信しんまんまんの声こえが返かえってきた。







　　　　16　行いけっ、奇き跡せきの大だい逆ぎゃく転てん！




　ケイの指し示じで、必ひつ要ようなものをデイパックにつめて、廊ろう下かに出でた。

　このとき、わたしはミスをした。

　ここまでうまくいっていたから、まだ警けい備び員いんは追おいついていないっていう、油ゆ断だんがあったんだと思おもう。

「レッドお──！」

　廊ろう下かに出でた直ちょく後ごに、いきなり反はん対たい側がわから左ひだり腕うでをつかまれた。

　ぐいっと引ひっぱられて、バランスをくずしそうになるのを、なんとか踏ふみとどまる。

　ふりかえると、警けい備び員いんが立たっていた。

　だけど、あの大おお男おとこじゃない。そのことにほっとする。

　とっさに見みまわしたけれど、ぐうぜん見みつかっただけなのか、１人ひとりしかいない。

『アスカ！』

「だいじょうぶだよ」

　ケイの声こえに、わたしは冷れい静せいに答こたえる。

「だいじょうぶ、だあ？　捕つかまっているのに、ずいぶんよゆうだな！……ふん、それにしても、ずいぶんと細ほそい腕うでだな。これじゃあ、子こどもと変かわらないじゃないか」

　警けい備び員いんは怪け訝げんそうに、首くびをかしげている。

　わたしの腕うでの細ほそさに気きがぬけたのか、スキだらけだ。

　わたしは、一いっ気きに相あい手てのふところに飛とびこむ。

「うおっ!?」

　おどろいた警けい備び員いんの動うごきが、一いっ瞬しゅん止とまった。

「そのていどで、」

　つかまれた左ひだり腕うでごと相あい手ての腕うでをはねあげて、右みぎ手てで手て首くびをつかむ。

「捕つかまるわけにはいかないんだからっ！」

　そのまま、つかんだ手てを真ま下したにふり下おろす。

「ぎゃっ！」
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　逆さか手てに腕うでが決きまって、警けい備び員いんがドスンとゆかにひっくり返かえる。

　立たちあがる様よう子すがないのを見みて、警けい戒かいしながら近ちかづくと、警けい備び員いんは気きを失うしなっていた。

『……いまのは合あい気き道どうか？』

　ケイが感かん心しんしたような声こえで、きいてくる。

「うん。やっぱり力ちからじゃかなわないこともあるからって、お父とうさんが教おしえてくれたの」

　警けい備び員いんの腕うでをうしろ手でにしばり、ガムテープで口くちをふさいで、さっきのものおきに押おしこんでおく。

　これで気きがついても、すぐに仲なか間まを呼よばれることもない。

「さっ、よけいな時じ間かん食くっちゃった。早はやく行いこう。……いたっ」

　走はしりだそうとしたとき、左ひだり腕うでに痛いたみを感かんじて顔かおをしかめる。

『おい、だいじょうぶか？』

「う、うん。さっき引ひっぱられたときに少すこし痛いためたみたい。……でも利きき腕うでじゃないし。問もん題だいないよ」

『それならいいが……。痛いたみがひどかったら言いえよ』

「ありがと。でも、ほんとにだいじょうぶだから」

　わたしはかるく左ひだり腕うでを回まわして、走はしりだす。

　ひじのあたりが、ジンジンと熱あつい。

　ちょっとまずいかな、と思おもったけど、ここまでカンペキにナビしてくれてるケイに、弱よわ音ねなんかはきたくない。

　これぐらいならまだやれる。

　ここまできたんだから、最さい後ごまでやりとげたい！







　とうとう、１階かいまで下おりてきた。

　広ひろいエントランスに、れいの趣しゅ味みの悪わるい銅どう像ぞう。

　もどってくるのは、ずいぶんひさしぶりな気きがするけれど、時と計けいを見みると２時じ間かんぐらいしか経たっていない。

　のこりは警けい備び員いん６人にんに沢さわ本もとだけだ。

　出で口ぐちは目めの前まえだけど、わたしはもちろん、逃にげたりしない。

　最さい後ごのトラップを仕し掛かけていくつもり。

『場ば所しょはそこでいい。釣つり糸いとはだいじょうぶだな？』

「確かく認にんしたよ。あとは待まつだけ、だね」

『ああ。作さく戦せんどおりに動うごけば、一いっ気きにカタがつく』

　左ひだり腕うでは曲まげるたびに、顔かおをしかめるぐらいに痛いたんだ。

　ケイから、わたしの表ひょう情じょうが見みえないのは助たすかった。

　もし見みえたりしたら、きっと作さく戦せんを止とめられたと思おもうから。

「ふう～」

　わたしは大おおきく息いきをつく。

　顔かおを上あげた。

　階かい段だんのほうから、だれかが駆かけおりてくる足あし音おとが聞きこえてくる。

「そこまでだぞ、レッド!!」

「ちょろちょろと逃にげまわりやがって！」

　汗あせだくになった沢さわ本もとや警けい備び員いんが、階かい段だんから姿すがたを現あらわした。

　ほかの階かいをしらみつぶしにさがしていたらしい。

　階かい段だんの防ぼう犯はんカメラに、クラッカーボールをぶつけて、レンズを傷きずや炭すみで見みえづらいようにしておいたのがよかったみたい。

「運うんがなかったな。もう少すこしで逃にげ切きれたところを！」

　沢さわ本もとは、わたしに追おいついたことで、よゆうをとりもどしたみたいだ。

　ケイの読よみどおりだ。

　沢さわ本もとたちは、まさかここで、わたしがむかえ撃うつために待まっていたなんて、爪つめの先さきほども考かんがえていない。

　外そとに逃にげようとしたところ、ぎりぎりで追おいついたと思おもってるんだ。

「そうね。でも、まだわからないと思おもうよ」

　わたしは言いいながら、じりっとあとずさる。

「逃にがすか！」

　警けい備び員いんたちが、チームワークよく、わたしをとりかこむ。

　さりげなく、その位い置ちを確かく認にんする。

『ちょうどいい場ば所しょだ』

　ヘッドホンの中なかで、ケイが言いう。

　大おお男おとこが沢さわ本もとといっしょに、正しょう面めんに立たっている。

　走はしりまわされた怒いかりからか、顔かおが真まっ赤かになっている。

　ほかの警けい備び員いんも、殺さっ気きだっているのがわかる。

　さすがにこの人にん数ずうを全ぜん員いん、真まっ正しょう面めんから相あい手てにするのはムリだ。

　それに、いまの腕うでの状じょう態たいじゃ、１人ひとりの相あい手てでもきびしいかもしれない。

　キュッと、くちびるをかみしめる。

「やるよ、ケイ」

『おお、行いけ！』

　わたしは手てのひらの中なかに隠かくしていたクラッカーボールののこりを、一いっ気きにゆかにたたきつけた。

　パンッパンッパンッ、というかんだかい音おとが鳴なる。

「こけおどしだ、ぬかるな!!　この人にん数ずうが相あい手てで、あんなガキみたいなやつにやられるわけがない！」

　大おお男おとこがすぐにさけんだけれど、ほんのわずかなスキができた。それでじゅうぶん。

　その瞬しゅん間かんを狙ねらって、わたしは天てん井じょうにむけてワイヤーをはなつ。

「逃にがすなっ！」

　警けい備び員いんの１人ひとりが駆かけよってこようとしたのを見みて、そちらにむけてクルミを親おや指ゆびではじく。

「──っ！」

　クルミは警けい備び員いんのひたいにあたって、動うごきを止とめる。

　そのときには、わたしの体からだはワイヤーで吊つりあがっていた。

　２フロアぶんの吹ふきぬけになっているホールの天てん井じょうから、２メートルほど下したの位い置ちでぶら下さがる。

「そんなところに逃にげてどうする？　逃にげ場ばはないぞ！」

　沢さわ本もとが、わたしを見みあげながら鼻はなで笑わらう。

　もちろん、逃にげるのが目もく的てきじゃない。

　わたしは最さい初しょから左ひだり手てに持もっていた、釣つり糸いとを引ひっぱる。

　ピンッと伸のびきった釣つり糸いとは、沢さわ本もとの銅どう像ぞうにつながっている。

　下したからは、釣つり糸いとは見みえないはずだ。

　沢さわ本もとたちが立たっているのは、銅どう像ぞうのちょうど真ま下した。

　ケイが導みちびきだした方ほう法ほうは、シンプルだ。

　銅どう像ぞうを沢さわ本もとたちの上うえに倒たおす。

　のこりの人にん数ずうをまとめて捕つかまえるのには、大おおがかりな方ほう法ほうが必ひつ要ようだ。

　そこでケイは、わたしが立たつ位い置ちと、逃にげようとしたわたしをとりかこむ、沢さわ本もとたちの位い置ちを割わりだした。

　まさか、銅どう像ぞうが倒たおれるとは思おもっていないだろうから、不ふ意いも打うてる。

　わたしは釣つり糸いとをおもいっきり引ひっぱった。

「くっ！」

　左ひだり腕うでに、しびれるような痛いたみが走はしる。

　それでも力ちからはゆるめない。

　もちろん、引ひっぱっただけじゃ銅どう像ぞうはびくともしない。

　だけど、わたしの体からだはふり子このように、大おおきく揺ゆれはじめる。

「なにをするつもりだ？」

　沢さわ本もとたちは、意い図とが読よめないのか、ただこちらを見みあげている。

『時じ間かんをかけると立たち位い置ちが変かわる可か能のう性せいがある。１発ぱつで決きめろ』

「わかってる！」

　ふり子この揺ゆれで、かべまでくると、両りょう足あしをつけて、おもいっきり蹴ける。

　狙ねらうのは一点てん。

　銅どう像ぞうの頭あたまの部ぶ分ぶん。

　ふつうなら、高たかさ５メートル、重おもさ３００キロもあるものが倒たおれるはずがない。だけど、銅どう像ぞうは台だい座ざが重じゅう心しんになっていて、上うえの部ぶ分ぶんはかるい。

　そこを押おせば倒たおれるって、ケイが計けい算さんして導みちびきだした。

　その答こたえを、

　ケイを、

　──わたしは信しんじてる。

「いっけええええええええええええええええええっ!!」

　足あしから銅どう像ぞうの顔がん面めんにぶつかる。

　足あしから全ぜん身しんに衝しょう撃げきが伝つたわって、体からだがしびれる。

　それでも足あしに力ちからをこめて、蹴けりとばした。

「そんなことで、銅どう像ぞうが倒たおれるわけが……うわああっ!?」

　沢さわ本もとや警けい備び員いんたちが目めを見み開ひらいている。
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　その上うえから、ぐらりとかたむいた銅どう像ぞうが、おおいかぶさるように倒たおれていく。

　ドオオォォォォンッ!!

　倒たおれた震しん動どうといっしょに、ホコリが舞まいあがる。

　ちゃんと、銅どう像ぞうのそうじをしてなかったんだろう。

　あんなのをそうじしたくない気き持もちはわかるけど。

「ゴホッ、ゴホッ。すごいホコリ。でも、うまくいったね」

『そうだな……。いや、おれが計けい算さんしたんだから、当とう然ぜんだ』

　素す直なおじゃないなぁ。

　ま、それもケイらしいか。

「沢さわ本もとたち、だいじょうぶかな？」

　ワイヤーを下おろして、ゆかに下おりる。

　銅どう像ぞうの下したから、出でてくる人ひとの気け配はいはない。

『３００キロといっても、台だい座ざの部ぶ分ぶんがほとんどの重じゅう量りょうを占しめてるからな。命いのちにかかわるほどの重おもさじゃない』

「でも、ほんとに倒たおれるなんてすごいよね。３００キロだもん。ふつうは蹴けっただけで、倒たおれるなんて思おもわないよ」

『銅どう像ぞうだからそう思おもうんだろう。たとえば、小ちいさいものにおきかえて考かんがえてみればいい。缶かんジュースの中なか身みが４分ぶんの１だけのこった状じょう態たいで、水すい平へいなつくえの上うえにあったとするだろ。その状じょう態たいで、指ゆび１本ぽんで缶かんを倒たおすとしたら、どこを押おす？』

「え～と。それなら、上うえのほうでしょ。下したを押おしたって倒たおれそうにないし」

『そう。それを大おおきくしたのが、銅どう像ぞうってことだ。台だい座ざに重じゅう心しんがあるから、上うえの顔かおの部ぶ分ぶんを押おしてやればいい。規き模ぼが大おおきいから、押おす力ちからもかなり必ひつ要ようだったわけだけどな。それはふり子この原げん理りとアスカのバカ力ぢからを使つかえば、どうにかなるだろうって思おもってたよ』

「バカ力ぢからってあのねぇ……」

　人ひとをなんだと思おもってるのよ。

『おい、アスカ！』

「……なに？」

　ちょっとふてくされて、わたしはきく。

『銅どう像ぞうのほうを見みろ！　早はやく!!』

「えっ？」

　ただごとじゃないケイの様よう子すに、わたしはあわてて銅どう像ぞうのほうをふりかえった。

「ウ、ウソ……」

　目めをうたがった。

　銅どう像ぞうがぐいっと持もちあがっていたのだ。

　その下したから、大おお男おとこがのそりと姿すがたを見みせる。

　しかも、片かた手てで銅どう像ぞうを持もちあげていた。むちゃくちゃなパワーだ。

　大おお男おとこの服ふくはほこりまみれになっていて、やぶれているところもあった。

　ダメージはあったみたいだけれど、まだ足たりなかったみたいだ。

「……よくもやってくれたな」

　ガタン、と銅どう像ぞうが同おなじ場ば所しょに乱らん暴ぼうに下おろされて、ぎゃっ、という声こえが上あがる。

　どうやら、沢さわ本もとやほかの警けい備び員いんを助たすけるつもりはないらしい。

「ただではすまさんぞぉ!!」

　目めが血ち走ばしって、あきらかに怒いかりでわれをわすれてる。

「どうする？　いまのであいつもだいぶダメージを負おってるはずだし、わたしがなんとか……」

『アスカ、もういい。逃にげろ』

　ケイは、ためらいなく言いった。

「ちょっと、なに言いってるのよ！」

　ケイの意い外がいな言こと葉ばに、わたしはとまどう。

『左ひだり腕うでのケガが、かなりひどいのはわかってるんだ。その状じょう態たいで、あの大おお男おとこの相あい手てなんてできるわけがないだろ！　ここまでやればじゅうぶんだ。早はやく逃にげろ！』

　ケイ、気きづいてたんだ……。

　それでもだまって、やらせてくれたんだ。

　ちぇ。ケイって、けっこういいやつじゃん。

　だけど──。

「……ダメだよ、ケイ」

　わたしはきっぱりと言いった。

『なに言いってるんだ。もういいって言いってるだろ！』

　ケイがどなる。

「ケガをしたのはわたしのミス。このままじゃ、引ひきさがれないよ」

　まっすぐに、大おお男おとこを見みすえる。

　すばやさなら、こっちが絶ぜっ対たいに上うえだ。

　なら、動うごきで乱みだしてやる！

　大おお男おとこは銅どう像ぞうのダメージがあるのか、足あしもとがおぼつかない。

　わたしは間ま合あいをつめる。

『よせ、アスカ！』

　ケイの声こえが聞きこえたけど、無む視しする。

　大おお男おとこは、わたしが近ちかづいてくるのを見みて、丸まる太たのような腕うでをふりまわしてくる。

　わたしはステップを踏ふんで、左ひだりに跳とんだ。

　さっきの銅どう像ぞうの攻こう撃げきのおかげで、まだ踏ふんばりがきかないのか、大おお男おとこは自じ分ぶんの腕うでにつられてよろめく。

　チャンス！

　大おお男おとこの背せ中なかに回まわって、足あしのひざ裏うらを蹴けっとばす。

　ガクン、と大おお男おとこの体からだがよろめく。

「いける！」

『アスカ、ちがう。それは誘さそいだ！』

　えっ。

　ケイの声こえに、体からだがとっさに反はん応のうする。

　両りょう手てで頭ず上じょうをガードしたところに、大おお男おとこがふりまわした手てが直ちょく撃げきする。

「きゃっ！」

　いきおいで、うしろにふっとばされる。

　踏ふみとどまれなくて、ゆかに倒たおれこむ。

『だいじょうぶか、アスカ！』

「……う、うん。なんとか……くっ！」

　体からだを起おきあがらせようとして、左ひだり腕うでにさらに強つよい痛いたみを感かんじて、顔かおをしかめてしまう。

『もういい。逃にげろ！』

「そうしたいけど、ちょっと遅おそかったみたい」

　顔かおを上あげると、大おお男おとこがせまってくるところだった。

　さっきの足あしどりがおぼつかなかったのは、演えん技ぎだったんだ。

　やっぱり、意い地じなんてはらないで、ケイの言いうとおりにしておけばよかった。

「ごめん……ケイはいつも、正ただしくナビゲートしてくれてるのに……」

『あやまるな、バカ！　怪かい盗とうレッドが負まけてたまるか！　アスカ、ワイヤー打うてるか？』

「う、うん」

『タイミングはこっちで指し示じする。その瞬しゅん間かんにワイヤーを天てん井じょうにむかって打うって、最さい大だいスピードで上じょう昇しょうしろ、すぐ！』

「いまさら上うえに逃にげたって……」

『いいから、言いうとおりにしろ！』

　ケイの迫はく力りょくに、わたしはだまってうなずいた。

　もう、ケイにまかせるしかない。

　大おお男おとこが、ドシンドシンと足あし音おとをたてて、近ちかづいてくる。

　わたしは座すわりこんだままだ。

　近ちかづくと、よくわかる。まるで岩がん石せきみたいに、体からだがきたえられてる。

　とても倒たおせる気きがしない。

「逃にげる気きもなくしたか。しかし、怪かい盗とうレッドが、こんなガキだったとはな」

　わたしは答こたえない。

「終おわりだ」

　大おお男おとこが、わたしに手てをのばしてくる。

『いまだ！』

　ケイの声こえに反はん応のうして、ワイヤーを天てん井じょうに打うつ。

　それと同どう時じに、わたしの体からだが持もちあがる。

「くっ！」

　大おお男おとこはワイヤーをよけるために、反はん射しゃ的てきに体からだをのけぞらせていた。

　ワイヤーが、男おとこの顔かおのすぐ前まえを通つう過かする。

「ざんねんだったな──」

　大おお男おとこが笑えみをうかべようとした瞬しゅん間かん、

「ぐぅえっっ！」

　わたしのひざが、大おお男おとこのあごに直ちょく撃げきした。

　顔かおをはねあげられた大おお男おとこは、うしろに２、３歩ぽよろめいてから、ドスンとしりもちをついた。

「……こ、この……」

　大おお男おとこは立たちあがりかけたが、途と中ちゅうで力ちからつきたように、ばったりと大だいの字じに倒たおれた。

　起おきあがってくる様よう子すはない。

「これって……」

　目めの前まえのできごとが信しんじられない。

　どうして、ひざが１発ぱつあたっただけで、倒たおせたの？

『あごだよ。どんなにきたえた人にん間げんでも、あごに強つよい衝しょう撃げきを食くらうと、脳のうが揺ゆれる。脳のうが揺ゆれると、人にん間げんの体からだは脳のうを守まもるために脳のうの神しん経けいが分ぶん断だんしたりするんだ。そうなると、体からだが自じ分ぶんの思おもうように動うごかない。脳のうしんとうって呼よばれるやつだ。衝しょう撃げきが強つよければ、このとおり気き絶ぜつしたりもする。ま、あぶないし、使つかわせたくなかったんだが、一いちか八ばちかがうまくいってよかった』

「はははっ。ほんと、よかった……」

　かわいた笑わらいしか出でてこない。

　ひざがふるえてる。

　お父とうさんと戦たたかうのとは、ぜんぜんちがう。

　掛かけ値ねなしの、命いのちのかかった勝しょう負ぶ。

　こわかった。

　でも、勝かったんだ。

『長なが居いは無む用ようだ。行いくぞ、アスカ』

「うん、ケイ」

　わたしは重おもい体からだを、よろよろと立たちあがらせた。







　沢さわ本もとたちを縛しばりあげてから、わたしはそっと外そとに出でた。

　ビルの外そとはまだ暗くらい。

　遠とおくから、パトカーのサイレンの音おとが聞きこえてきた。

　ビルを見みあげる。

　沢さわ本もとのところには、怪かい盗とうレッド参さん上じょう！　っていうカードを、ちゃんと添そえておいた。

　緑のグリーン海・シーもいっしょにおいてきたから、言いいのがれはできない。

　本ほん当とうは、緑のグリーン海・シーは、お父とうさんたちが直ちょく接せつ返かえすって話はなしだったんだけど、ケイの話はなしだと、警けい察さつにわたっても、いずれもとの持もちぬしに返かえされるらしいから、ちょっとの間あいだ、持もちぬしの人ひとにはがまんしてもらうことにした。

『なにぼーっとしてるんだ、アスカ。警けい察さつとはち合あわせになるぞ』

「いま、行いくよ」

　わたしはビルから視し線せんをもどすと、着きがえのおいてある路ろ地じに行いった。

　その場ばでてばやく着きがえると、通とおりに出でる。

　警けい察さつが到とう着ちゃくしたみたいだ。

　赤あかいランプが反はん射しゃしているのが見みえる。

「おい、きみ。そこでなにしてるの？」

　ぎくぅ。

　おそるおそる振ふりかえると、中ちゅう年ねんのおじさん警けい察さつ官かんが立たっていた。
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　こちらをいぶかしげな顔かおで見みている。

「え～と、ちょっと散さん歩ぽに」

「こんな時じ間かんに？」

　警けい察さつ官かんは、あきらかにわたしをあやしんでる。

　や、やばっ!?

　せっかくうまくいったのに、こんなところでうたがわれたら、マヌケすぎるよ！

「ほ、ほら！　試し験けんが近ちかいから、テスト勉べん強きょうで夜よるおそくなっちゃって。気き分ぶん変かえようかなぁ、って散さん歩ぽしてたんです」

「なるほどね。試し験けん勉べん強きょうか」

　わたしの答こたえに、警けい察さつ官かんの視し線せんがゆるんだ。

　ほっと胸むねをなでおろす。どうやら、うたがいは晴はれたみたい。

「事じ件けんですか？」

「お嬢じょうちゃんには関かん係けいないよ。いいから、さっさと家いえに帰かえりなさい」

「はあ～い」

　わたしは素す直なおに返へん事じをして、なにげない足あしどりで通とおりを歩あるいていく。

　背せ中なかに視し線せんを感かんじたけれど、ふりかえらない。

　だいじょうぶ。小しょう学がく生せいをレッドだと思おもう人ひとなんていない。

　緊きん張ちょうを押おしころして、しばらく歩あるいていくと、まがった角かどに、見みなれた顔かおが立たっていた。

「ケイ！」

　わたしは走はしりよる。

「……うん。おつかれ」

　ケイは、ぼそっと小ちいさな声こえでつぶやく。無む表ひょう情じょう、無む気き力りょく、無む感かん動どうな顔かお。

　あれ？　いつものケイだ。

　もう、今こん回かいのレッドの仕し事ごとも終おわりだからかな。

　ずっと、さっきまでのケイのままで、よかったんだけど。

「……左ひだり手ては？」

　ケイがわたしの左ひだり手てを、ちらっと見みる。

「あっ、だいじょうぶだよ。ちょっとひねったんだと思おもう。あの大おお男おとこのパンチをガードしたところは、打だ撲ぼくしてるかも」

「……悪わるかった」

「へっ。なにが？　ケガのこと？　わたしが悪わるいんだもん。気きにしなくていいよ」

　びっくり。ケイにあやまられると、調ちょう子しがくるっちゃう。

「いや。ぼくがきちんと作さく戦せんをたてられれば、あの大おお男おとこにもやられることはなかった」

　えええ──。そんなの、いくらケイだって、考かんがえられないって。

　ほんと、カンペキ主しゅ義ぎなんだから。

「でも、ちゃんと怪かい盗とうレッドできたよね。わたしたち」

「うん。いろいろと問もん題だいはあったけど」

「じゃ、夜よるがあける前まえに、最さい後ごの仕し事ごとをしに行いこうよ。いっしょに行いこう、ケイ」

「……おせっかいなやつ」

　ケイがあきれたように言いった。

　でも、心こころなしか、いつもより口く調ちょうがやわらかいような気きがした。

　気きのせい？　それとも……。

　横よこ目めでちらっとケイを見みてみたけど、やっぱりいつもの無ぶ愛あい想そうな顔かおがあるだけだった。







　　　　エピローグ




「じゃあ、百ゆ合り江えおばあちゃんの指ゆび輪わ、もどってきたんだ」

　わたしはベッドに寝ねころんで、実み咲さきと電でん話わをしていた。

『今日きょうの朝あさ、スカーフみたいな赤あかい生き地じにつつまれて、玄げん関かんにおいてあったんだって。どうしてもどってきたんだか、さっぱりわからないって、家か族ぞく中じゅうで首くびをかしげてるところ。でも、盗ぬすまれたものがもどってきたのに、警けい察さつに届とどけるのもヘンだしさ』

「いいじゃん、いいじゃん。とにかく指ゆび輪わがもどってきたんだからさ」

『そうは言いってもさぁ。やっぱり不ふ思し議ぎだよ。だれがおいていったんだろう？』

「お人ひと好よしで、おせっかいな泥どろ棒ぼうでもいたんじゃない」

『なにそれ？』

「ん～、なんだろうね？　それじゃあ、そろそろ電でん話わ切きるね」

『えっ、ちょっと、アスカ、』

　実み咲さきはまだなんか言いってたけど、わたしはそのまま電でん話わを切きった。

「はあ～～あ」

　大おおきなあくびをする。

　沢さわ本もとのビルからケイと帰かえる道みちすがら、百ゆ合り江えおばあちゃんの家いえに指ゆび輪わを届とどけてから、歩あるいて家いえに帰かえって５時じ間かんは眠ねむったけど、まだ眠ねむい。

「アスカ。沢さわ本もとのこと、テレビでやってるぞ」

　パソコンの前まえにいたケイが言いった。

「ほんと!?」

「ほら」

　ケイがパソコンの画が面めんをテレビに切きりかえて、見みせてくれる。

　画が面めんの中なかで、マイクを持もった女じょ性せいのレポーターが、ビルから少すこしはなれた場ば所しょに立たっていた。興こう奮ふんした様よう子すで話はなしている。

『レッドです！　この街まちにレッドが現あらわれました！　そして、こちらが怪かい盗とうレッドが現あらわれたビルです！

　レッドは、ビルのオーナーであり経けい営えい者しゃの沢さわ本もと容よう疑ぎ者しゃが、盗とう品ひんの売ばい買ばいをしていることをつきとめ、先せん月げつ海かい外がいで盗ぬすまれた、時じ価か30億おく円えんはするというダイヤモンド、緑のグリーン海・シーを盗ぬすみだしたとのことです。

　警けい察さつがビルに到とう着ちゃくしたさい、沢さわ本もと容よう疑ぎ者しゃとともに、緑のグリーン海・シーと怪かい盗とうレッドのカードがおかれており、レッドは警けい察さつへの証しょう拠こ品ひんとして、緑のグリーン海・シーをおいていったと見みられています。

　緑のグリーン海・シーは調しらべがすみ次し第だい、警けい察さつより持もちぬしに返へん還かんされる予よ定ていです。

　捜そう査さ関かん係けい者しゃの話はなしでは、沢さわ本もと容よう疑ぎ者しゃの盗とう品ひん売ばい買ばいルートを調しらべるとともに、怪かい盗とうレッドのゆくえも追おうということです』

　映えい像ぞうがレポーターから、スタジオに切きりかわる。

　そこで、ケイは画が面めんをもとにもどした。

「わたしたち、追おわれてるって」

「怪かい盗とうレッドだからな。しかたがない」

　わたしはおもわず吹ふきだした。

　ケイもめずらしく、目めが笑わらっている。

「いろいろ、ありがとね、ケイ」

　わたしは、窓まどに目めをそらして言いう。

「……あらたまって、なに？」

「だって、たくさん助たすけてもらったし」

　ほんと、数かぞえると、きりがないぐらいだ。

「……いいよ。ぼくたちは、２人ふたりで怪かい盗とうレッドなんだろ」

　ぶっきらぼうな口く調ちょうで、ケイが言いう。

　そっか。ケイもそう思おもってくれてるんだ。

　だったら、これからもきっとやっていけるよね。

　わたしは、パソコンにむかうケイの背せ中なかにむけて、そっとつぶやいた。

「これからもよろしくね、相あい棒ぼうさん」
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「怪盗レッド①」おわり









あとがき




　はじめまして。

　突とつ然ぜんですが、みなさんは怪かい盗とうになりたいって思おもったことはないですか？

　僕ぼくはあります。

　将しょう来らいは怪かい盗とうか名めい探たん偵ていになりたかったのです。

　いつどこから声こえがかかってもいいように、新しん聞ぶんをすみからすみまで読よんで知ち識しきを広ひろげたり、街まち中なかで人にん間げん観かん察さつをしたりしてました。

　でも、街まち中なかで見みかけた人ひとを、きっとあの人ひとは危あぶない物ものを運はこんでいるにちがいない、と思おもいこんで尾び行こうしたら、ただの八や百お屋やさんだったり……。

　どうやら僕ぼくには怪かい盗とうや名めい探たん偵ていの才さい能のうはなかったようです。……がっくし。

　でも、転ころんでもただでは起おきません。物もの語がたりならいけるんじゃないか？　怪かい盗とうルパンだって、キッドだって、みんな物もの語がたりの中なかにいるじゃないか。

　だったら、僕ぼくも記き録ろく係がかりになって、一いち番ばん近ちかくから怪かい盗とうを見み守まもりたい！

　そう思おもったら、ひょっこりと僕ぼくの頭あたまの中なかに現あらわれたのが、アスカとケイです。

　小しょう学がく生せいが怪かい盗とう？　なんてはじめは思おもったものの、アスカもケイもとんでもない力ちからの持もち主ぬしでした。

　でもねー。アスカは突とつ然ぜん飛とび出だしていくし、ケイは仏ぶっ頂ちょう面づらでパソコンの前まえから離はなれないしで、もう本ほん当とうにこの２人ふたり大だい丈じょう夫ぶなのかなぁ、と心しん配ぱいばっかりでした。

（見み守まもっているこっちの身みにもなってほしいもんです）

　でも、２人ふたりとも、とうとうやり遂とげてしまいました。

　僕ぼくもびっくりです。

　……あっ、アスカが得とく意いげにピースしてます。まったく、ちょっと褒ほめるとすぐこれだから。

　アスカもケイも、１人ひとりではまだまだ半はん人にん前まえなので、どうぞ応おう援えんしてあげてください。

　ついでに、記き録ろく係がかりの僕ぼくも応おう援えんしてくれるとうれしいです（笑わらい）。

　最さい後ごに。今こん回かい、アスカが色いろ々いろ危き険けんなことや、攻こう撃げきをしてるけど、絶ぜっ対たいに真似まねしないでください。訓くん練れんしているアスカと、知ち識しきのあるケイだからできたことですからね。

　それじゃあ、また次つぎの２人ふたりの活かつ躍やくでお会あいしましょう！


秋あき木ぎ　真しん
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秋木 真／作


静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。怪談やノンフィクションなどの共著もある。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。






しゅー／絵


神奈川県下在住のイラストレーター。イラストを担当した作品に「超自宅警備少女ちのり」シリーズ（ＧＡ文庫）がある。児童書では、この「怪盗レッド」シリーズが初挑戦。すごく辛いカレーが好き。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










怪かい盗とうレッド①




２代だい目め怪かい盗とう、デビューする☆の巻まき








作さく　秋あき木ぎ 真しん

絵え　しゅー
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